
「世界史探究」は、世界の歴史の大きな枠組みと展開
について理解を深め、地球世界の課題とその展望を歴
史的に探究する資質・能力を養うことをねらいとしてい
ます。生徒が現代世界の形成とその課題を探究するた
めには、一人一人の歴史に対する学びの意義や意味、
動機が、これまで以上に重要になると思われます。
そのため、『高校世界史』は、生徒が主体となって
世界史を学べるように、問いを主体とする構成になっ
ています。各部の最初には「アプローチ」を設け、生
徒が問いを表現できるようになっています。「第Ⅰ部へ
のアプローチ」では、生業、身分、宗教、王権などを
観点にして史資料を読み解きながら、生徒が興味や疑
問をもとに、問いを表現します。また、各章の冒頭に
は章を貫く問いを設け、その問いを探究するために節・
図版・節末の問いを提示しています ➡p.44 。第Ⅰ部
の章の問いは、生業、身分、階級、王権、宗教、文
化・思想などを観点に、諸地域の歴史的特質の形成を
探究できるものです。節・図版の問いは、各地域の歴
史的特質の理解を深め、節末の問いは、そこで学んだ
歴史的特質を総括・概念化したり、今を生きる生徒に
関連付けたりすることができます。
この教科書で、生徒が問いを表現したり、問いにも

とづいて本文や図版を考察したりすることで、歴史を
探究する面白さを感じ、主体的に歴史に向き合うこと
の意義や意味を見出してくれることを願っています。

「世界史探究」における「世界史へのまなざし」は、こ
の科目の導入的性格を有するものであり、自然界や日常生
活にみられる諸事象を取り上げ、人類の歴史との関わりを
考察し理解することをねらいとしています。
『高校世界史』では、家族の歴史を取り上げています
➡p.50 。「家族」のあり方は、それぞれの時代を背景に
変化してきました。導入として取り上げるのは、「親子の
関係」です。私たちが当たり前のことと考えている親子関
係も、決して普遍的なものではないことを理解してほしい
と思います。そして、現在大きく変わろうとしている家族
の問題として、「性別役割分担」を考えてみます。「男性
は外で仕事、女性は家庭を守る」という役割分担は、産
業革命が進む欧米社会で生まれ、日本では明治以降に広
がり、高度経済成長期には、あるべき家族像とされました。
しかし、1960年代末からの学生運動、70年代のフェミ
ニズム運動を機に男女の平等が主張され、「性別役割分担」
を前提とする家族のあり方に転機が訪れました。では、家
族における男女の平等と「性的役割分担」はどのように
変化したのでしょうか。資料③ジェンダー =ギャップ指
数・④イギリスの俳優エマ =ワトソンの国連でのスピー
チ・⑤６歳未満の子どもをもつ夫婦の１日あたり家事・育
児関連時間の国際比較・⑥育児休業取得率の推移・⑦研
究者に占める女性割合の国際比較などを活用し、現在の
状況を考察してほしいと思います。

学習指導要領には世界史探究の目標として、「資料
等を適切に用いて、歴史にかかわる事象について考察、
構想したことを効果的に説明する力」を養うことがあ
げられています。そこで『高校世界史』では、「探究
しよう」のページを設け、グラフ・図版・文字資料の
読み解きなどのスキル獲得を一つの目標としています。
例えば、第８章の「探究しよう」では、地図と文字資
料の組み合わせから、約1000年前の宋の都市である開
封を「探究」します ➡p.48 。この施設は何だろう、歩
いて何分だろう、どんな日常生活だったのだろう、など
の問いを導入として、生徒同士で意見交換してほしいと
思います。想像図を描いてみようと指示すると、生徒は、
建物の大きさや壁の色、行きかう人の服装などについて
考察し、自発的に当時の資料を調べます。嗅覚や聴覚
についての問いも同様です。歴史の授業では五感を活
用することはあまりありませんでしたが、この資料から
当時の調理法などに興味を持ってもらえれば、家庭科と
協力する教科横断的な授業展開もできます。同様な都
市探究には第Ⅱ部のアプローチ「カイロとウィーン」も
あるので、発展学習に利用していただきたいと思います
➡p.47 。
　その他の「探究しよう」では、「絹織物」「綿織物」
や「気候の寒冷化」「科学革命」なども取り上げてお
り、ほかの教科との協力や、SDGsとの関連も意識させ
ることができるかと思います。
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◦�部冒頭の「アプローチ」で、各部の歴史的な特徴や視点を大きく捉えることができます。
◦�学習指導要領に沿って、章、節、図版、節末に問いを設定し、問いを主体とした展開のなかで「探究」
の学習を進めることができます。

「探究」の構造を理解できる、
問いを中心とした展開2 ➡p.44-47
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◦�二次元コードを22点掲載しています。 ➡p.43、51

資料読み解きのスキルが身につく3 ➡p.48-49

◦�『詳説世界史』の章立てに準拠し、簡潔で読みやすい表現に改めました。
◦�図版529点、地図119点、グラフ・表37点を掲載しています。
◦�人物コラムも83点掲載しています。

➡p.51
➡p.51
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章立ては『詳説世界史』に準拠！
世界史Bと世界史探究の構成対照表は ➡p.6-7 に掲載しています。

目次と配当時間例
高校世界史

巻頭付録として、世界史の大きな流れの把握
ができるよう、同時代の地図でそれぞれの時
代の特徴を示しています。 ➡p.50

各章に、資料読み解きのスキルや考
察力が身につく「探究しよう」を掲載
しました。 ➡p.48-49

探究活動をより深めるために、二次元コードから、
本文に掲載した図版の全体図や部分拡大、追加の
図版・文字資料などを参照できるようにしました。

配
当
時
間
例

（
月
／
時
数
）
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各部冒頭の「アプローチ」で、各部の学習の
目的を明確化しています。 ➡p.46-47
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15

20

25

26 第Ⅰ部  諸地域の歴史的特質の形成

古代の諸地域において
活動した人々の特色をあげてみよう
資料は紀元前2600年頃のシュメールの古代都市ウル（現在のイラクにある）の遺

い

跡
せき

から出土した横
長の箱である。「スタンダード（Standard、旗

き

章
しょう

、軍
ぐん

旗
き

）」と呼ばれているが、その実際の用
よう

途
と

は明
らかになっていない。スタンダードには、様々な人物のモザイクがほどこされている。ここに描かれ
た人々の特色から、古代の社会や暮らしについて考えてみよう。

▶p.31

第

Ⅰ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 右の場面は下

か

段
だん

から中段、上段へと時

間の流れを追っていくように構成され

ている。下段は四頭立ての四輪戦車が描かれている。

戦車を率いている動物は馬ではなく、半ロバ（オナガー）

である可能性が高い。左
ひだり

端
はし

の半ロバは並足だが、右へ

行くほど前足が上がっていることから、１台の戦車が

しだいに速度を増していく様子とも考えられている。

中段には兵士たちが描かれている。左側の兵士は冑
かぶと

を

かぶりマントを身につけているが、右側の兵士たちの

身なりはどうであろうか。中段はどのような場面を描

いているのだろう。上段の大きく描かれた人物が中央

で、右側からやってくる人物達を待ち受けている。

右の場面は「戦争の場面」と結びつけて戦争

に勝利したあとの「祝
しゅく

宴
えん

の場面」と考えられ

てきたが、現在では宗教的な意味をもった場面とされ、「平

和の場面」や「饗
きょう

宴
えん

の場面」といわれる。下段では、穀
こく

物
もつ

を

入れた袋などが運ばれている。中段には牛やヤギ、羊
ひつじ

のほ

かに魚なども描かれている。右端の２名の人物は、胸の前

で手を組む恭
きょう

順
じゅん

の仕
し

草
ぐさ

を示し行列を導いている。なぜ、こ

のような産物が運ばれているのだろう。上段には、ひとき

わ大きく描かれ立派な腰巻きを身につけている人物と向か

い合って座る６人の男性が杯
さかずき

を手にしている。

平和の場面

資料3「平和の場面」

資料2「戦争の場面」

戦争の場面

資料2「戦争の場面

b

資料3「平和の場面

c

g
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第Ⅰ部へのアプローチ 27

Q1  人々はどのような仕事に従
じゅう

事
じ

し、どのような生活を送って
いたのだろうか。たとえば、
図 b・図 f の人々はどのよう
な生活を営んでいるのか考え
よう。ほかにも興味のある人
物をあげてみよう。

Q2  どのような身分の人がいるだ
ろうか。たとえば、図 d・図
gの人々はどのような身分だ
と考えられるだろうか。２人
とは異なる身分だと思う人物
もあげてみよう。

Q3  図eは剃
てい

髪
はつ

した人物や楽
がく

師
し

、
男性歌手が描かれている。こ
のことから、資料3は宗教的
な集まりであると考えられて
いる。人々は神に何を願い、
また、感謝したのだろうか。

Q4  図 aと図 cの王は何をしてい
るのだろう。王にはどのよう
な役割があったのだろうか。

Q5  さらに調べたいことを問いに
してみよう。

図 ba

e

f

図 d 図 g

図 f

図 e

図 a 図 c

d

資料1 ウルのスタンダード
発見者であるイギリスの考古学
者レオナード=ウーリーの説にし
たがって「スタンダード」と呼ばれ
ている。
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28 第1章  文明の成立と古代文明の特質

文明の誕生
各地で始まった農耕と牧畜は、人々の暮らしをどのようにかえたのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　約１万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温
おん

暖
だん

化
か

し、自然環
かん

境
きょう

が大きく変化したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適
てき

応
おう

していった。そのなかでもっとも

重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽
さい

培
ばい

とヤギ・

羊
ひつじ

・牛などの飼
し

育
いく

が始まったことであった。これが農耕 2・牧
ぼく

畜
ちく

の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を

身につけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・

採
さい

集
しゅう

を中心にした獲
かく

得
とく

経済から、農耕・牧畜による生産経済に移る

という重大な変
へん

革
かく

をとげたのである。その結果、人口は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に増

え、文明成立の基
き

礎
そ

が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集
しゅう

落
らく

に住み、織
おり

物
もの

や土
ど

器
き

3をつく

り、また石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器 1を用いた。新石器時代の始ま

りである。このような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッ

農耕と牧畜のはじまり

▶p.15

2 農耕をおこなう男女 牡
お

牛
うし

に犂
すき

を牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その後につづいて種をまく女性。前1200年頃のエジプトの壁画。

1 磨
ま

製
せい

石器 砥
と

石
いし

を使って表面を磨
みが

い
た石器。研

けん

磨
ま

の技術は新石器時代の
農耕開始とともに発達し、石斧・石臼な
どが製作・使用された。

5

10

15

20

文明の成立と古代文明の特質
世界各地で、自然環境にもとづいて多様な古代文明が成立し、その
もとでは王などの権力者を中心とする社会や文化も形成された。古
代文明において、王は人々にとってどのような存在であったのだろうか。

1第 章
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1 文明の誕生 29

パ・アフリカの各大陸に広がった。

　　　　　　　初期の農耕は雨水だけに頼り、また肥
ひ

料
りょう

を用いない

方法によっていたため、収
しゅう

穫
かく

が少なく、耕地もかえ

ていかなくてはならなかった。しかし、メソポタミア（ほぼ現在の

イラクにあたる）をはじめとする地域で灌
かん

漑
がい

農業❶が始まると食料

の生産力は高まり、余裕が生まれるにつれて貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大や仕事

の分業化が進んだ。こうして権力者が多くの人々を統一的に支配す

る国家という仕組みが生まれた。ナイル川、ティグリス川・ユーフ

ラテス川、インダス川、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

の各流域には高度な文明 4が誕
たん

生
じょう

し、やや遅れてアメリカ大陸にも独自の文明が形成された。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ

た。武器や工具などの金属器がつくられ、また多くの文明では政治

や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、

歴史時代に入っていった❷。

文明の成立

❶堤
てい

防
ぼう

や水路で川の流れをコント
ロールし（治

ち

水
すい

）、農作物をつくるた
めに水を引いて土地を潤

うるお

して耕作す
る農業のこと。

▶p.32

▶p.30 ▶p.35 ▶p.37

▶p.40

❷16世紀頃に始まる「世界の一体
化」(▶p.130)の以前にも、世界各地で
は言語や宗教を共通の基

き

盤
ばん

として、
独自の特

とく

徴
ちょう

をもつ文化的なまとまりが
形成されていた。本書では、こうし
たまとまりを「東アジア世界」「地中海
世界」などの表現を用いて示してい
る。

文明の誕生は人々の関
係をどのようにかえた

のだろうか。

まとめ
1

4 おもな古代文明とその遺
い

跡
せき

長

黄
河 りゅうざん

竜山

ぎょうしょう
仰韶

いんきょ
殷墟

江
ハラッパー

モエンジョ＝ダーロ

メンフィス

ナ

ル
イ

川

テーベ
ウル
バビロン
ニネヴェ

テオティワカン チチェン＝イツァ

アステカ文明

マチュ＝ピチュ クスコ

インカ文明

イ　ン　ド  洋
洋

マヤ文明
エジプト文明

インダス文明

中国文明
メソポタミア文明

ユーフラテス川

コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川

ティグリス川ティグリス川

太

平

洋

太

平

洋

大

西

エーゲ文明

赤道

3 彩
さい

文
もん

土器　表面に彩
さい

色
しき

文
もん

様
よう

をつけた土器を彩文
土器という。貯

ちょ

蔵
ぞう

やビール・ワインなどの酒
しゅ

器
き

として用
いられたが、模

も

様
よう

は左のような幾
き

何
か

学
がく

文
もん

から徐々に右の
ように動物も描かれるようになっていった。
なぜ幾何学文だけでなく、動物も描かれるようになっ

たのだろうか。考えてみよう。

5

10
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「探究」の構造を理解できる問いを中心とした展開
高校世界史

節冒頭に「問い」を設け、その節の
学習目的を明確化しています。

図版に番号を付け、関連する
本文にも番号を付けました。

問いを主体とした展開

生徒自身で問いを表現する「アプローチ」

第Ⅰ部～第Ⅲ部の冒頭に、各部の学習の目的を明確化する「第○部
へのアプローチ」を設けました。
各部を貫く視点の一例として、第Ⅰ部では王権や身分・階級、第
Ⅱ部では都市の発達や交易の拡大、第Ⅲ部では交通の発達や人々
の国際的な移動について取り上げました。
著者messageもご覧ください。 ➡p.40

章の冒頭に、章全体の学習内容をまとめた概観と、それを理
解するためのヒントとして「問い」を設けています。

問いを主体とした展開

2

1

節末の「問い」は、その節のまと
めや、さらに生徒に考えさせる
発展的な内容にしています。

〈そのほかの問いの例〉

問いを主体とした展開

54 第2章  中央ユーラシアと東アジア世界

唐の女性はどのような生活をしていたのだろうか
　唐代には、周辺地域との交流を背景に国際的な文化が花開いた。人々は様々な民族の文化を受け入れ、男性だけ
でなく女性のあいだにも流行した。

探
究
し
よ
う

ものであった。また、塩の専
せん

売
ばい

も重要な財源となり、こ

れらの新税制で財政を再
さい

建
けん

した唐
とう

は、こののちも国力を

保った。しかし支配は安定せず、９世紀後半に塩の密
みつ

売
ばい

人
にん

の黄
こう

巣
そう

がおこした反乱（黄巣の乱）が全国に拡大し、10

世紀初めには節
せつ

度
ど

使
し

の朱
しゅ

全
ぜん

忠
ちゅう

によって唐は滅ぼされた。

　こののち華
か

北
ほく

で交
こう

替
たい

した５つの王朝❿と、そのほかの

地域で興
こう

亡
ぼう

した10あまりの国をあわせて、五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

とい

う。武
ぶ

則
そく

天
てん

の時代から五代十国にかけて、貴族はしだい

に衰え、かわって小
こ

作
さく

人
にん

（佃
でん

戸
こ

）に土地を貸して小作料をとる新
しん

興
こう

の

地
じ

主
ぬし

層
そう

の力が強まった。これにともなって文化面では、形式化した

貴族趣
しゅ

味
み

を離れて個性的な技法を追
つい

求
きゅう

する動きが現れた。呉
ご

道
どう

玄
げん

の

山
さん

水
すい

画
が

や顔
がん

真
しん

卿
けい

7の書法などがその例である。さらに韓
かん

愈
ゆ

や柳
りゅう

宗
そう

元
げん

は、より自由な表現を可能にするものとして漢代以前の文体に注目

し、古文の復
ふっ

興
こう

を主張した。

？〜884 875〜884

852〜912

❿朱全忠がたてた後
こう

梁
りょう

と、以後の
後
こう

唐
とう

・後
こう

晋
しん

・後
こう

漢
かん

・後
こう

周
しゅう

の５王朝
を指す。

907〜979

８世紀頃

709〜785頃 768〜824 773〜819

Q1 資料1 ・2から、あなたは唐代の女性たちにどのようなイメージをもつだろうか。
Q2 資料 2より、唐代の貴族の女性たちがポロに興じたり、馬に乗って外出や狩猟をおこなう習慣があった
ことには、どのような背景があるのだろうか。

Q3 隋・唐の時代の東アジアにおいて、武則天のように活
かつ

躍
やく

した女性君
くん

主
しゅ

はいたのだろうか。調べてみよう。

隋
ずい

・唐の繁
はん

栄
えい

は、どの
ような人々によって支

えられていたのだろうか。あ
なたがもっとも重要だと考え
る人々の働きについて、説明
してみよう。

まとめ
4

資料1 楽器を演奏する唐代の女性　唐代の貴族の墓から
発見された、様々な楽器を演奏する女性たちを描いた壁

へき

画
が

。唐
代には、琵

び

琶
わ

など西
さい

域
いき

から伝わった楽器や、身体をすばやく回
転させる西域風ダンス（胡

こ

旋
せん

舞
ぶ

）が好まれ、貴族の女性たちも
みずから演奏や踊

おど

りを楽しんだ。また、人前で顔や肌をあらわに
する異国風の習慣が広まるのと並行して、化粧のしかたも変化
し、額

ひたい

や頬
ほほ

に花などの模様をあしらうことが流行した。

資料2 ポロを楽しむ女性　ポロという競技をおこなう貴族の
女性を模した俑

よう

（墓に副葬された女形の人形）。ポロは馬上か
ら巧みに棒を操って球を打ち合うイラン起源の競技で、唐代の
女性にも人気の娯

ご

楽
らく

であった。ポロをみるだけではなく、実際
に参加する女性たちも多かったことがわかっている。また彼女た
ちは、色鮮やかな胡

こ

服
ふく

（広い折り襟
えり

が特
とく

徴
ちょう

の、北
ほく

朝
ちょう

時代の男
性服）を身にまとい、馬に乗って外出や狩

しゅ

猟
りょう

をすることもあった。

7 顔真卿の書　顔真卿
は科

か

挙
きょ

に合格した官
かん

僚
りょう

で、
安
あん

史
し

の乱に際し唐に忠
ちゅう

誠
せい

を誓
ちか

い反乱軍と戦った。剛
ごう

直
ちょく

な性格で知られ、彼の書
はその性格をよく表している。

二次元コード
掲載

杜甫「哀江頭」

5

10
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76 第4章  西アジアと地中海周辺の国家形成

て地中海世界のすみずみにギリシア・ローマの文化❼を広めたこと

にある。たとえばローマ字は今日ヨーロッパの大多数の言語で用い

られ、またローマ人の話したラテン語は、近代に至るまで教会や学

術の国際的な公用語であった。

　ローマの実用的文化が典型的に現れるのは、土
ど

木
ぼく

・建築技術であ

る。都市には浴
よく

場
じょう

・凱
がい

旋
せん

門
もん

・闘
とう

技
ぎ

場
じょう

8が建設され、道路や水
すい

道
どう

橋
きょう

9

もつくられた。都市ローマには「パンと見
み

世
せ

物
もの

」を楽しみに生きてい

た下層市民が多く住み、都市文化が花開いた。

　後
こう

世
せい

にもっとも大きな影響を与えたローマの文化遺
い

産
さん

は、ローマ

法である。ローマが世界帝国に成長すると、万
ばん

人
にん

が従う普
ふ

遍
へん

的
てき

な法

律が必要とされた。十二表法を起源とするローマ法は、はじめロー

マ市民だけに適用されていたが、やがて帝国に住むすべての人民に

適用される万
ばん

民
みん

法
ほう

に成長した。６世紀に東ローマ帝国で編
へん

纂
さん

された

『ローマ法大
たい

全
ぜん

』がその集
しゅう

大
たい

成
せい

である。ローマ法は近代へと受け継が

れ、日本の民法にも深い影響をおよぼしている❽。また現在用いら

れているグレゴリウス暦
れき

（西暦）は、カエサルが制定したユリウス暦

からつくられたものである。

　精神文化では、アウグストゥス時代はラテン文学の黄
おう

金
ごん

期
き

といわ

れるが、ウェルギリウスらの作品にはギリシア文学の影響が強い。

散文ではカエサルの『ガリア戦
せん

記
き

』が名
めい

文
ぶん

とされた。ギリシアに始

まった弁
べん

論
ろん

術
じゅつ

はローマでも発達し、すぐれた弁論家キケロを生み出

した。歴史記述ではリウィウスの『ローマ建国史』やタキトゥスの 

『ゲルマニア』が有名であるが、『対
たい

比
ひ

列
れつ

伝
でん

』（『英雄伝』）を著
あらわ

したプル

タルコスらのギリシア人も活
かつ

躍
やく

した。

　自然科学ではプトレマイオスのとなえた天動説が、のちイスラー

ム文明を介して中世ヨーロッパに伝わり、長くヨーロッパ人の宇宙

観を支配した。

❼ギリシア・ローマの文化遺産は、
近世・近代のヨーロッパ人に古典と
して尊

そん

重
ちょう

された。そこでギリシア・
ローマ時代は「古典古代」と呼ばれ
ることもある。

❼コロッセウム（円形闘技場）・パ
ンテオン（万

ばん
神
しん
殿
でん
）・アッピア街

かい
道
どう

（▶p.72）など今日に残る遺
い
物
ぶつ
も多い。

▶p.71

▶p.85

❽明治政府が採
さい

用
よう

した民法はフラン
スやドイツを模

も

範
はん

としたが、これら大
陸ヨーロッパの法律はローマ法を受
け継いでいる。

前70〜前19

前106〜前43

前59頃〜後17頃 55頃〜120頃

46頃〜120頃

生没年不詳

▶p.82

▶p.141

 あなたは、人々を支配
するもっともすぐれた

ローマ帝国の仕組みは何で
あったと思うか。

まとめ
3

8 コロッセウム　ローマに残る長径
188m、 短径156m、 高さ48.5mの大
円形闘技場。社会的地位の違いで、み
る場所や座る場所が定められた。施設
の至る所には皇帝や有力者の像や市民
に恩
おん

恵
けい

をほどこした者を顕
けん

彰
しょう

した碑
ひ

もあっ
た。
ローマ皇帝はコロッセウムにおける

「パンと見世物」を通して、市民にどのよ
うな意識をつくりだそうとしたのだろうか。

9 ガール水道橋　南フランスのガールに建てられた高さ50m、長さ270mの水道橋。
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問いを主体とした展開

本文の理解を深めるために、
図版などの資料にも「問い」
を付けています。
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　第Ⅱ部では、８世紀以降のイスラーム教が各地に広まる時代から、
宋
そう

から清
しん

に至る中国王朝の変
へん

遷
せん

、中世から近世に至るヨーロッパの情
勢などを取り扱う。
　その際、交

こう

易
えき

の拡大、都市の発達、国家体制の変化、宗教や科学・
技術および文化・思想の伝

でん

播
ぱ

などに着
ちゃく

目
もく

して考察する。
　たとえば交流に着目すると、広

こう

大
だい

なユーラシア大陸の各地では様々
な国家が成立し、国家間での交流が広がり、一時期モンゴルによる広
大な統一帝国の誕

たん

生
じょう

もみられた。ヨーロッパは海洋進出を本格化し、
アメリカ大陸と関係をもったことで、地球規

き

模
ぼ

で諸地域がつながりを
もつようになった。

諸
地
域
の
交
流
・
再
編

Ⅱ第　　　　部

隊
たい

商
しょう

とともに砂
さ

漠
ばく

をこえるマルコ=ポーロ
モンゴル帝国の時代、ヴェネツィアの商人マルコ=ポーロ
は元
げん

におもむき、クビライに仕えたという。

イギリスの喫
きっ

茶
さ

風景
カリブ海のプランテーションで栽培さ
れた砂

さ

糖
とう

入りの紅茶を、陶
とう

磁
じ

器
き

で
飲む習慣は上・中流階級のステー
タスとなり、その後産業革命の進

しん

展
てん

とともに国民全体に広がった。

隊
たい

商
しょう

とともに砂
さ

漠
ばく

をこえるマルコ=ポーロ

751 タラス河畔の戦い

10世紀半ばカラハン朝が
　　　　　 中央アジアに成立

960 宋建国

1096 第1回十字軍

1206 モンゴル帝国成立

1300頃 オスマン帝国成立

13世紀前半 マリ王国が成立

1339 英仏百年戦争

1368 明建国

1414頃 マラッカ王が
　　　　イスラーム教に改宗

1453 ビザンツ帝国滅亡

1479 スペイン王国成立

1492 コロンブス、
　　　西インド諸島に到達

1501 サファヴィー朝成立

1517 ルター、「九十五カ条の
　　　論題」発表

1526 ムガル帝国成立

1616 後金（36～清）建国

1648 ウェストファリア条約

鄭
てい

和
わ

の遠
えん

征
せい

明
みん

代の鄭和の遠征隊はアフ
リカ東海岸のマリンディまで
至った。図は、マリンディの
使
し

節
せつ

から永
えい

楽
らく

帝に献
けん

上
じょう

され
たキリン。

コロンブスの
西インド諸島への上陸
15世紀末のこの「上陸」以降、ア
メリカ大陸から大量の銀がもたらさ
れ、16世紀にスペインは「海洋帝
国」として繁

はん

栄
えい

することとなった。

イタリアのトマト料理
アメリカ大陸産の食物は、
ヨーロッパやアジアに伝

でん

播
ぱ

・定着した。トマトは、
はじめは観賞用として栽

さい

培
ばい

されていた。

13世紀

15世紀

17世紀

5

10
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26 第Ⅰ部  諸地域の歴史的特質の形成

古代の諸地域において
活動した人々の特色をあげてみよう
資料は紀元前2600年頃のシュメールの古代都市ウル（現在のイラクにある）の遺

い

跡
せき

から出土した横
長の箱である。「スタンダード（Standard、旗

き

章
しょう

、軍
ぐん

旗
き

）」と呼ばれているが、その実際の用
よう

途
と

は明
らかになっていない。スタンダードには、様々な人物のモザイクがほどこされている。ここに描かれ
た人々の特色から、古代の社会や暮らしについて考えてみよう。

▶p.31

第

Ⅰ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 右の場面は下

か

段
だん

から中段、上段へと時

間の流れを追っていくように構成され

ている。下段は四頭立ての四輪戦車が描かれている。

戦車を率いている動物は馬ではなく、半ロバ（オナガー）

である可能性が高い。左
ひだり

端
はし

の半ロバは並足だが、右へ

行くほど前足が上がっていることから、１台の戦車が

しだいに速度を増していく様子とも考えられている。

中段には兵士たちが描かれている。左側の兵士は冑
かぶと

を

かぶりマントを身につけているが、右側の兵士たちの

身なりはどうであろうか。中段はどのような場面を描

いているのだろう。上段の大きく描かれた人物が中央

で、右側からやってくる人物達を待ち受けている。

右の場面は「戦争の場面」と結びつけて戦争

に勝利したあとの「祝
しゅく

宴
えん

の場面」と考えられ

てきたが、現在では宗教的な意味をもった場面とされ、「平

和の場面」や「饗
きょう

宴
えん

の場面」といわれる。下段では、穀
こく

物
もつ

を

入れた袋などが運ばれている。中段には牛やヤギ、羊
ひつじ

のほ

かに魚なども描かれている。右端の２名の人物は、胸の前

で手を組む恭
きょう

順
じゅん

の仕
し

草
ぐさ

を示し行列を導いている。なぜ、こ

のような産物が運ばれているのだろう。上段には、ひとき

わ大きく描かれ立派な腰巻きを身につけている人物と向か

い合って座る６人の男性が杯
さかずき

を手にしている。

平和の場面

資料3「平和の場面」

資料2「戦争の場面」

戦争の場面

資料2「戦争の場面

b

資料3「平和の場面

c

g
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第Ⅰ部へのアプローチ 27

Q1  人々はどのような仕事に従
じゅう

事
じ

し、どのような生活を送って
いたのだろうか。たとえば、
図 b・図 f の人々はどのよう
な生活を営んでいるのか考え
よう。ほかにも興味のある人
物をあげてみよう。

Q2  どのような身分の人がいるだ
ろうか。たとえば、図 d・図
gの人々はどのような身分だ
と考えられるだろうか。２人
とは異なる身分だと思う人物
もあげてみよう。

Q3  図eは剃
てい

髪
はつ

した人物や楽
がく

師
し

、
男性歌手が描かれている。こ
のことから、資料3は宗教的
な集まりであると考えられて
いる。人々は神に何を願い、
また、感謝したのだろうか。

Q4  図 aと図 cの王は何をしてい
るのだろう。王にはどのよう
な役割があったのだろうか。

Q5  さらに調べたいことを問いに
してみよう。

図 ba

e

f

図 d 図 g

図 f

図 e

図 a 図 c

d

資料1 ウルのスタンダード
発見者であるイギリスの考古学
者レオナード=ウーリーの説にし
たがって「スタンダード」と呼ばれ
ている。
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　第Ⅰ部では、オリエント文明などの古代文明の誕
たん

生
じょう

から東アジアと
中央ユーラシアをはじめとする諸地域ごとの歴史の様相や展開につい
て取り扱う。
　その際、生

せい

業
ぎょう

、身分、階級、王権、宗教、文化・思想などに着
ちゃく

目
もく

し
て考察する。
　たとえば王権に着目すると、古代エジプトの王は神

しん

権
けん

政治をおこない、
宗教的な儀

ぎ

式
しき

や祭
さい

事
じ

を取りおこなった。中国の王は戦いを繰り返しな
がら、集権的な統

とう

治
ち

の仕組みを整えた。ローマ皇帝は市民たちの支
し

持
じ

を獲
かく

得
とく

する政策を積極的におこない、広大な領
りょう

域
いき

の長期的な支配を可
能にした。アッバース朝の君

くん

主
しゅ

は、民族の別なくイスラーム教徒の平
等を保障し、商業活動を重視することで、国家の繁

はん

栄
えい

をもたらした。

諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成

Ⅰ第　　　　部

前7000頃 農耕・牧畜の開始

前6000頃 黄河・長江流域で農耕開始

前3000頃 エジプトに統一国家成立

前2700頃 メソポタミアに都市国家成立

前2600頃 インダス文明の成立

前1000頃 マヤ文明の成立

前8世紀頃 ギリシアでポリス成立

前317頃 マウリヤ朝成立

前334 アレクサンドロス大王の
　　　 東方遠征開始

前221 秦の中国統一

前202 漢(前漢)建国

前27 アウグストゥス、
　　  元首政(帝政)開始

395 ローマ帝国の東西分裂

618 唐建国

622 ムハンマドのヒジュラ

750 アッバース朝成立

800 カール大帝戴冠

962 神聖ローマ帝国成立

劉
りゅう

邦
ほう

即位　古代中国の農
民の出身であったが、おおら
かで人望が厚かった。やがて
漢
かん
(▶p.45)を建国したが、急激

な統一政策はひかえた。

ハールーン=アッラシード
即位　イスラーム教徒の平等
を確立したアッバース朝最盛期
のカリフ。バグダードの繁栄を
もたらした(▶p.81)。

ツタンカーメン王即
そく

位
い

古代エジプトの少年王。宗教改革がおこな
われた混乱期(▶p.32)に即位した。「王家の
谷」にある墓の副

ふく

葬
そう

品
ひん

がほぼ完全な形で出
土したことにより、広く知られる。

即位　古代中国の農

前1333
年頃

前202年

98年

トラヤヌス帝即位
ローマ帝国の五

ご

賢
けん

帝
てい

の１人
(▶p.74❺)。みずから兵を率い
て遠
えん

征
せい

を繰り返した。現在の
ルーマニアまで進出し、ローマ
帝国の最大領域を実現した。

786年

ツタンカーメン王即
そく

位
い

   25
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92 第Ⅱ部  諸地域の交流・再編

７世紀に誕
たん

生
じょう

した「イスラーム世界」はしだ

いにその領
りょう

域
いき

を拡大した。イスラーム教徒

となったアラブ人は、支配地に軍の駐
ちゅう

屯
とん

地
ち

として都市

（ミスル）を建設し、礼
れい

拝
はい

施
し

設
せつ

と総
そう

督
とく

の館をつくり、ア

ラブ人を入植させた。こうした都市の１つがナイル東

岸のフスタートで、10世紀にファーティマ朝がその北

東に建設した新都がカイロである。カイロ（「勝利者」の

意味）は、方形の城
じょう

壁
へき

に囲まれ、2つの宮殿と南北に走

る大
おお

路
じ

を中心とし、軍隊に居住区が割り当てられた政

治都市であった。12世紀以降は経済的な発展をとげる。

　12世紀以降カイロが発展した理由に、それ以前の経

済的中心であったフスタートがヨーロッパ側による十

字軍運動などで衰
すい

退
たい

した事情がある。では逆にヨー

ロッパでは、都市という観点からどのような動きがみ

られたのだろう。 

▶p.82

▶p.102

地球の温
おん

暖
だん

化
か

もあって、10世紀前後、世界各地では人々が都市を形成し、
規
き

模
ぼ

を拡大する動きがみられた。成立した都市では、社会状況に応じて、
しだいにその性格をかえていくことがよくみられた。エジプトのカイロとオー
ストリアのウィーンの比較を通して、第Ⅱ部で学ぶ時代について考えてみよう。

資料3 1047年にカイロを訪れた旅行家ナーセル =
ホスローの旅行記

資料1 ファーティマ朝（909～1171年）時代のカイロ

資料3 1047年にカイロを訪れた旅行家ナーセル

カイロには、少なくとも２万軒
けん

をこえる商店があ
り、すべて君

くん

主
しゅ

に属し、多くは賃貸されている。
そこには、隊

たい

商
しょう

宿
やど

、公衆浴
よく

場
じょう

などの公共施設が
限りなく続き、すべては君主のもので、各個人は、
住宅や自身が建築したもの以外を所有することは
できない。……これらの住宅は、壮

そう

麗
れい

で、宝石
やタイルや石でできている。（カイロ近辺の）フス
タートのランプの市

いち

場
ば

と呼ばれるバーザールは、
類例のないもので、世界各地からのあらゆる珍品
が並んでいる。私は、そこでザンジバル産の象

ぞう

牙
げ

をみた。亀
きっ

甲
こう

を埋め込んだ小箱や櫛
くし

やナイフ、
精
せい

緻
ち

なマグリブ産のガラス工芸、アビシニア産の
豹
ひょう

の毛皮や孔
く

雀
じゃく

のような鳥なども並べられてい
た。 （三浦徹『イスラームの都市世界』一部改変）

10～12世紀の
各地の都市を比較してみよう

カイロ

第

Ⅱ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

資料1 ファーティマ朝（909～1171年）時代のカイロ

フトゥーフ門

ハーキム＝モスク

ナスル門

カンタラ門

西宮殿

東宮殿

カ
イ
ロ
建
設
当
初
の
城
壁

アズハル＝モスク

ズワイラ門

マフルーク門

バルキーヤ門

サアダ門

（
運
河
）

ュ

ハ
リ
ー
ジ

ファラジュ門

500m0

資料2 アズハル =モスク
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Q1 資料1～ 3 から、カイロという都市の特徴をあげて
いこう。

Q2 資料 4～ 6から、ウィーンという都市の特徴をあげ
ていこう。

Q3 資料 3では11世紀のカイロ、資料 6では15世紀の
ウィーンの経済活動が描かれている。 2 つの都市と
も、物産が豊かな様子が描かれているが、そうした
経済的繁

はん

栄
えい

の背景や理由について考えてみよう。

Q4 カイロとウィーンという都市の共通点について考え
てみよう。例として、建設された当時の状況、立地
条件、中心施設などに注目してみよう。

Q5 さらに調べたいことを問いにしてみよう。

ウィーンの起源はローマ帝国が北方

防
ぼう

衛
えい

の拠
きょ

点
てん

ウィンドボナをおいたこ

とである。立地条件としては、ドナウ川に沿っ

た東西の交
こう

易
えき

路と、バルト海とイタリアを結ぶ

南北の交易路の交差点であり、歴史的には、様々

な民族が居住する接点であった。当初ウィーン

はローマの伝統により、東西南北に幹
かん

線
せん

道路が

走る整然とした都市であった。その後、民族移

動の混乱期を経て、８世紀以降、キリスト教会

を中心とする共同体形成が進んでいく。10世紀、

バイエルンの貴族であったバーベンベルク家が

領主となり、12世紀には宮
きゅう

廷
てい

がおかれ、ウィー

ンはさらに発展していった。発展の背景には、

十字軍運動によりヒトとモノの移動が活性化し

たことがあったと推定される。

資料5 シュテファン大聖堂

資料6 15世紀ウィーンを訪れたイタリア人の手紙資料6 15世紀ウィーンを訪れたイタリア人の手紙

　この都市は……長大な壁と堀によって囲まれている。
堀は特に深く、城壁は数多くの塔と堡

ほう

塁
るい

によって強化さ
れている。
　……この都市には様々な聖

せい

遺
い

物
ぶつ

やその他の宝物を備
えた多くの教会があり、聖職者は高度な禄

ろく

を食
は

んでいる。
　この都市の人口は５万人に上る。……この都市に運
び込まれる食料品の数は膨

ぼう

大
だい

なものである。荷車に満
まん

載
さい

された卵、穀
こく

物
もつ

、粉、パン、肉、魚、鶏
とり

肉
にく

などが運
び込まれるが、夕方には見当たらない。……ドナウ川を
通じて輸出されるワインの量は途

と

轍
てつ

もないほどである。
 （増谷英樹『図説　ウィーンの歴史』一部改変）

ウィーン

資料4 12世紀のウィーン資料4 12世紀のウィーン

ローマ時代の城壁跡

ドナウ川

王宮

ルプレヒト教会

ペーター教会
シュテファン大聖堂

10世紀以前の領域
1150年までに加わった領域
1200年までに加わった領域

バ
ー
ベンベル

ク
の
城
壁

250m0

ショッテン
修道院

バーベンベルク
の宮廷
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160 第Ⅲ部  諸地域の統合・変容

18世紀のイギリスで、旅行は

上流階級の特権であったが、

ヴィクトリア女王の時代になるとしだいに大衆

化していった。

　トマス=クックは、1841年に鉄道会社と提
てい

携
けい

して、世界最初の団体旅行を企画し、成功を収

めた。彼は旅行の大衆化を追求し、51年のロン

ドン万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

でも団体割引のパック旅行をう

ちだし、多くの人々をロンドンに運んだ。さら

に、海外旅行も企画するようになったが、19世

紀の段階では運賃が高額であったため、庶
しょ

民
みん

の

旅行は地理的に近い範囲に限られていた。

　20世紀に入ると、旅行者の数や距離が大
おお

幅
はば

に

伸び、庶民の娯
ご

楽
らく

として定着していった。

▶p.179

1808～92

19世紀の国際的な人々の
移動について考えてみよう

第

Ⅲ
部
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

旅行の大衆化

　1825年に、イギリスでストックトン-ダーリントン鉄道が開通し、以後急速に鉄道網
もう

が発達した。
鉄道建設はヨーロッパ諸国にも広がり、フランスやドイツなどは1870年代には営業距離数でイギリ
スに追いついている。また、19世紀初めに試作された蒸

じょう

気
き

船
せん

は、風に左右されずに航
こう

行
こう

できたため、
19世紀後半から20世紀初めにかけて、帆

はん

船
せん

にかわって海運の主力を担
にな

うようになった。
　こうして、19世紀には産業革命と並行して交通革命がおこり、国際的な人の移動が盛んに
なった。人々はなぜ外の世界へと移動したのだろうか。そして、この時代の国際的な人の移動は、
その後の世界にどのような影響をおよぼしたのだろうか。

資料2 ロンドン万国博覧会
第 1回万国博覧会には34カ国が参加し、入場者数は、会期141日間で約604万人を数えた。

資料1 トマス= クックのポ
スター（1808年）

資料3 『80日間世界一周』の旅行路
『80日間世界一周』（1872年）はフランスのジュール=ヴェル
ヌの小説。あるイギリス人が「80日間」で世界一周ができる
かという賭

か

けをして、フランス人の召
めし

使
つかい

とともに世界一周の
旅に出るという物語。地図は彼らの旅行路（ロンドン→ボン
ベイ→カルカッタ→香港→横浜→サンフランシスコ→ニュー
ヨーク→ロンドン）。この年、トマス=クックはこの小説の逆
ルートでの世界一周旅行を企画した。

『80日間世界一周』（1872年）はフランスのジュール=ヴェル
ヌの小説。あるイギリス人が「80日間」で世界一周ができる
かという
旅に出るという物語。地図は彼らの旅行路（ロンドン→ボン
ベイ→カルカッタ→香港→横浜→サンフランシスコ→ニュー
ヨーク→ロンドン）。この年、トマス=クックはこの小説の逆
ルートでの世界一周旅行を企画した。

サンフランシスコ ニューヨーク

ロンドン

スエズ運河 メッカ

アチェ

香港

横浜

シドニー

カルカッタ

ボンベイ

シンガポール

ケープタウン スエズ運河開通前の航路
（ペリーの来日航路）
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第Ⅲ部へのアプローチ 161

Q1  庶民のあいだに旅行が娯楽として定着し、海外旅行も
盛んになったのには、どのような背景があっただろうか。

Q2  欧米社会での海外への人々の移動が盛んになったこと
は、その後の世界にどのような影響をおよぼしただろ
うか。

Q3  1870年代以降、南アジアや東南アジアのイスラーム
教徒が、メッカ巡礼のために利用した、新しい海運業
はどのような経緯で発達したのだろうか。

Q4  メッカ巡礼が盛んになったことは、その後のイスラー
ム世界にどのような影響をおよぼしたのだろうか。

Q5  さらに調べたいことを問いにしてみよう。

資料7 南・東南アジアからのメッカ巡礼者数（1926～
31年〈年平均〉）

資料6 スマトラ島のアチェからのメッカ巡礼者（1880年代）　
アチェでは反オランダ意識が強く、1873年からアチェ王国とオランダとの
あいだで戦争が生じたが、1904年にオランダに併

へい

合
ごう

された。

資料5 1880年代のメッカ巡礼
1870年代以降、南アジアや東南アジアからのメッカ巡礼者の数が爆発的
な増加をみせた。

イスラーム教では、メッカ巡
じゅん

礼
れい

は信者がおこなうべき５つの義

務の１つであるが、遠い国からメッカを訪れる

ことは容
よう

易
い

ではなかった。南アジアや東南アジ

アからの巡礼者は、アラブ系商人のネットワー

クを利用していたが、1870年代以降、蒸気船を

利用する海運業が発達すると、この新しい交通

手段を利用し、多くのイスラーム教徒がメッカ

を訪れるようになった。そして、1920年代にな

ると、メッカ巡礼者の多くが南アジアや東南ア

ジア出身者で占められるようになった。

メッカ巡礼

航路 ケープ岬経由 スエズ運河経由
ロンドン -ボンベイ 10,667 6,274
ロンドン -カルカッタ 11,900 8,083
ロンドン -シンガポール 11,740 8,362
ロンドン -香港 13,180 9,799
ロンドン -シドニー 12,690 12,145

資料4 スエズ運河開通による航路ごとの距離（単位：マイル）

資料7 南・東南アジアからのメッカ巡礼者数（1926～

＊メッカ巡礼者の総数は86,525人（1926～31年〈年平均値〉）

オランダ領
インドネシア
28,835人

海峡植民地
11,805人

イギリス領
インド
20,457人

（宮崎犀一ほか編『近代国際経済要覧』より作成）

（Kris Alexanderson, Subversive Seas: Anticolonial Networks across 
the Twentieth-Century Dutch Empire および  J. Vredenbregt, “The 
Haddj. Some of its features and functions in Indonesia” より作成）
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　第Ⅳ部では、冷
れい

戦
せん

の時代から今日の世界までを取り扱い、国際機構
の形成と平和への模

も

索
さく

、経済のグローバル化などに着
ちゃく

目
もく

し、歴史的に
形成された地球世界の課題の解決について考察する。
　たとえば紛

ふん

争
そう

に着目すると、冷戦期には米・ソが介
かい

入
にゅう

してベトナム
や朝

ちょう

鮮
せん

で戦争がおこった。その後、東西世界は対立と緩
かん

和
わ

を繰り返し、
マルタ会談で冷戦終結が宣言された。しかし、世界各地で民族による
対立が再び激化し、紛争が勃

ぼっ

発
ぱつ

した。さらに、同時多発テロ事件を機に、
対テロ戦争と呼ばれる新しい戦争が始まった。冷戦期と冷戦終結後の
紛争には、どのような相

そう

違
い

があるのだろうか。

地
球
世
界
の
課
題

Ⅳ第　　　　部

1956 スターリン批判

1960 「アフリカの年」

1961 「ベルリンの壁」建設

1962 キューバ危機

1964 公民権法成立

1965 アメリカ軍、
　　　北爆開始（ベトナム戦争）

1966 プロレタリア文化大革命

1967 ＥＣ発足、ASEAN発足

1968 核拡散防止条約、
　　　「プラハの春」

1973 第１次石油危機

1979 イラン =イスラーム革命
　　　ソ連、アフガニスタンに侵攻

1985 ソ連、ペレストロイカ開始

1989 天安門事件
　　　 マルタ会談（冷戦終結）

1991 湾岸戦争、ソ連崩壊

1993 EU発足

1995 世界貿易機関（WTO）発足

2001 アメリカ同時多発テロ事件

2003 イラク戦争

2010 「アラブの春」

ソ連のアフガニスタン侵
しん

攻
こう

アフガニスタン政権内部で対立が生じ、ソ連は親
ソ政権支

し

援
えん

のために軍事介入した。アメリカはこ
れを激しく非

ひ

難
なん

し、東西対立は再び激化した
(▶p.265)。写真は、アフガニスタンの反政府ゲリラ。

ルワンダ内戦
ベルギーが植民地支配
していたルワンダでは、
ベルギーが優

ゆう

遇
ぐう

していた
少数派のトゥチと、多数
派のフトゥのあいだで、
支配と被支配の関係や
民族的差異が固定化さ
れた。1962年に独立したのち、90年にフトゥ中心
のルワンダ政府とトゥチが組織したルワンダ愛国戦
線とのあいだで内戦が勃発した(▶p.272)。

チベット騒
そう

乱
らん

チベット自
じ

治
ち

区ラサで始まった中国政府に対する抗
こう

議
ぎ

行動は、四
し

川
せん

や青
せい

海
かい

、甘
かん

粛
しゅく

のチベット人居住区
にも波

は

及
きゅう

した。運動は大
だい

規
き

模
ぼ

な暴動に発展し、中
国政府が動員した治安部隊により鎮

ちん

圧
あつ

された。欧米
メディアがチベット亡

ぼう

命
めい

政府の発表をそのまま報道す
ると、中国政府はこれに激しく反論した。

ルワンダ

1979年

1990年

2009年

5
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地球世界の課題の探究 279

　「世界史探究」 のまとめとして、世界が直面

する諸問題に、わたしたちはどのように取り組

んでゆくべきかを考えてみよう。以下のような

手順で、地球世界の課題への理解を深めよう。

１. 問題(課題)を設定する

２. 予想・仮説を立てる

３. 資料の収集・分析をし、考察する

４. 予想・仮説を再検証して、それらの過程を

まとめる

５. その結果を発表し、討論する

６. ほかの人の意見をふまえ、探究活動を振り

返る

�

　グローバル化にともなう諸問題、冷戦終結後

も続いている地域紛
ふん

争
そう

やテロ、移
い

民
みん

や難民の増

加とそれにともなう排
はい

外
がい

主義の高まり、様々な

人権問題、先進国と発展途上国の利害が対立す

る自然環境問題など、世界は解決困難な問題に

直面している。わたしたちはこれらの問題に立

ち向かっていかねばならない。誰もが安心して

平和に暮らせる世界をつくるために、わたした

ちは何をしなければならないのだろうか。

　たとえば以下の①～⑦について、それぞれ具

体的な問題（課題）を取りあげてみよう。そして、

その問題の解決のために何をする必要がある

のか、これまで 「世界史探究」 で学んだことを

振り返り、自分なりに考えてみよう。

地球世界の課題の探究

手順１ 手順2 手順３

問題の分類 具体的な問題
（課題） 予想・仮説 歴史的背景や

原因 あげられる資料 解決に向けて必要
と考えられること

①グローバル化
　の進展

金
きん

融
ゆう

危機の拡大、
感
かん

染
せん

症
しょう

の拡大など

②地域紛争やテロ シリア内戦、クルド・
トルコ紛争など

③排外主義の横
おう

行
こう

排
はい

他
た

的ナショナリズ
ムをかかげる政党
の台
たい

頭
とう

など

④人権問題 LGBTに対する人
権侵害など

⑤自然環境問題 マイクロプラスチッ
ク問題など

⑥経済格
かく

差
さ

の是
ぜ

正
せい 金融市

し

場
じょう

の規制、
公平な貿易など

⑦科学技術の発展 バイオテクノロジー、
AI技術など

5

10

5

10
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　第Ⅲ部では、産業革命と環大西洋革命から、第二次世界大戦後の新
しい国際秩

ちつ

序
じょ

の形成に至る、諸地域の結合・変容を取り扱う。
　その際、人々の国際的な移動、自由貿易の広がり、マスメディアの
発達、国際規

き

範
はん

の変容、科学・技術の発達、文化・思想の展開などに
着
ちゃく

目
もく

して考察する。
　たとえば交通の発達に着目すると、蒸

じょう

気
き

機
き

関
かん

の実用化は、地域間や
大陸間の移動を容

よう

易
い

にした。20世紀には飛行機が発明され、米・ソの
軍拡競争のなかでロケットが開発され、人工衛

えい

星
せい

の打ち上げ、月面着
陸の成功などをへて、スペース=シャトルによる宇宙往

おう

還
かん

を可能にした。
宇宙工学の発達は、気象・通信衛星など、日常生活にも貢

こう

献
けん

している。

諸
地
域
の
結
合
・
変
容

Ⅲ第　　　　部

18世紀後半 イギリスで産業革命始まる

1776 アメリカ独立宣言

1789 フランス革命

1840 アヘン戦争

1851 ロンドン万国博覧会

1853 クリミア戦争

1861 南北戦争

1911 辛亥革命

1914 第一次世界大戦

1917 ロシア革命

1919 三・一独立運動、
　　　五・四運動

1920 国際連盟成立

1922 ソ連成立

1929 世界恐慌

1939 第二次世界大戦

1945 国際連合成立

1948 第1次中東戦争

1949 中華人民共和国成立

1950 朝鮮戦争

世界初の自動車
19世紀後半、交通の変革のために蒸気機関車につぐ新しい乗
り物が期待されていた。1885年、ドイツのカール=ベンツが完
成させた三輪自動車は、時速16kmの最高速度を記録した。

人類初の動力飛行　アメリカ合衆国のライト兄弟が作製
した飛行機は、1903年12月17日、ノースカロライナ州キティ
ホークで、滞

たい

空
くう

時間59秒、飛行距離260mの初飛行に
成功した。その後、兄弟は航空会社の設立などにたずさわ
り、航空技術の発展に貢献した。

人類初の月面到
とう

達
たつ

　1961年、アメリカ合衆国大統
領ケネディ(▶p.257)が発表したアポロ計画は、1960年
代中に人間を月に到達させるというものであった。そし
て人間の月への到達は、69年7月に実現した。

世界初の自動車
19世紀後半、交通の変革のために蒸気機関車につぐ新しい乗19世紀後半、交通の変革のために蒸気機関車につぐ新しい乗

1885年

1903年

1969年

5
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「探究」の構造を理解できる部ごとの展開
高校世界史

第Ⅰ部は
身分・王権について
取り上げています。

第Ⅲ部は
交通・移動について
取り上げています。

第Ⅳ部は
紛争について

取り上げています。

第Ⅱ部は
諸地域の交流・
都市の発達について
取り上げています。

各部の部扉は、その部の概観と学習の視
点を示し、「部へのアプローチ」と関連さ
せた年表や図版を取り上げています。

教科書p.279は、これまで学習し
てきた第Ⅰ部から第Ⅳ部をふまえ
て、「地球世界の課題」についてみ
ずから探究するページです。

高
校
世
界
史

46 47



1 宋とアジア諸地域の自立化 117

開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しゅう

として栄えた。

宋代の開封はどのような都だったのだろうか探
究
し
よ
う

Q1 文中の太字を地図上でたどって、その区域・
施設の特

とく

徴
ちょう

を確認しよう。
Q2 文中の下線部の語句を、辞典やインターネッ
トを利用して調べてみよう。

Q3 文中の波線部について、以下のことをインター
ネットや文献を使って調べてみよう。
国子監：どのような施設だろうか。
燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。
官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのよう
なものだろうか。
金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用さ
れていたのだろうか。

Q4 「清明上河図」などを参照して、開封の街の想
像図を描いてみよう。その際、説明文に、匂
いや音なども想像して記入してみよう。

Q5 『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』を読み、当時の人々の生活をよ
り深く探究してみよう。

五丈河

金水河

蔡
河

汴

州
西
瓦
子

殿前司

太
平
興
国
寺

尚書省

御
史
台

祅
廟

宮城（大内）

大
相
国
寺

国子監
太学

旧
城

繁塔

新
城

西
華
門宣徳門

御
街

東
華
門

東華門街　

鉄塔旧封丘門

州橋 相国寺橋

竜津橋

約6.5km

約7.2km

河

朱雀門

卍

卍

馬
行
街●❶

●❶
●❷
●❸
●❹

●❷

●❸
●❹

●❺
●❻
●❼

●❺

●❻●❼

潘楼酒店
中瓦子／裏瓦子
桑家瓦子
高陽正店

中山正店
保康門瓦子
新門瓦子　

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封
の街を皆さんに紹介したい。
　開封の街は三重の城

じょう

壁
へき

からできており、４本の運河
が流れている。正

せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、
開封にはそのような店が数多くある。瓦

が

市
し

とは盛り場の
ことである。
　国子監からまっすぐ北上すると竜

りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津
橋から州橋にかけては、夏には胡

ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶ
したかき氷、ボケの実エキスのジュース、緑

りょく

豆
とう

の砂糖漬
け、甘

かん

草
ぞう

で甘味をつけた氷水などが売られている。こ
れらの店は午前零時頃まで商売をしている。
朱
す

雀
ざく

門は、宋の第２代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

４（979）年、
改名された。この年、皇帝は北漢を併

へい

合
ごう

し天下統一を
果たしたが、遼

りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年
である。
州橋とその東の相

しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない
平橋であったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国
寺橋より東側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国
寺がみえる。大相国寺は開封最大の仏教寺院であり、
皇帝の行

ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

におこなわれた。
　相国寺の境

けい

内
だい

では、毎月５回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。
変わった動物や日常品など、様々なものが売られている。
さらに地方から帰任した官

かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も

出品されている。その裏側には占い師や不思議な術を見
せる者もいて、賑わっている。
　州橋を渡った御

ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、
様々な儀

ぎ

礼
れい

がおこなわれた。
　まっすぐ進むと宮

きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路
は東華門街と呼ばれ、開封で１、２を争うにぎわいで
ある。東華門は、官僚が出退勤する通用門であり、宮
中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でもあった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめった
に開閉せず、その門外には、殿

でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペル
シアの宗教施設、祆

けん

廟
びょう

があった。
　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対
には潘

はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、
羊
ひつじ

の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝
市がすんでも次々に店が出る。さらに進むと一帯には芝

しば

居
い

小屋が50余ある。なかには数千人を収容できるもの
もあり、薬売り・古着売り・床屋・切り紙芸人・小

こ

唄
うた

う
たいなどの店もあって、飽きることがない。
馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、
医院や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋
の百倍はにぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めるこ
とができないほどである。本当に開封は活気にあふれ
た良い街である。

（孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）

官僚官僚官僚

金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所金銀交易所
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3 新しい国際秩序の形成 245

にはベルリンを首都にドイツ民主共和国（東ドイツ）が成立した。西

ドイツは、アデナウアー首相のもとで経済復興に成功し、54年に主
しゅ

権
けん

を回復した。
1876〜1967（在任1949〜63）

Q1 ニュルンベルク国際軍事裁判では、資料1の下線部●a
平和に対する罪、●b戦争犯罪、●c人道に対する罪が裁か
れた。●a～●cの内容を簡単に整理してみよう。

Q2 資料1に示される 3つの罪のうち、従
じゅう

来
らい

の国際法に規
定されていたのは●bだけであり、●a●cは、それまでの国
際法には存在しない概

がい

念
ねん

であった。連合国は、なぜ従
来の国際法に規定されていなかった 2つの罪を裁くこ
とを求めたのだろうか。下線部●❶を参考にして考えてみ
よう。

Q3 従来の国際法に存在しなかった概念で戦争犯罪を裁く
ことに対し、ドイツ側は強く反発した。ドイツ側はなぜ
反発したのだろうか。下線部●❷を参考に考えてみよう。

Q4 この裁判で、ゲーリング元航空相、リッベントロップ元
外
がい

相
しょう

など12名が死刑判決を受けた。一方、ヒトラーの
自殺後に大統領となり、連合国に降伏した海軍元

げん

帥
すい

デー
ニッツは、死刑の求刑に対して懲

ちょう

役
えき

10年の判決であっ
た。彼の罪状は、彼が戦争中に潜

せん

水
すい

艦
かん

隊
たい

に対して出し
た指令が、沈

ちん

没
ぼつ

船の乗員・乗客の殺害命令にあたると
いうものであった。しかし、彼の弁護人はアメリカ海軍
の太平洋艦隊司令長官ニミッツ提

てい

督
とく

の証言を得ること
で、彼の罪を軽減させることに成功したのである。デー
ニッツと彼の弁護人はどのような意図で、ニミッツのど
のような証言を得ようと考えたのだろうか。

ニュルンベルク国際軍事裁判では何が裁かれたのだろうか
　第二次世界大戦後、連合国は戦争犯罪を処

しょ

罰
ばつ

することを基本方針とした。
　この時、それまで想定されていなかった侵

しん

略
りゃく

戦争の計画・開始も処罰の対象となった。そして、戦争に敗北した
国の指導者層がはじめて国際法と国際軍事法廷で裁かれることになった。しかし、この裁判については、処罰の根

こん

拠
きょ

や公平性に欠け、●❶報
ほう

復
ふく

的な「勝者の裁き」であるという批判もある。また、●❷戦後のドイツ連邦共和国基本法は
「ある行為は、その行為がなされる前に、処罰することが法律で定められている場合にのみ、これを処罰すること
ができる」としていることも、そうした批判の根

こん

拠
きょ

となっている。

探
究
し
よ
う

資料2 裁判所でのドイツの被告たち
前列奥がゲーリング、３人目がリッベントロッ
プ、後列奥がデーニッツ。

第６条  ……次の諸行為、またはそれらのうちひとつは裁判所の管
かん

轄
かつ

に属す
る犯罪行為であり、それに対しては個人責任が発生する。

a平和に対する罪。すなわち、侵略戦争、または国際条約、協定もしくは約
定に違

い

背
はい

する戦争の計画、準備、開始、もしくは遂
すい

行
こう

、またはこれらのい
かなるものの遂行のための共通の計画もしくは共同謀

ぼう

議
ぎ

への参加、
b戦争犯罪。すなわち、戦争の法規または慣例の違反。この違反には、占

せん

領
りょう

地
ち

に所属する、もしくは占領地内にいる民間人の殺害、虐
ぎゃく

待
たい

、または奴
ど

隷
れい

労働もしくはその他の目的のための強制連行、戦争捕
ほ

虜
りょ

もしくは海上に
おける人民の殺害もしくは虐待、人質の殺害、公私の財産の掠

りゃく

奪
だつ

、都市
町村の恣

し

意
い

的破
は

壊
かい

、または軍事的必要によって正当化されない荒
こう

廃
はい

化が
含まれるが、これに限定されない、
c人道に対する罪。すなわち、犯行地の国内法に違反すると否とを問わず、
本裁判所の管轄に属する罪の遂行として、あるいはそれに関連して、戦前
もしくは戦時中に行われた、すべての民間人に対する殺人、絶

ぜつ

滅
めつ

、奴
ど

隷
れい

化、
強制連行及びその他の非人道的行為、または政治的、人種的、ないし宗
教的理由に基づく迫

はく

害
がい

行為。
上記犯罪のいずれかを犯そうとする共通の計画もしくは共同謀議の形成もし
くは実行に参加する指導者、組織者、教

きょう

唆
さ

者、遂行者はこの計画の遂行の
ためいずれのものによってなされた行為についても責任を負う。
 （歴史学研究会編『世界史史料11』一部改変）

資料1 国際軍事裁判所憲章（1945年８月8日）

資料3 1945年９月2日、戦
せん

艦
かん

「ミ
ズーリ号」でアメリカ代表として降

こう

伏
ふく

調
ちょう

印
いん

に署名をするニミッツ
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ヨーロッパ諸国・アメリカ合衆国の工業化はどのように進んだのだろうか
　19世紀半ばから、ヨーロッパ諸国やアメリカ合衆国では工業化が進

しん

展
てん

し、1870年代には、先行するイギリスに諸
分野で追いつこうとしていた。

探
究
し
よ
う

年代後半に北軍が南部占
せん

領
りょう

を終了すると、南部では州法などで黒人

の投票権を制限し、差別を制度化したため、憲法の条項は骨
ほね

抜
ぬ

きに

なった。

　西部では、牧
ぼく

畜
ちく

業
ぎょう

や小麦生産が発達して、食料を東部の市
し

場
じょう

に供

給したほか、ヨーロッパへの輸出も始まり、アメリカ合衆国は世界

最大の農業生産力をもった。東部と西部を結ぶ通信・交通機関も整

備され、有線電信の開通につづき、1869年には最初の大陸横
おう

断
だん

鉄

道 4が完成した。90年代にはフロンティア（開
かい

拓
たく

の最前線地域）の消
しょう

滅
めつ

が宣言された。

　合衆国は重工業も躍
やく

進
しん

させ、19世紀末にはイギリス・ドイツをし

のぐ世界最大の工業国ともなった。経済発展を支えたのはヨーロッ

パ各地からの移
い

民
みん

であり、19世紀を通じて合衆国の人口は10倍以上

に増えた❽。移民の多くは低賃金の非
ひ

熟
じゅく

練
れん

労働者だった一方で、経

済の拡大によって独
どく

占
せん

企業が成長した結果、合衆国では所得格
かく

差
さ

の

大きい社会が形成された。

❽中国からの移民や、19世紀末以
降は日本からの移民も到来した。日
本からの移民は、ハワイ（▶p.207）や
合衆国本土の西岸地帯で肉体労働
に従

じゅう

事
じ

した。こうした大量の移民流
入が社会問題となったため、19世紀
末から20世紀初めに合衆国は移民
の制限を開始した。

 アメリカ合衆国は西部
開
かい

拓
たく

を進める一方、
南北戦争という激しい内戦を
経験した。合衆国はどのよう
な犠

ぎ

牲
せい

を払い、大国へと発展
していったのだろうか。

まとめ
3

Q1 1840年に注目すると、各国の工業生産と輸送力について、どのようなことが読み取れるだろうか。
Q2 アメリカの工業生産と輸送力がヨーロッパ諸国と比べて、急激な発展をみせるのはどの時期だろうか。また、その要
因は何だろうか。

Q3 1869年から1890年のあいだに、アメリカと並んで工業生産と輸送力で急激な成長を遂げている国はどこだろうか。また、
その要因は何だろうか。

①原綿消費量（単位：1,000トン）
1840年 1850年 1869年 1890年

ドイツ - - 64 227
フランス 53 59 94 125
イギリス 208 267 426 755
ベルギー 9.1 10 16 32
アメリカ - - 187 548

②銑鉄生産量（単位：1,000トン）
1840年 1850年 1869年 1890年

ドイツ 190 210 1313 4100
フランス 348 406 1381 1962
イギリス 1419 2285 5533 8031
ベルギー 95 145 534 788
アメリカ 291 572 1739 9350

③登録商船トン数（帆：帆船、蒸：蒸気船）
1840年 1850年 1869年 1890年
帆 蒸 帆 蒸 帆 蒸 帆 蒸

ドイツ - - 496 4 890 67 682 593
フランス 653 10 674 14 923 143 444 500
イギリス 2680 88 3397 168 4765 948 2936 5043
ベルギー 22 1 33 2 24 9 4 72
アメリカ 1978 202 3010 526 2400 1104 2109 1859

④鉄道営業距離数（単位：キロメートル）
1840年 1850年 1869年 1890年

ドイツ 469 5856 17215 42869
フランス 410 2915 16465 33280
イギリス 2390 9797 - 27827
ベルギー 334 854 2816 4526
アメリカ 4535 14518 75388 268282

資料1 欧米諸国の工業化の進展（B.R.ミッチェル編『マクミラン世界歴史統計Ⅰ・Ⅱ』より作成）
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開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しょう

として栄えた。当時
の人物になりきって、開封を歩いてみよう。

探究しよう 宋代の開封はどのような都だったのだろうか

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封の街を

皆さんに紹介したい。

　開封の街は三重の城壁からできており、4本の運河が流れ

ている。正
せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、開封にはそ

のような店が数多くある。瓦
が

市
し

とは盛り場のことである。

　国子監からまっすぐ北上すると竜
りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津橋から

州橋にかけては、夏には胡
ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶしたかき氷、

ボケの実エキスのジュース、緑
りょく

豆
とう

の砂糖漬け、甘
かん

草
ぞう

で甘味を

つけた氷水などが売られている。これらの店は午前零時頃ま

で商売をしている。

　朱
す

雀
ざく

門は、宋の第2代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

4（979）年、改名され

た。この年、皇帝は北漢を併
へい

合
ごう

し天下統一を果たしたが、遼
りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年である。

　州橋とその東の相
しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない平橋で
あったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国寺橋より東

側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国寺がみえる。大

相国寺は開封最大の仏教寺院であり、皇帝の行
ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

にお

こなわれた。

　相国寺の境
けい

内
だい

では、毎月5回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。変わ

った動物や日常品など、様々なものが売られている。さらに

地方から帰任した官
かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も出品されてい

る。その裏側には占い師や不思議な術を見せる者もいて、賑

わっている。

　州橋を渡った御
ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、様々な

儀
ぎ

礼
れい

がおこなわれた。

　まっすぐ進むと宮
きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路は東華
門街と呼ばれ、開封で1、2を争うにぎわいである。東華門は、
官僚が出退勤する通用門であり、宮中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でも

あった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめったに開閉せず、その門外には、殿
でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペルシアの宗教施設、祆
けん

廟
びょう

があった。

　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対には潘
はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、羊の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝市がすんでも次々

に店が出る。さらに進むと一帯には芝
しば

居
い

小屋が50余ある。な

かには数千人を収容できるものもあり、薬売り・古着売り・

床屋・切り紙芸人・小
こ

唄
うた

うたいなどの店もあって、飽きるこ

とがない。

　馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、医院

や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋の百倍はに

ぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めることができないほ

どである。本当に開封は活気にあふれた良い街である。�
� （孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）

	 1

	  1　資料中の太字の場所を赤で

囲もう。

	  2　地図中の距離約7.2㎞は実

測では6.8㎝である。竜津橋から宣徳

門が実測で1.8㎝だとすると、距離は

約何㎞になるだろう。また徒歩1分の

距離が約80ｍとすると、この距離は約

何分で歩けるだろう。

	  3　文章を参考にして、金銀交

易所の位置に★印をつけよう。

教◯ p.117

竜津橋

宋代の開封はどのような都だったのだろうか 93

� 2　文中の太字や下線部の語句のうち、以下のものをインターネットや文献を使って調

べてみよう。

運河：

酒楼：

朱雀門：

行幸：

祆廟：

� 3　文中の波線部について、以下のことをインターネットや文献を使って調べてみよう。

国子監：どのような施設だろうか。

燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。

官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのようなものだろうか。

金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用されていたのだろうか。

� 4　教科書の「清明上河図」や以下の文章を参照して、開封の街の一部を想像して描いて

みよう。その際、説明文に、匂いや音なども想像して記入してみよう。

＊中国では古来、食肉としては羊が最上で、豚は下級

とされた。血も凝固させて千切りに刻み、食用とした。

また炒める、揚げる、蒸し焼きなど多様な料理法が開

発されており、貯蔵された天然氷を砕いて砂糖をかけ

たものもあった。魚料理も多種あり、毎朝生魚が何千

荷と運び込まれてきた。

� 5　『東京夢華録』を読み、当時の人々の生活をより深く探究してみよう。

1

◦��「探究しよう」は本文の記述をさらに深め、生徒の想像力や考察力を養うテーマを取り上げ
ました。
◦��各章に１～２つの「探究しよう」を掲載し、文字資料・図版・地図・グラフなど、多角的な資
料を取り上げています。資料を読み解く問いから、生徒自身が考察する発展的な問いまで、
様々な問いを設定しています。
◦��発展的な問いについては、グループで意見交換し、興味・関心を高めることができるよう工
夫しました。
◦��準拠ノートでは、「探究しよう」のページはワーク形式にしています。 ➡p.64

資料読み解きのスキルが身につく「探究しよう」
高校世界史

文字資料と地図
を組み合わせた
読み解きができ
るように工夫し
ました。

準拠ノートでは
ワークシート形
式にしています。

生徒の探究心を高める
よう、嗅覚や聴覚につ
いての問いを設けまし
た。著者messageも
ご覧ください。
➡p.40

グループでの意見交換にも最適
な問い。

表やグラフ資料も多数用意し、
数値からも考察できるよう工夫
しました。

文字資料を取り上げ、
そ の 背 景 に つ い て
リード文や問いで補
足説明もしています。
さらに、生徒自身に
考えさせる「問い」を
多く設定しました。

高
校
世
界
史

48 49
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22 世界史へのまなざし② 日常生活からみる世界の歴史

　「家族」とは何か、と問われたとしよう。多く

の人が「血縁による絆
きずな

」 「家族をつなぐ情愛」を

連想し、時代や地域が異なってもかわらないも

のと考えるのではないだろうか。しかし、はた

して「血縁」や「情愛」は人類にとって普
ふ

遍
へん

的な家

族の条件といえるのだろうか。

子どもという存在  

　親と子どものあいだには深い絆があり、親は

子どもに無
む

償
しょう

の愛情を注ぐ。これは当たり前の

ことと思うかもしれないが、親と子どもの関係

も時代とともに変化している。16世紀のフラン

スの哲学者モンテーニュは、「乳児期の子ども

を２、３人なくし、残念に思わなかったわけで

はないが、ひどく悲しむというほどのことでは

家族の歴史

なかった」と述べている。18世紀半ば頃まで、

ヨーロッパでの乳児死亡率は非常に高く、「死

は避けられない」状況のもと、多くの人々は子

どもの死に対し、このような感情をいだいてい

たと考えられる。また、農村では母乳育児が一

般的だったが、都市では生まれた子を里
さと

子
ご

に出

し、乳
う

母
ば

に任せる慣習があった。

　これに対して啓
けい

蒙
もう

思想家たちが、両親は子ど

もの養育に深く関わるべきであり、子どもに対

する道徳的な義務と責任があるととなえた。と

くに母親の存在が重要とされ、ルソーは「家族

の愛情と絆」の大切さを主張し、子どもに献
けん

身
しん

的で犠
ぎ

牲
せい

をいとわない母親像を描いた。子ども

の教育については両親であたるべきとされたが、

男女の役割分担という考え方がみられ、人格面

や知的な教育は父親の役割とされた。また、子

どもを「小さな大人」とみなすのではなく、独自

の発展段階として、その発達を愛情豊かに見守

るべきであるという新しい価値観もみられるよ

うになった 1。

▶p.158

日常生活からみる世界の歴史

世界史へのまなざし 2

1 家族そろっての昼食（1840年、ドイツ）
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用
よう

機会均等法が成立し、以後女性の就
しゅう

労
ろう

環境を

改善する法律が整備されていった 3 5 6 7。ま

た「女らしさ」 「男らしさ」 4の規
き

範
はん

を支える家族

制度が批判の対象となり、家族の多様化が始

まった。そして90年代以降は、個人のライフス

タイル、家族の生活様式は多様化した。「家族

は一体」という見解は弱まり、「家族は個人の集

合体」とみなされる傾向が強まった。晩婚化、

高齢出産、少子化が進み、非婚同居・婚
こん

姻
いん

外で

の出産も増え、子どもや配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

をもたない生活

スタイルも一般化している。

　また、伝統的な性的役割をおしつけるのでは

なく、各人の個性を尊重すべきことへの理解も

進みつつある。性的な志向についても、本人の

意思を尊重して、多様な性のあり方を受け入れ

るような社会のあり方が模
も

索
さく

されている。そし

て、同性婚を法的に認める国も増えつつある。

こうした傾向をふまえ、たとえば2006年のドイ

Q1 資料 3～7を参考に、現代の日本とほかの
国々における家族のなかの女性の役割を比
較してみよう。また、テーマを設定して関連
する資料を調査し、まとめてみよう。

Q2 今日、様々な家族像が描かれるが、なぜ家
族のあり方を問題として取り上げる必要が
あるのかを考えてみよう。

ツの第七家族報告書は、家族を「夫婦と子ども」

ではなく、「異なる世代がおたがいに責任を引

き受ける共同体」と定義している。

5 6歳未満の子どもをもつ夫婦の1日あたり家事・育児関連
時間の国際比較（日本：2016年、アメリカ：2017年、ヨーロッパ：2004年）

7 研究者に占める女性割合の国際比較（2018年）

　男女平等はあなたの問題で
もあるのです。なぜなら、今
日まで父親の親としての役割
は、子どもが父の存在を母の
存在と同じほど必要だったとし
ても軽視されているからです。
精神病を患

わずら

い、助けを求める
こともできずにいた若い男性達
をみたことがあります。彼らは
男らしさを失うことを恐れたのです。男らしさを失うこと
を。実は、イギリスでは自殺が男性の最大の死因なのです。
20歳から49歳までにおいて交通事故、癌

がん

、心臓病を上回っ
ているのです。心が傷つきやすく不安を抱えている男性も
います。ゆがんだ男性の成功像によって、男性も男女平等
の恩

おん

恵
けい

を得ていないのです。私達は、男性が性別の固定
概
がい

念
ねん

に囚
とら

われてるなんて話をしたがりません。でも、彼ら
が囚われているとわかるんです。そして、彼らが自由になっ
た時、当然の結果として、物事は女性にとって変わるでしょ
う。

4 イギリスの俳優エマ =ワトソンの国連でのスピーチ（2014年）

0 （時間）8 7 6 5 4 3 2 1 80 1 2 3 4 5 6 7
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6 育児休業取得率の推移（男女別）

（ 5 ～ 7 ： 内閣府・男女共同参画推進連携会議「ひとりひとりが幸せな社会のために」
2019〈令和元〉年版より作成）
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スペインとその植民地
ポルトガルとその植民地
16～18世紀の銀の流れ
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アルマダの海戦（1588年）　総数は多いが旧式の船も混
こん

在
ざい

する
スペインの無

む

敵
てき

艦
かん

隊
たい

（アルマダ）に対し、イギリス艦隊の船は動きが速
く、射程の長い大

たい

砲
ほう

を多く積んでいた。そのためイギリス軍は遠距離
からの砲

ほう

撃
げき

戦
せん

に徹
てっ

した。

トウモロコシを収
しゅう

穫
かく

するア
ステカ人　アメリカ大陸原産の
トウモロコシは傾

けい

斜
しゃ

地
ち

でも栽
さい

培
ばい

で
き、ヨーロッパで知られていた穀
物より悪条件でも生長したため、
ヨーロッパやアフリカに広まった。

16世紀の世界
心は、ポルトガル・スペインから、オランダ・
イギリスに移っていった。またユーラシアの内
陸部では、ロシアがシベリア開発を進めていった。
　こうして「世界の一体化」が進むと、その動き
は世界的規模の分業体制の形成をうながした。
大西洋に面した西ヨーロッパでは商工業が盛ん
となる一方、東ヨーロッパは穀

こく

物
もつ

や木材の供給
地となっていった。奴

ど

隷
れい

貿易によって成人層が
奪われたアフリカは経済の停

てい

滞
たい

に苦しみ、ラテ
ンアメリカでは先

せん

住
じゅう

民
みん

の人口が激
げき

減
げん

したため、
黒人奴隷を用いた大農園が盛んとなっていった。

ヨーロッパ主導による
「海の時代」の幕開け
　16世紀、アジアには３つの帝国が繁

はん

栄
えい

していた。
東アジアでは、14世紀後半に成立した明

みん

が自国
を中心とした朝

ちょう

貢
こう

体制を成立させていたが、中
国産品を求める周辺諸国の人々は、明の貿易制
限の打

だ

破
は

を試みていた。南アジアでは、ティムー
ルの子

し

孫
そん

が北インドに侵
しん

入
にゅう

してムガル帝国をた
てた。イスラーム教徒主体のムガル帝国に対し、
南インドにはヒンドゥー教の国家が成立して、
インド洋交

こう

易
えき

で繁栄した。西アジアでは、14世
紀半ばからバルカン半島へ進出していたオスマ
ン帝国が、16世紀には地中海の制

せい

海
かい

権
けん

を握るなど、
全盛期を迎えていた。
　オスマン帝国の圧力に対し、ヨーロッパ人は
新航路の開

かい

拓
たく

へ乗り出した。ポルトガルはアフ
リカ沿

えん

岸
がん

部
ぶ

とインドに、スペインは大西洋を横
おう

断
だん

してアメリカ大陸に進出した。さらにスペイ
ンは太平洋を横断して、アメリカ大陸産の銀を
東南アジアに運び、そこで現地の交易に参加した。
こうして大西洋・インド洋・太平洋の交易ルー
トがつながったことで、地球的規

き

模
ぼ

の交易網
もう

が
成立し、遠

えん

隔
かく

地
ち

の商品がもたらされて人々の生
活を豊かにした。その後、ヨーロッパ経済の中

アルマダの海戦（1588年）　総数は多いが旧式の船も混
こん

在在在
ざいざい

するする

トウモロコシをトウモロコシを収
しゅう

穫
かく

するアするア
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アメリカ大陸産の栽培植物　アメリカ大陸か
ら、ジャガイモ（左）・トウモロコシ（中央）・サツ
マイモ・トマト・ピーナッツ・カボチャ・タバコ（右）
などがヨーロッパにもたらされ、生活文化に大きな
影響を与えた。

万
ばん

暦
れき

帝
てい

（在位1572～1620）
彼の治

ち

世
せい

の明は、流入する銀の
影響で繁栄し、豊かな文化が花
開いた。しかし一方で、豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の侵
しん

攻
こう

を受けた朝
ちょう

鮮
せん

を援
えん

助
じょ

するな
どの軍事行動により、財政は悪化
していった。

高価な毛皮獣クロテン　高価な毛皮を求
めて、ロシア商人は東方のシベリアへ進出し
た。16世紀末、ロシアの国庫収入の3分の
1は毛皮からのものであったといわれる。

カリブ海のサトウキビプランテーション　17世紀には、
アメリカ大陸や西インド諸島でサトウキビ・タバコ・綿

めん

花
か

などの
大農園（プランテーション）が盛んになった。

カリブ海のサトウキビプランテーション　17世紀には、
アメリカ大陸産の栽培植物アメリカ大陸産の栽培植物　アメリカ大陸かアメリカ大陸産の栽培植物

織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

（1534～82） 戦
せん

国
ごく

時代の武将で、南
なん

蛮
ばん

貿易の利益
を得つつ、日本の統一を進めた。

高価な毛皮獣クロテン
めて、ロシア商人は東方のシベリアへ進出し
た。16世紀末、ロシアの国庫収入の3分の
1は毛皮からのものであったといわれる。

万
ばんばんばん

暦
れきれきれき

帝帝
ていていていてい

（在位1572～1620）

織織
おお

田
だ

信
のぶ

長
なが

（1534～82）（1534～82） 戦
せん

国
ごく
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目が向けられた。

　ルネサンスの活動は、さらに様々な方面で展開された。建築

では、古代建築の要素を取り入れて、均
きん

整
せい

と調和を重視するル

ネサンス様式 6が成立した。絵画では、油絵の技法が遠
えん

近
きん

法
ほう

を

用いて確立されて、近代絵画の基本である写
しゃ

実
じつ

主義への道がひ

らかれ、またキリスト教 3 以外の主題も描かれるようになっ

た 2 4 5。技術面でも重要な発明がなされた。中国伝来の火
か

器
き

が

改良され、鉄
てっ

砲
ぽう

や大
たい

砲
ほう

7が発明されて戦術が一
いっ

変
ぺん

し、騎
き

士
し

が没
ぼつ

落
らく

した（軍事革命）。中国から伝わった羅
ら

針
しん

盤
ばん

も、天体観測に頼っ

ていた航海術を大きく変えて、ヨーロッパ人の海洋進出を可能

とした。またグーテンベルクによる活
かっ

版
ぱん

印刷術 8の改良と紙の

普
ふ

及
きゅう

によって可能となった大量の印刷物が文芸の振
しん

興
こう

をあと押

▶p.119

1400頃〜68

▶p.82

レオナルド =ダ =ヴィンチ 1452〜1519

「奇
き

跡
せき

」と呼ばれるほど美しい容
よう

姿
し

だったというレオ
ナルドは、あらゆる面で完

かん

璧
ぺき

をきわめることを追
つい

求
きゅう

した。人物画は「肉体の動きを通して容
よう

易
い

に心の内
うち

が読みとれるように」描かれるべきとしたが、その作
品はしばしば未完に終わった。

「最後の晩
ばん

餐
さん

」　レオナルド =ダ =ヴィンチ作。たくみな遠近法で、中央のイエスにみるも
のの視線が集まるように描かれている。

3 ラファエロの聖
せい

母
ぼ

子
し

像（右）　中世の聖母子画（左）は
表情が乏

とぼ

しく形式的であるのに対し、ラファエロの絵画では、
聖母マリアは子どもたちをいつくしむ美しい母として描かれてい
る。

4 ボッティチェリ「春」　中央に美の女
め

神
がみ

ヴィーナス、向
かって右側に西風を象

しょう

徴
ちょう

するゼフェロス、左側に三美神、
上方にキューピッドが描かれている。
この絵のどこが「ルネサンス的」といえるだろうか。

2 ミケランジェロ「ダヴィデ像」
フィレンツェ市

し

庁
ちょう

舎
しゃ

の前におかれた。

6 サン =ピエトロ大聖堂　キリスト教世界
最大の規

き

模
ぼ

を誇るローマ教皇庁の聖堂。広場
を囲む柱

ちゅう

廊
ろう

は17世紀のバロック様式で建てら
れ、壮

そう

麗
れい

な空間を演出している（▶p.145）。

5 ブリューゲル「農民の踊
おど

り」　農民の生
活をあたたかい視点で描いた作品。

5

10
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オランダ・イギリス・フランスの台頭
オランダ・イギリス・フランスの国制は、それぞれどのような特徴をもっ
ていたのだろうか。

4

　　　　　　　　　　　　ネーデルラントは、中世から漁業・農

業・毛
け

織
おり

物
もの

業でヨーロッパ諸国をリード

していた。またバルト海地域から穀
こく

物
もつ

を輸入し、かわりに西ヨーロッ

パの産品を輸出する中
ちゅう

継
けい

貿易で栄えた。北部のオランダは独立後、

首都のアムステルダムを中心に、17世紀には造
ぞう

船
せん

・金
きん

融
ゆう

でもヨー

ロッパをリードした 2。こうした繁
はん

栄
えい

のもと市民が文化の保護者と

なり、独立戦争の背景から宗教的には寛
かん

容
よう

なため、学問においても

ヨーロッパの中心となった。

　オランダは特権を認めた東インド会社（1602年設立）1などの貿易

会社を担
にな

い手
て

に、世界各地に進出した。ポルトガルやイギリスの勢

力を排
はい

除
じょ

して、ジャワ島のバタヴィア（現在のジャカルタ）を拠
きょ

点
てん

に

香
こう

辛
しん

料
りょう

交
こう

易
えき

を独
どく

占
せん

した。またポルトガルにかわって日本との交易を

維
い

持
じ

し、同地より大量の銀をもちだした。さらに北米大陸に進出し、

ニューアムステルダム（現在のニューヨーク）を中心とする植民地を

建設した 3。

　海洋大国となったオランダに対
たい

抗
こう

し、イギリスは17世紀後半のイ

ギリス =オランダ戦争でニューアムステルダムを奪い、フランスは

侵
しん

略
りゃく

戦争によってオランダ本土の半分を一時占
せん

領
りょう

し

た。イギリスの名
めい

誉
よ

革命によって、オランダはイギ

リスと同
どう

君
くん

連
れん

合
ごう

を築いてフランスに対抗したが、18

世紀には海軍力が制限され、オランダの国力は衰
すい

退
たい

しはじめた。

　　　　　　　　イギリスでは1603年、スコットラ

ンド出身のステュアート家が王位

を継いで、ジェームズ１世が即
そく

位
い

した（ステュアー

ト朝）4。王は王権神
しん

授
じゅ

説
せつ

❶をとなえ、議会を軽視し

た。つぎのチャールズ１世は専
せん

制
せい

を強めたため、議

会との対立が深まった。国王が強
きょう

硬
こう

手段によって議

会を抑えようとすると、革命が勃
ぼっ

発
ぱつ

した。この革命

オランダの繁栄と
イギリス・フランスの挑戦

▶p.147

▶p.139

イギリスの革命

在位1603〜25 1603〜49、1660〜1714

❶国王の権力は神に直接由来し、
人民はもちろん、神

しん

聖
せい

ローマ皇帝や
ローマ教

きょう

皇
こう

からも干
かん

渉
しょう

されないとす
る理論。16世紀末にとなえられ、成
立期の絶対王政を支えた。

在位1625〜49

1 オランダ東インド会社のマーク
入りの皿　
皿に描かれたＶＯＣの文字は社名を記号
化した社章。

2 東インド向けヨーロッパ船の数（隻
せき

数
すう

）　
17世紀後半から18世紀後半にかけて、各国の海運力はどの

ように変化したのだろうか。その背景も考えてみよう。

（年） ポルトガル オランダ イギリス フランス
1650~59 35 205 81 6
1660~69 21 238 91 24
1670~79 25 232 131 30
1680~89 19 204 142 35
1690~99 24 235 80 36
1700~09 22 281 120 38
1710~19 20 310 127 41
1720~29 19 382 149 55
1730~39 24 375 154 109
1740~49 27 314 184 124
1750~59 28 290 191 135
1760~69 16 292 242 105
1770~79 13 290 229 194
1780~89 15 298 292 303
1799~99 - 119 177 196

（羽田正『東インド会社とアジアの海』より作成）
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庁と和解し、ヴァチカン市国の独立を認めた。

　また、ムッソリーニは大衆動員を積
せっ

極
きょく

的
てき

に利用し、社会事業や国

内開発も進めたが、市民的自由や人権を無視・弾
だん

圧
あつ

した。こうして

イタリアには、極
きょく

端
たん

なナショナリズム、指導者崇
すう

拝
はい

、一党独
どく

裁
さい

、批

判勢力の暴力的封じ込めなどを特徴とする、ファシズム体制が成立

した❹。

　　　　　　　　　　　　　　大戦後、東ヨーロッパやバルカン地

域では多くの新しい国家が誕
たん

生
じょう

した。

しかし、新
しん

興
こう

国
こく

はいずれも領内に少数民族問題を抱えて政治的まと

まりを欠くとともに、チェコスロヴァキアを除くほとんどが農業国

で、1920年代の世界的な不
ふ

況
きょう

の影響で経済的にも苦しくなった。そ

のため、20年代末までには権
けん

威
い

的な政治で国民を統
とう

合
ごう

しようとする

国が多く現れた。

　ポーランドはロシアのソヴィエト政権と争い領土を拡大したが、

議会政治が混乱した。ハンガリーではロシア革命にならった社会主

義政権が誕生したが、まもなく倒された。

　　　　　　　ロシアのソヴィエト政権は内戦により荒
こう

廃
はい

したが、ネップのもとで国民経済は回

復に向かい、まもなく生産は戦前の水準に戻った 8。

　1922年末、シベリアから日本軍が撤
てっ

退
たい

したのち、ロ

シア・ウクライナ・ベラルーシ・ザカフカースの４つ

のソヴィエト共和国は連合して、ソヴィエト社会主義

共和国連邦（ソ連）を結成した。

　1924年にレーニンが死去すると後
こう

継
けい

者
しゃ

争いがおこり、

ソ連１国だけで社会主義を建設できると主張したス

ターリンが、世界革命をとなえるト

ロツキーらを追
つい

放
ほう

して、実
じっ

権
けん

を握っ

た。その後スターリンは、28年より

重工業を発展させて社会主義建設を

めざす第１次五カ年計画を実行した。

農業でも集団化が進められ、集団農

場（コルホーズ）・国営農場（ソフ

ホーズ）建設が強行された。一国社

❹この用語は、はじめイタリアのファ
シスト党の思想と運動を指したが、
その後、それと類

るい

似
じ

する運動や政
治体制にも広く使われた。 東欧・バルカン諸国の動揺

▶p.221

ソ連の成立
▶p.220

1878〜1953

▶p.219

仮仮仮

スターリン 1878〜1953

レーニンをはじめ、革命家と呼ばれた人た
ちには別称（偽

ぎ

名
めい

）のほうが一般化した例が
多い。スターリンも同じで、これは彼が選
んだ「鉄の男」を意味する別称である。なお、
反対派とみなした人々を「人民の敵」と称し
て投

とう

獄
ごく

・流
る

刑
けい

・処
しょ

刑
けい

などをおこなった「ス
ターリン主義」は、1956年にフルシチョフ
によって批

ひ

判
はん

され（▶p.253）、85年からのゴル
バチョフ政権下で公式に非

ひ

難
なん

された。

8ソ連工業の推移（銑
せん

鉄
てつ

生産量）

（B.R.ミッチェル編『マクミラン新編世界歴史統計』より作成）
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2 世界再分割と列強の対立 207

おけるイギリスの支配的地位とモロッコにお

けるフランスの優越的地位を認めあい、ドイ

ツの進出に備えた。

ドイツは、1880年代半ばにカメルーン・南

西アフリカ・東アフリカなどを獲
かく

得
とく

し、1905

年と11年の２度にわたりフランスのモロッコ

支配に挑戦するモロッコ事件をおこした。し

かし、イギリスがフランスを支
し

援
えん

したため失

敗し、モロッコはフランスの保護国となった。

イタリアは、19世紀末エチオピアに侵
しん

入
にゅう

し

たが、エチオピア軍に敗れて後退した。その後、

1911～12年にオスマン帝国と戦ってリビアを奪った。

　こうして、20世紀初めには、エチオピア帝国とリベリア共和国❸

を除いてアフリカは列強の植民地にされた。列強が定めた境
きょう

界
かい

線
せん

は、

現地の人々のつながりや交
こう

易
えき

網
もう

を破
は

壊
かい

し、その後の住民の自
じ

立
りつ

や独

立に大きな障
しょう

害
がい

となった。これに対して現地の人々は抵
てい

抗
こう

運動をお

こし、その運動はのちに民族解放運動に成長していった。

〈太平洋地域の分割〉 オーストラリアは、18世紀後半にイギリス領

となり、政治犯などの流
る

刑
けい

先とされたが、19世紀半ばに金
きん

鉱
こう

が発見

されると移
い

民
みん

が急増した。ニュージーランドとニューギニアの一部

もイギリスに領
りょう

有
ゆう

された。オーストラリアの先
せん

住
じゅう

民
みん

アボリジニーは

奥地に追われ、ニュージーランドの先住民マオリ人は抵抗したが武

力でおさえ込まれた。

アメリカ合衆国は、

1898年のアメリカ =ス

ペイン戦争でスペイン

を破ってフィリピン 3・

グアムを獲得し、また

同年ハワイも併合して、

東アジア進出の足場を

築いた。さらにフラン

ス・ドイツも加わり、

南太平洋上の大
たい

半
はん

の

❸リベリア共和国は、アメリカ植民協
会が、合衆国内で解放された黒人
奴
ど

隷
れい

を入植させ、19世紀半ばに独
立させた国。
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門戸開放・機会均等の主張
（1898）

ハワイ併合
（1898）フィリピンを

領有（1898）

アメリカ＝スペイン戦争
（1898）

キューバ保護国化
（1901）

ドイツ領
アメリカに
関する事項

アメリカ領
イギリス領
オランダ領
フランス領

パナマ運河開通
（1914）

4 太平洋における列強の勢力圏（20世紀初め）

3 アメリカの太平洋進出の風刺画（1900年）（『Judge Magazine』）　

武器や資材を担いだアメリカが、フィリピンを踏み台にして中国へ渡ろうとし
ている。
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2 第二次世界大戦 237

世界恐慌が猛
もう

威
い

をふる
い、国際協調体制は

崩れていった。ドイツのナチ党、
日本の軍部、イタリアのファシ
スト党が独裁権力を握り、３
国で結束を固めていったのは
なぜだろうか。

まとめ
1

始まった。ドイツとイタリアがフランコ側に軍事支
し

援
えん

をおこなった

が、イギリスとフランスは非
ひ

介
かい

入
にゅう

路線をとった。スペイン人民政府

側をソ連が武器援助し、国際義
ぎ

勇
ゆう

軍
ぐん

も支援したが、1939年にフラン

コ側が勝利して内戦は終わった。

　人民戦線の結成など国際的な反ファシズム運動に対し、1936年に

日本とドイツは防
ぼう

共
きょう

協定を結び、37年にはイタリアも参加した（三

国防共協定）。同年、イタリアは日本・ドイツにならって国際連盟

を脱退し、日本・ドイツ・イタリアは三国枢
すう

軸
じく

を結成した。

第二次世界大戦
第二次世界大戦はどのような対立の構図をもち、どのように展開したのだ
ろうか。

2

　　　　　　　　　ドイツは「民族自
じ

決
けつ

」を大義名分に掲げて1938年

３月にオーストリアを併合し、９月にはドイツ

人が多く居
きょ

住
じゅう

するズデーテン地方の割
かつ

譲
じょう

をチェコスロヴァキアに要

求した 2。イギリスは戦争の回
かい

避
ひ

を望み、かつドイツの矛
ほこ

先
さき

がソ連

に向かうのを期待して、フランスとともに、ドイツに譲
じょう

歩
ほ

する宥
ゆう

和
わ

政策をとった。９月末、イギリス・フランス・ドイツ・イタリアは

ミュンヘン会談 1を開き、ズデーテン地方のドイツへの割
かつ

譲
じょう

を認め

た。しかし、ヒトラーはこれに満足せず、翌39年３月、チェコスロ

ヴァキアを解
かい

体
たい

して支配下におき、ポーランドにも領土の一部を要

求した。またイタリアは、39年４月にアルバニアを併合した。

ナチス=ドイツの
侵略と開戦

1 ミュンヘン会談の風
ふう

刺
し

画（1938年）　ヒトラー率いるナチ党の
方針の１つに反共産主義があった。また、イギリス・フランス両国もソ
連の動きを警

けい

戒
かい

していた。そのため、ソ連は会議に招かれなかった。風
刺画では、スターリンの座席が用意されていない。
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ダンツィヒ

第一次世界大戦後
のドイツ

●数字出来事の順番

❶1935
ザール併合
❷1936
ラインラント進駐
❸1938
オーストリア併合
❹1938
ズデーテン併合
❺ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　❺ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　939ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　939ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
チェコスロヴァキア
解体

ーギーギ

ドイツが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ユーゴススゴスゴ
ィヴヴィヴィラララ アア

●❶●❶●
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●❸●❸●

●❹❹❹❹❹❹❹❹❹
ズ
❹
ズズ
❹
ズ
●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●●❹●
ズ
●
ズ
❹
ズ
●
ズズ
●
ズ
❹
ズ
●
ズ ❺❺

ヴァイマル

メーメル

第一次
世界大戦前の
ドイツ帝国

北海

スロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキアスロヴァキア

2 ナチス =ドイツの領土拡大
ナチス=ドイツは何を根

こん
拠
きょ
として領土拡大を進めたのだろうか。
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238 第17章  第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成

　こうした状況下、ソ連はイギリス・フランスの宥
ゆう

和
わ

政策に不信を

深め、1939年８月末、独ソ不
ふ

可
か

侵
しん

条約 3を結び、世界を驚
きょう

愕
がく

させた。

対ソ方面の安全保障を得たドイツは、９月１日、ポーランドへの侵
しん

攻
こう

を開始し、イギリス・フランスがドイツに宣
せん

戦
せん

して、第二次世界

大戦 4が始まった。

　　　　　　　　　ポーランドはドイツ軍とソ連軍に侵攻され、両

国に分
ぶん

割
かつ

された。ソ連は1939年11月にフィンラ

ンドに宣戦し❶、40年にはバルト３国（エストニア・ラトヴィア・

リトアニア）を併
へい

合
ごう

した。

　一方、西部戦線では1940年春、ドイツはデンマークとノルウェー

に、さらにオランダとベルギーに侵攻し、６月にはフランスを敗北

させた。フランスの第三共和政は崩
ほう

壊
かい

し、国土の北半がドイツに占
せん

領
りょう

され、南半はペタンを首
しゅ

班
はん

とする親独のヴィシー政府が統
とう

治
ち

した。

しかし、軍人のド =ゴールはロンドンに亡
ぼう

命
めい

政府（自由フランス政

府）をつくって抵
てい

抗
こう

を呼びかけ、フランス国内ではレジスタンス運

動 5が始まった。ドイツの優
ゆう

勢
せい

をみて、６月にはイタリアがドイツ

側で参戦した。

　ドイツはバルカン半島にも勢力圏を広げ❷、1941年春までにユー

ゴスラヴィアとギリシアも制
せい

圧
あつ

した。こうして同年半ばには、ヨー

ロッパはほぼドイツ側の支配下に入り、５月に対独強
きょう

硬
こう

論
ろん

をとなえ

1939〜45

ヨーロッパの戦争

❶国際連盟はこの戦争（冬戦争とも
いう）に対してソ連を除

じょ

名
めい

したが、連
盟自体が機能不

ふ

全
ぜん

におちいっていた
ため、効果はなかった。フィンランド
は1940年に、国

こっ

境
きょう

地帯の領土をソ
連に割

かつ

譲
じょう

させられた。

1940〜44

1890〜1970

❷ドイツは、ハンガリー・ルーマニア・
ブルガリアを自陣

じん

営
えい

に引き入れた。

3「疑わしい友人」（『PUNCH』1939年９月27
日）　独ソ不可侵条約には、独ソ両国間でのポーランド
の分割と、東ヨーロッパでのそれぞれの勢力圏を定めた
秘密議

ぎ

定
てい

書
しょ

が付属していた。
ソ連はなぜドイツと不可侵条約を結んだのだろうか。
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（1941）

連合国
中立国
枢軸国
枢軸国の
最大支配地
および占領地

（数字）枢軸国の占領
した年

連合国軍の反撃
1941.11の前線

1941.11の前線

ノルマンディー

4 第二次世界大戦（ヨーロッパ戦線）

5 フランスのレジスタンス　ドイツ
の占領下では、共産党の影響力が強い
民間人の地下組織と、ド =ゴール将軍
が主

しゅ

導
どう

する勢力が協力して戦った。写
真は1944年８月のパリ解放戦(▶p.241)。
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262 第19章  冷戦の終結と今日の世界

産業構造の変容
1970年代に、世界経済には大きな転機が訪れた。その転機はどのような契
機で始まったのだろうか。

1

　　　　　　　　　1960年代以降、西側先進諸国では、国家が国民

の福
ふく

祉
し

に手厚く配
はい

慮
りょ

する、福祉国家的な政策が

主流となった。無
む

償
しょう

または低額での教育・医療・福祉サービスを実

現したほか、公共事業を拡
かく

充
じゅう

して雇
こ

用
よう

の安定がはかられた。社会保

障費の増大は、経済成長によって支えられた。西側諸国が福祉を拡

充した背景には、東側諸国との競合もあった。

　他方で、経済成長は公害という社会問題も生み、公害病が多数の

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を出した。森林伐
ばっ

採
さい

や海洋の埋め立てなどの自然破
は

壊
かい

も進行

した。これに対し、1972年には環境を主題とする国連人間環境会議

がストックホルムで開
かい

催
さい

された。同年、科学者から、資源は有限で

あり、経済成長や人口増加には限界があるとの提
てい

言
げん

もなされた。

　　　　　　　　　アメリカ合衆国は、ベトナム戦争での巨

額の戦費や社会保障費の増加によって財

政が悪化した。また、1971年には貿易収支も赤字に転
てん

換
かん

した

ため、ニクソン大統領はドルと金の交
こう

換
かん

停止を発表して、世

界に衝撃を与えた（ドル =ショック 1 ）。ブレトン =ウッズ体

制は終わりを迎え、73年、先進工業国の通
つう

貨
か

は変
へん

動
どう

相
そう

場
ば

制
せい

に

移行し、世界経済はアメリカ・西ヨーロッパ・日本の三極構

造に向かいはじめた。

　ついで、オイル =ショック（石油危機 2 ）が世界経済にさら

なる衝撃をもたらした。1973年、第４次中
ちゅう

東
とう

戦争がおこると、

石油輸出国機構（O
オ ペ ッ ク

PEC）は原油価格を引き上げ、アラブ石油

輸出国機構（O
オ ア ペ ッ ク

APEC）もイスラエル支
し

援
えん

国に対する原油輸出

福祉国家と公害

ドル =ショックと
オイル =ショック

▶p.257

▶p.257

▶p.243

二次元コード
掲載

ドル =ショックの新
聞記事

1ドル =ショック　1971年８月、ア
メリカのニクソン大統領はドルと金の交
換停止を発表した。これにより国際通貨
体制は変動相場制に移行し、日本では
円高が進んだ。（『毎日新聞』1971年８
月16日）
記事に「IMF体制に最大の危機」とい

う見出しがあるのはなぜだろう。
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2 原油価格の変
へん

遷
せん

（「BP世界エネルギー統計　2019」より作成）
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冷戦の終結と今日の世界
1989年、マルタ会談で東西冷戦の終結が宣言されたが、期待された平
和は実現しなかった。今日の世界が直面する諸問題に、わたしたちはど
のように立ち向かっていくべきなのだろうか。
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「探究」を深めるための工夫
高校世界史

「世界史へのまなざし」は、自然環境と人
類の歴史や日常生活にみられる諸事象と
世界の歴史を取り上げ、現在と過去のつ
ながりについて考察し理解することをね
らいとしています。
ジェンダーについても取り上げ、関連す
る資料を多く掲載しています。
著者messageもご覧ください。 ➡p.40

巻頭付録として、世界史の大きな流れの把握ができるよう、
同時代の地図でそれぞれの時代の特徴を示しています。

人物コラムで83人を紹介しています。
人物の詳しい情報やエピソードも交
え、生徒の興味を引き出します。

印象的な風刺画を取り入れました。その時代の様子が感じられ、
生徒の興味も引きやすい図版を意識して掲載しています。

二次元コードを22点掲載！
図を拡大して参照したり、関連する別の図
版を見たりすることができます。

グラフ・表や新聞記事を多数用意し、経済の視点か
らも考察ができるように工夫しました。

高
校
世
界
史

50 51
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　　　　　　　　　　　　　メソポタミア

南部では、前

2700年頃までにウル・ウルクなどシュメー

ル人 1の都市国家 3が数多く形成された。

これらの都市国家では、王を中心に、神官・

役人・戦士などが都市の神をまつり、政治

や経済・軍事の実
じっ

権
けん

を握って人々を支配する階級社会が成立した。

　前24世紀頃、アッカド人がメソポタミア南部の都市国家をはじめ

て統一した。その統一国家が崩
ほう

壊
かい

したあと、前19世紀初めにアムル

人がバビロン第１王朝をおこし、ハンムラビ王のときに全メソポタ

ミアを支配した。王は運河の大工事をおこなって治
ち

水
すい

・灌漑を進め、

またハンムラビ法
ほう

典
てん

を発
はっ

布
ぷ

して、法にもとづく強力な政治をおこ

なった。

　早くから鉄器を使用したヒッタイト人は、前17世紀半ば頃アナト

シュメール人の都市国家と
メソポタミアの統一

前18世紀頃

ハンムラビ法典は何を定めたのだろうか

ハンムラビ王は首都バビロンで神の代理として統
とう

治
ち

をおこない、それまでの法慣
かん

習
しゅう

を集成して法典を定めた。

探
究
し
よ
う

53.  自分の耕地の畔
あぜ

の強化をおこたったため、畔に亀
き

裂
れつ

が生
じ、灌漑水で耕地を流出させたなら、自分の耕地に亀裂
を生じさせた人は、流出させた穀

こく

物
もつ

を償
つぐな

わなければなら
ない。

104.  商人が販売人に商品を販売のために与えたなら、販売人
は商人に定期的に銀を返さなければならない。販売人は、
彼が商人に与える銀の領収書を受け取らなければならない。

108.  居
い

酒
ざか

屋
や

の女主人がビールの対価として穀物を受け取らず、
銀を大きな分

ふん

銅
どう

で計って受け取り、その結果穀物の販売
価格に対するビールの販売価格をつり上げたなら、彼ら
はその女主人の不法行為を立証しなければならない。

196.  他人の目をつぶしたならば、自分の目をつぶさなければな
らない。

199.  他人の奴
ど

隷
れい

の目をつぶしたり、他人の奴隷の骨を折った
ならば、奴隷の値段の半額を支払わなければならない。

264.  牛あるいは小家
か

畜
ちく

の放牧を委
い

託
たく

された牧夫が、全労賃を
受け取って満足し、牛や小家畜の数を減らしたり、その
出産を少なくしたら、彼は契約にしたがって小家畜の子
供と産物を与えなければならない。

 （中田一郎訳『ハンムラビ「法典」』一部改変）

Q1 当時はどのような職業があったのだろうか。
Q2 農耕・牧畜が始まったことで、どのような問題
がおこっているのだろうか。

Q3 196・199条などを参考にすると、刑罰の基本
となる考えは何だろうか。また、なぜ王はこの
ような法典を制定したのだろうか。

Q4 ハンムラビ法典の各法文は、現
代社会においてどこまでなら適
用できるだろうか。話し合って
みよう。

資料2 ハンムラビ法典碑
ひ

（左）と楔
くさび

形
がた

文字
法典の序文には「正義を国土に表すため」に制定されたと記
されている。左の図で玉

ぎょく

座
ざ

に座る太陽神（右）に従うポーズ
をとっているのがハンムラビ王。

資料1 ハンムラビ法典 ハンムラビ法典碑

3 ジッグラト　都市国家ウルの遺
い

跡
せき

に復
ふく

元
げん

されたジッグラト（聖
せい

塔
とう

）。塔の上
には都市の守

しゅ

護
ご

神
しん

をまつる祭
さい

壇
だん

があった。
王が壮

そう
大
だい
な神殿をつくった目的は何

だったのだろうか。
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　　　　　　　　　　　　　　オリエント 2とはヨーロッパからみ

た「日ののぼるところ、東
とう

方
ほう

」を意味

し、西アジアからエジプトにかけての地域を指す。乾
かん

燥
そう

して気温が

高いために、砂
さ

漠
ばく

・草原・岩
いわ

山
やま

が多い。羊
ひつじ

やラクダを飼
し

育
いく

する遊
ゆう

牧
ぼく

生活に加えて、沿
えん

海
かい

や河
か

川
せん

流域の平野、あるいはオアシスで、小麦・

大麦・豆類・オリーヴ・ナツメヤシなどを栽
さい

培
ばい

する農業が営まれて

きた。とくにティグリス川・ユーフラテス川流域のメソポタミア❶

やナイル川流域のエジプトなど大
たい

河
が

の流域では、定期的な増水を利

用して早くから灌
かん

漑
がい

農業がおこなわれ、王が神やその代理人として

大きな権力をもつ神
しん

権
けん

政治がおこなわれた。

　オリエントの西に広がる地中海沿
えん

岸
がん

部
ぶ

は、重要な交通路として古

くから１つの文化的まとまりを形成し、そこには様々な文明が発達

した。地中海一帯は冬に少量の雨がふるものの、夏は乾燥し、陸地

はやせた石
せっ

灰
かい

岩
がん

の丘
おか

が連なっている。そのため、オリーヴなどの果

樹栽培や羊の牧
ぼく

畜
ちく

がおもな生
せい

業
ぎょう

であった。

古代オリエント文明とその周辺
古代オリエント文明やエーゲ文明の王は、どのように人々を支配したのだ
ろうか。

2

オリエント世界と
東地中海沿岸の風土と人々

❶シリア・パレスチナ地方からメソポ
タミアに至る農耕文明の成立地帯は
「肥

ひ

沃
よく

な三
み

日
か

月
づき

地帯」と呼ばれる。

2 古代オリエント世界と東地中海沿岸
様々な王朝が興

こう
亡
ぼう
したメソポタミア地方は、どのような地形をしているのだろうか。
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1 シュメールの高官像　シュメール
の人物像は祈りをささげる姿で表現された
ものが多く、宝石のラピスラズリで装

そう

飾
しょく

された青い眼が印象的である。
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■2古代オリエント世界と東地中海世界
この地図では、大河の名称、エジプト・アナトリ
ア・シリア・パレスチナ・メソポタミア・イラ
ン、エーゲ海といった基本的な地域の名称などを
確認することに加え、オリエント全般の特色であ
る砂漠や岩山の地域が大半を占めていることを把
握させ、その中で農耕が可能な大河流域や沿岸部
の平野に古代文明が生まれたことを理解させた
い。メソポタミアは「河の間の土地」を意味する
ギリシア語であり、ティグリス・ユーフラテス川
による粘土の堆積でできた平野であり、頻繁にし
かも突然に洪水に襲われたため、様々な洪水伝説
が残る。特に、山岳地帯に近いティグリスは春先
の雪解け水の影響などもあり暴れ川であったた
め、都市の多くが、ユーフラテス川流域に建設さ
れた。
▶ティグリス・ユーフラテス川流域の平野。両
大河に挟まれ、洪水に襲われた。

2 節 ▶ジッグラトやピラミッドなどで
宗教的権威を高め、神権政治をおこなった。
また、治水や灌漑を整えて人々の生活を豊
かにしたり、ハンムラビ法典などを定め、
社会正義・公平の実現をめざしたりした。
エーゲ文明も物産の分配で人々の支持を得
た。一方で、専制君主として強圧的に人々
を支配し、強制移住などで人々を苦しめる
場合もあった。

■1シュメール人の高官像　シリアの都市
国家マリの代官エビフ・イルが祈りを捧げる祈願
者像で前2400年頃の作品。王をはじめ人々は神
殿で礼拝ばかりできないため、代わりに神に祈願
する石像を作り、名前や祈願の碑文を刻んで神殿
に納めた。授業では、この人物が、頭を剃髪し長
い髭を誇らしげに見せていることや、かご製の腰
掛に座り、上半身は裸で、羊か山羊の皮または動
物のふさふさした毛に似せた織物でできた長い房
のある長いスカート、カウナケスをはいているこ
となどを説明する。像の後ろに「エビフ =イルの
像、代官、男性のイシュタル（戦士の女神）、彼が
捧げた」と刻まれていることを紹介し、何を祈願
したか（戦勝の祈願など）を考察させることもでき
る。さらに、象眼細工がほどこされたアフガニス
タン産のラピスラズリの眼に注目させ、古来の近
東における長距離間の交易関係について言及する
ことができる。（ルーヴル美術館HP参照）

指導上の留意点
●❶■2から、大河の流域で王権が発達した要因
を理解させる。
●❷■3■4から、シュメールの王権と宗教との関
係を分析させる。
●❸探究しようから、バビロン第 1王朝の王
権がもっとも重視した責務を判断させる。
●❹メソポタミアの文化的特色と私たちへの影
響を理解させる。

ハンムラビ法典は、高さ2ｍを超す黒色玄武岩の碑に楔形文字で示
されている。1901年にフランス調査隊によりスサで発掘されたが、元々はバビロ
ンに建てられ、エラム人が戦利品として持ち去ったと考えられている。現在、ルー
ヴル美術館に所蔵されている。資料2の図版左は、碑の最上部にある浮き彫りで、
右の玉座に座っている、正義と裁判の神でもある太陽神シャマシュから、崇拝のポー
ズをとりながら法典を授かろうとしているハンムラビ王が刻まれている。図版右が
楔形文字の法文であり、前3300～前3100年前後にシュメール人によって考案
された象形文字である。このシュメール語の表記に使用された文字体系はアッカド
語・アッシリア語・ヒッタイト語などの異なる言語を書き写す手段に用いられ、
3000年以上にわたってオリエント全域で使用された。文字は葦の茎を切ったもの
や細い棒の角を粘土板に押しつけて書かれたため、シュメール語では書くことを「植
える」と表現した。書記や神官によって法規や祭祀の記録として記述されたが、そ
の後商業文書としても普及した。解読は19世紀に入ってから、ドイツのグローテ
フェントが道筋をつけ、イギリスのローリンソンによるベヒストゥーン碑文の研究
で達成された。
授業では、ハンムラビ法典からメソポタミアの王権や社会の特色を探究させたい。

法典は196・199などの刑法だけでなく、土地や商業、家族など民法に関する事

探究しよう

第 1章　文明の成立と古代文明の特質

2古代オリエント文明とその周辺①
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　　　　　　　　　　　　　メソポタミア

南部では、前

2700年頃までにウル・ウルクなどシュメー

ル人 1の都市国家 3が数多く形成された。

これらの都市国家では、王を中心に、神官・

役人・戦士などが都市の神をまつり、政治

や経済・軍事の実
じっ

権
けん

を握って人々を支配する階級社会が成立した。

　前24世紀頃、アッカド人がメソポタミア南部の都市国家をはじめ

て統一した。その統一国家が崩
ほう

壊
かい

したあと、前19世紀初めにアムル

人がバビロン第１王朝をおこし、ハンムラビ王のときに全メソポタ

ミアを支配した。王は運河の大工事をおこなって治
ち

水
すい

・灌漑を進め、

またハンムラビ法
ほう

典
てん

を発
はっ

布
ぷ

して、法にもとづく強力な政治をおこ

なった。

　早くから鉄器を使用したヒッタイト人は、前17世紀半ば頃アナト

シュメール人の都市国家と
メソポタミアの統一

前18世紀頃

ハンムラビ法典は何を定めたのだろうか

ハンムラビ王は首都バビロンで神の代理として統
とう

治
ち

をおこない、それまでの法慣
かん

習
しゅう

を集成して法典を定めた。

探
究
し
よ
う

53.  自分の耕地の畔
あぜ

の強化をおこたったため、畔に亀
き

裂
れつ

が生
じ、灌漑水で耕地を流出させたなら、自分の耕地に亀裂
を生じさせた人は、流出させた穀

こく

物
もつ

を償
つぐな

わなければなら
ない。

104.  商人が販売人に商品を販売のために与えたなら、販売人
は商人に定期的に銀を返さなければならない。販売人は、
彼が商人に与える銀の領収書を受け取らなければならない。

108.  居
い

酒
ざか

屋
や

の女主人がビールの対価として穀物を受け取らず、
銀を大きな分

ふん

銅
どう

で計って受け取り、その結果穀物の販売
価格に対するビールの販売価格をつり上げたなら、彼ら
はその女主人の不法行為を立証しなければならない。

196.  他人の目をつぶしたならば、自分の目をつぶさなければな
らない。

199.  他人の奴
ど

隷
れい

の目をつぶしたり、他人の奴隷の骨を折った
ならば、奴隷の値段の半額を支払わなければならない。

264.  牛あるいは小家
か

畜
ちく

の放牧を委
い

託
たく

された牧夫が、全労賃を
受け取って満足し、牛や小家畜の数を減らしたり、その
出産を少なくしたら、彼は契約にしたがって小家畜の子
供と産物を与えなければならない。

 （中田一郎訳『ハンムラビ「法典」』一部改変）

Q1 当時はどのような職業があったのだろうか。
Q2 農耕・牧畜が始まったことで、どのような問題
がおこっているのだろうか。

Q3 196・199条などを参考にすると、刑罰の基本
となる考えは何だろうか。また、なぜ王はこの
ような法典を制定したのだろうか。

Q4 ハンムラビ法典の各法文は、現
代社会においてどこまでなら適
用できるだろうか。話し合って
みよう。

資料2 ハンムラビ法典碑
ひ

（左）と楔
くさび

形
がた

文字
法典の序文には「正義を国土に表すため」に制定されたと記
されている。左の図で玉

ぎょく

座
ざ

に座る太陽神（右）に従うポーズ
をとっているのがハンムラビ王。

資料1 ハンムラビ法典 ハンムラビ法典碑

3 ジッグラト　都市国家ウルの遺
い

跡
せき

に復
ふく

元
げん

されたジッグラト（聖
せい

塔
とう

）。塔の上
には都市の守

しゅ

護
ご

神
しん

をまつる祭
さい

壇
だん

があった。
王が壮

そう
大
だい
な神殿をつくった目的は何

だったのだろうか。

5
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30 第1章  文明の成立と古代文明の特質

　　　　　　　　　　　　　　オリエント 2とはヨーロッパからみ

た「日ののぼるところ、東
とう

方
ほう

」を意味

し、西アジアからエジプトにかけての地域を指す。乾
かん

燥
そう

して気温が

高いために、砂
さ

漠
ばく

・草原・岩
いわ

山
やま

が多い。羊
ひつじ

やラクダを飼
し

育
いく

する遊
ゆう

牧
ぼく

生活に加えて、沿
えん

海
かい

や河
か

川
せん

流域の平野、あるいはオアシスで、小麦・

大麦・豆類・オリーヴ・ナツメヤシなどを栽
さい

培
ばい

する農業が営まれて

きた。とくにティグリス川・ユーフラテス川流域のメソポタミア❶

やナイル川流域のエジプトなど大
たい

河
が

の流域では、定期的な増水を利

用して早くから灌
かん

漑
がい

農業がおこなわれ、王が神やその代理人として

大きな権力をもつ神
しん

権
けん

政治がおこなわれた。

　オリエントの西に広がる地中海沿
えん

岸
がん

部
ぶ

は、重要な交通路として古

くから１つの文化的まとまりを形成し、そこには様々な文明が発達

した。地中海一帯は冬に少量の雨がふるものの、夏は乾燥し、陸地

はやせた石
せっ

灰
かい

岩
がん

の丘
おか

が連なっている。そのため、オリーヴなどの果

樹栽培や羊の牧
ぼく

畜
ちく

がおもな生
せい

業
ぎょう

であった。

古代オリエント文明とその周辺
古代オリエント文明やエーゲ文明の王は、どのように人々を支配したのだ
ろうか。

2

オリエント世界と
東地中海沿岸の風土と人々

❶シリア・パレスチナ地方からメソポ
タミアに至る農耕文明の成立地帯は
「肥

ひ

沃
よく

な三
み

日
か

月
づき

地帯」と呼ばれる。

2 古代オリエント世界と東地中海沿岸
様々な王朝が興

こう
亡
ぼう
したメソポタミア地方は、どのような地形をしているのだろうか。

30°E 45°E 60°E黒海 ボアズキョイ
（ハットゥシャ）

カ
ス
ピ
海

ヒッタイト人

キプロス島
フ
ェニ
キ
ア
人

シドン
ティルス

トロイア（トロヤ）

ミケーネ
ティリンスピュロス

クノッソス

イェルサレム ダマスクス

アラム人

ヘブライ人
イェリコ

ロゼッタ

アレクサンドリア
ギザ

メンフィス

ナ

ル

イ

川テル＝エル＝アマルナ

テーベ

紅

海

当時の海岸線（推定）

ウルク

ラガシュ

バビロニア

ウル

バビロン

ベヒストゥーン
ジャルモ

ニネヴェ

スサ

ペルセポリス
ペ
ル
シ
ア
湾

エ
ー
ゲ
海

クレタ島

地　　　中　　　海

30°N

ユ
テー
ィフ
グ

ラ
リ

テ

ス
ス

川
川

アルメニア

シリア

パ
レ
ス
チ
ナ

エ　ジ　プ　ト ア　ラ　ビ　ア　半　島

アッシリア

イ ラ ン   高 原

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

アナトリア高原

カフカス
山
脈

山脈

ザグロス

500km0

シ
ナ
イ
半
島

1 シュメールの高官像　シュメール
の人物像は祈りをささげる姿で表現された
ものが多く、宝石のラピスラズリで装

そう

飾
しょく

された青い眼が印象的である。
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例も多い。それは、王の責務が神の規範の維持や都市の防衛・豊穣だけでなく、人間社会における「正義」を明示しそれを遵守させるこ
と、すなわち、社会正義の実現が重視されるようになったためである。社会正義の実現は「法典」の編纂を通して具体化された。Q 1
では、メソポタミアにおいて農耕・牧畜だけでなく民間による商業活動が活発化していることに気が付かせたい。法典はこのような社会
変化に対応した側面もある。「235　船を建造したらその同じ年に、建造した船が破損したら補修義務を負う。」などの法文を紹介する
と工業・技術者についても言及できる。Q 2では、農耕・牧畜をめぐる人々の利害対立が起こっていることに気が付かせたい。「48　
負債があり、しかも畑は氾濫や水枯れなどで収穫がない場合、負債の主に穀物を返さず、契約更新してその年は利息も課さない。」など
の法文を紹介すると、負債で苦しむ人々の存在や貧富の差の拡大に対応しようとす
る王の働きについて言及できる。Q3では、復讐法・身分法の原則以外に王の働
きについても探究したい。Q 1・2での学習に加え、資料2のキャプション「正
義を国土に表すため」などにも着目させ、話し合わせる。特に、王が利害の調整や
対立の抑制をはかり社会正義の実現を目指したことに気が付かせたい。Q 4では、
私達の法意識との共通点や相違点について自由に発言させたい。復讐法は前近代的
であるが、中東などでは今日でも重要な法概念であることに触れたい。
1 ▶農民、商人、居酒屋の女主人、奴隷、牧畜、牧畜民
2 ▶堤防の管理、牛や羊の飼育をめぐる問題
3 ▶刑罰には復讐法・身分法の原則。王は利害の調整・対立の抑制、身分秩序

の維持を通して社会正義の実現を目指した。
4 ▶196・199は受け入れられないだろうが、他の法令は適用されてもおかしく

ないかもしれない。一方で、「目には目を」のような同害復讐法の原則はイスラー
ム法に受け継がれ、現代の中東では同様な判決がなされる場合もある。

3ジッグラト　メソポタミアの各都市に
は、中央部に煉瓦造りのジッグラト（聖塔）がつ
くられた。ジッグラトは、山形の階段状基壇の最
上部に各都市の守護神を祀る神殿が置かれた。そ
の機能は都市の神を祀る神殿説が有力であるが、
時に天体観測が実施されるなど、不明な点も多い。
王はジッグラトを建設し祭儀権を掌握するこで、
宗教的権威による統治を進めた。また、大規模な
ジッグラトを建造することで、王の権力を示すこ
とができた。代表的な遺構は、復元された本図の
ウルのジッグラトで、ウル第3王朝初代ウルナ
ンム王の建造と推定されている（紀元前2100
年頃）。現状では第2層より上層が残っていない
が、第3層とその上に月の神ナンナルの神殿が
あり、高さは 21m、62.5m× 43mの長方形
であったと考えられている。また、ヘロドトスの
『歴史』に登場するバビロンのジッグラトは8層
の基壇をもつものであり、旧約聖書のバベルの塔
の記述に関係していると考えられている。
▶王はジッグラトを建設し祭儀権を掌握するこ
で、宗教的権威による統治を進めた。また、大規
模なジッグラトを建造することで、　王の権力を
示すことができた。

徳政令　探究しようで説明した王権によ
る社会正義の実現は、法典の編纂だけでなく、個
人借財の取り消しや債務奴隷の解放、納税義務の
免除などをおこなう徳政令によっても具体化され
た。次の資料はハンムラビ王の後継者サムス =イ
ルナの勅令（前1742年頃）である。

授業では、探究しようの学習に結びつけることで、
社会正義を実現しようとする王権の働きをより具
体的に認識させることができる。

第1条　イッシャックム農夫、放牧地の牧
夫と［家畜の解体人］、および〔全ての〕ビル
トゥム義務を負う者が〔滞納している全ての
税の〕未払い残額は、王が社会正義を確立し
た〔勅令を発布した〕ことにより免除される。
徴税官はビルトゥム義務を負う者の家産にた
いしていかなる強制〔徴税〕も行使してはなら
ない。（歴史学研究会編『世界史史料 1』岩波書
店より）

ヒッタイト人の戦車　ヒッタイト人の戦
車は、シュメール人などがメソポタミアで使用し
ていた4輪の木製車輪を4頭立て（ロバが中心）
で引く儀礼用の戦車と比べると、2輪の鉄製6
本スポークの車輪を
2頭立ての馬が引く
という、軽くて機動性
に優れた点に特色があ
る。この石像には御者
と弓を射る兵士、戦車
に蹂躙される敵の兵士
がリアルに表現されて
いる。（アナトリア文明
博物館蔵）
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本教科書の特色である豊富な資料について、すべての図版と問いの解答例を掲載しています。
単元ごとの「指導上の留意点」や補足資料の解説など、授業準備を全面サポートする充実の
内容です。

図版につく問い
の解答例も赤字
で入れています。

教科書本文中の
地図・図版・重
要用語について
解説しています。

解説

「探究しよう」の解説

「探究しよう」で取り上げている資料や、その意
図、問いの解答例について解説しています。

教科書本文には
掲載していない
補足の資料解説
も適宜示してい
ます。

授業展開の柱とな
る、単元の重要ポ
イントを箇条書き
で挙げています。

指導上の留意点

「問い」の解答例

教科書本文中の
節・節末の問いの
解答例を赤字の囲
みで示していま
す。そのほか、図
版につく問いの解
答例も赤字で示し
ています。
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2 古代オリエント文明とその周辺 33

り、「死者の書」6を残した。碑
ひ

文
ぶん

や墓
ぼ

室
しつ

・石
せっ

棺
かん

などには

神
しん

聖
せい

文字（ヒエログリフ）を刻み、パピルス草からつくっ

た一種の紙も用いた。また、エジプトでは測
そく

地
ち

術
じゅつ

が発達

するとともに、太
たい

陽
よう

暦
れき

が用いられた。

　　　　　　　　　　東地中海沿
えん

岸
がん

のシリア・パレスチ

ナ地方は、エジプトとメソポタミ

アを結ぶ通路として古くから交
こう

易
えき

で栄えていたが、前12

世紀頃よりセム語系の人々が特色ある活動を開始した。

　アラム人はシリアに多くの都市国家をたて、ダマスク

スを中心に内陸の中
ちゅう

継
けい

貿易で活
かつ

躍
やく

した。そのためアラム

語はオリエントの国際商業語として広まり、アラム文字はのちにア

ラビア文字など多くの文字のもととなった。

　フェニキア人はシドン・ティルスなどの都市国家をつくって地中

海貿易を独
どく

占
せん

し、カルタゴなど多くの植
しょく

民
みん

市
し

をたてた。また、彼ら

の用いた文字はギリシアに伝わってアルファベットに発展し、のち

のヨーロッパ諸言語の文字のもととなった。

　ヘブライ人（ユダヤ人）❸は遊牧民であったが、パレスチナに定住

した❹。彼らは統一王国をたて、王国は前10世紀頃に繁栄した。し

かし、のちに王国は南北にわかれ、北のイスラエル王国は前８世紀

にアッシリアに滅ぼされた。南のユダ王国も前６世紀に新バビロニ

アに征
せい

服
ふく

され、多数の住民がその都であるバビロン 7につれ去られ

て、約50年後に解放された（バビロン捕
ほ

囚
しゅう

）。

　こうした試練のなかで、ヘブライ人は唯
ゆい

一
いつ

の神ヤハウェへの信仰

を固く守るとともに、この神により選ばれた民族としての自
じ

覚
かく

を強

め、救
きゅう

世
せい

主
しゅ

（メシア）を待ち望む信仰であるユダヤ教を生み出した。

彼らがバビロンから帰国後に確立したこの宗教の教
きょう

典
てん

は、のちにキ

リスト教の教典ともなって『旧
きゅう

約
やく

聖書』と呼ばれ、ヨーロッパ人によ

東地中海の諸民族

▶p.72

❸ヘブライ人とは他民族による呼び
名で、彼ら自身はイスラエル人と称し
た。またバビロン捕囚後は、ユダヤ
人と呼ばれることが多い。

❹『旧約聖書』によれば、一部はエ
ジプトに移

い

住
じゅう

したが、新王国の圧
あっ

政
せい

に苦しみ、前13世紀頃に指導者モー
セに率いられてパレスチナに脱出し
た（「出

しゅつ

エジプト」）。

▶p.34

▶p.35

▶p.77

6「死者の書」　白衣で椅
い

子
す

に座る「冥
めい

界
かい

の王」オシリスの前
で、死者が最後の審

しん

判
ぱん

を受けて
いる様子が描かれている。

7 バビロンのイシュタル門（復
ふく

元
げん

）　バビロン捕囚をお
こなったネブカドネザル２世（在位前604〜前562）は、イ
シュタル門のほか、「空中庭園」「バベルの塔」などの伝

でん

承
しょう

で名高いバビロン市の再建につとめた。
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リア高原に強力な国家を建設し、メソポタミアに遠
えん

征
せい

してバビロン

第１王朝を滅ぼし、さらにシリアにも進出してエジプトと戦った。

ヒッタイト人はメソポタミアに定住しなかったため、諸民族が侵
しん

入
にゅう

し、前15～前14世紀以降、諸王国が並
へい

立
りつ

する複雑な政治状況が生ま

れた。

　メソポタミアでは、言語の違いをこえて多くの民族に楔
くさび

形
がた

文字が

用いられ、粘
ねん

土
ど

板
ばん

に刻
きざ

まれた。また太
たい

陰
いん

暦
れき

や週七日制、時を刻む単

位となった六十進法ををはじめとする実用の学問も発達した。

　　　　　　　　　　エジプトではナイル川の増減水 4を利用して

豊かな農業がおこなわれた❷。大
だい

規
き

模
ぼ

な治
ち

水
すい

の必要からメソポタミアより早く、前3000年頃には王（ファラオ）に

よる統一国家がつくられた。以後、約30の王朝が交
こう

替
たい

したが、その

うちもっとも繁
はん

栄
えい

したのが古王国・中王国・新王国の３時代である。

　エジプトの王は、生ける神として専
せん

制
せい

的
てき

な神
しん

権
けん

政治をおこなった。

古王国はナイル川下流域のメンフィスを中心に栄え、クフ王らが巨

大なピラミッド 5を築かせた。中王国時代には、中心は上
かみ

エジプト

のテーベに移ったが、その末期にシリア方面から遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

ヒクソスが

流入し、国内は一時混乱した。しかし前16世紀にヒクソスを撃
げき

退
たい

し

て新王国が成立し、さらにシリアへと進出した。前14世紀にはアメ

ンヘテプ４世が１つの神（アテン）だけを信
しん

仰
こう

する宗教改革をおこ

なったが、この改革は王の死で終わった。

　エジプト人の宗教は太陽神ラーを中心とする多
た

神
しん

教
きょう

で、新王国時

代にはテーベの守
しゅ

護
ご

神
しん

アメンの信仰と結びついたアメン =ラーの信

仰が盛んになった。エジプト人は霊
れい

魂
こん

の不
ふ

滅
めつ

を信じてミイラをつく

エジプトの統一国家

❷古代ギリシアの歴史家ヘロドトス
(▶p.70)の言葉「エジプトはナイルのた
まもの」に象

しょう

徴
ちょう

される。

前27世紀頃〜前22世紀頃 前21世紀頃〜前18世紀頃 前16〜前11世紀

前26世紀頃

在位前1351頃〜前1334頃

アメンヘテプ４世
在位前1351頃〜前1334頃

テーベの神官団をおさえるために、都
をテル =エル =アマルナへ移し、太陽
とその光線で表されるアテンを唯一絶
対の神とした。芸術面では、従

じゅう

来
らい

の
様式美を廃

はい

して写
しゃ

実
じつ

的
てき

な表現を求め、
みずからの特

とく

異
い

な風
ふう

貌
ぼう

もおくすること
なく描くように命じたといわれる。

アメンヘテプ４世は、宗教改革によって何
をおこなおうとしたのだろうか。

4 ナイル川の水位と農耕　ナ
イル川は毎年９月に最大水量とな
る。堤

てい

防
ぼう

で耕地をため池のように
囲み、上流から運ばれてきた肥

こ

え
た土（沃

よく

土
ど

）を残した。

5 ピラミッド（奥）と守
しゅ

護
ご

神
しん

スフィンクス　最大のクフ王のピ
ラミッドは、基辺230m、高さ146.5mあり、建設には専門の職人
が1年を通して従

じゅう

事
じ

した。
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ロゼッタ =ストーン　古代エジプトの象形文字解読の重要な手がか
りとなった玄武岩でできた碑文で、上段の神聖文字（ヒエログリフ）14行、
中段の民用文字（デモティック）32行、下段のギリシア文字54行からなる。
前2世紀初めのファラオ、プトレマイオス5世の恩恵を讃えるメンフィス
神官団の布告文を3種類の文字で刻んだもので、1799年 8月、ナポレオ
ンのエジプト遠征に従軍したフランスの将校に
よって発見され、現在は大英博物館に所蔵されて
いる。当初研究者たちは破損の少ない中段の民用
文字の解読に挑んだが成功せず、フランスのシャ
ンポリオンがヒエログリフ内のカルトゥーシュと
呼ばれる王名枠の一つと、ギリシア語の「プトレ
マイオス」の表記を比較し、その綴りから解読の
糸口を見つけ出した。1822年、彼はこの解読の
成果をパリ学士院で発表し、近代エジプト学が創
設されることとなった。

■6「死者の書」　「死者の書」は古代エジプト新王国時代以降、おも
にパピルスに記されて死者とともに埋葬された、死後の安全を守り、その幸
福を祈るための葬祭用絵文書である。死者の魂が来世への危険な旅をおこな
うために役立つ様々な呪文が記されている。本図は右端に座るオシリスの前
で、山犬頭の墓地の守護神アヌビスが心臓と正義の秤量をおこなっている場
面が描かれている。秤量の結果を記録しているのが神々の書記である文字と
知恵の神トト（トキ頭）で、絵では死者の弁明が正しく天秤と釣り合っている

フェニキア人の海洋交易　フェニキア人
はレバノン杉を用いた造船だけでなく、レバノン
杉そのものを海路輸出し繁栄した。レバノン杉は
まっすぐな幹で材質が固くオリエント各地の建築
材として重宝された。フェニキア人は深紅染料や
象牙細工でも知られていた。航海技術に長けてお
り、東地中海だけでなくスペインやアフリカ沿岸、
ブリテン島までたどり着いた記録がある。こうし
た彼らの地中海交易によって、1文字1音素で
表記するフェニキア文字がギリシアへ伝播する要
因となった。フェニキア文字はエジプトの象形文
字が基礎にある。最初の二つの文字A・アルファ
は牛、B・ベータは家の象形文字が源流である。
「アルファベット」という語は、この二字に由来
している。

■7バビロンのイシュタル門　10万人に
のぼる人々が生活したバビロンの繁栄の象徴がイ
シュタル門であり、青い地の彩

さい

釉
ゆう

煉瓦でおおわれ、
牡牛などの動物が描かれている。ネブカドネザル
2世はバビロン捕囚を3回にわたっておこな
い、バビロンだけでなくバビロニア地方全域に入
植させた。一方で、民族別に入植させたため、移
住させられた人々は民族意識をもちつづけられ
た。また、ある程度自治を許され、商人や職人と
して成功した者もいた。

を紹介し、エジプトの王権の特徴についてまとめさせる。

▶テーベのアモン神官団を抑える。アトン神へのすべて
の接触を王が独占し、王族の地位を引き上げる。専制君主
的な神権政治の確立。

アテン讃歌
あなたは天の地平線から美しく現れる、あなたは生け
るアテン、生命の始まり。……あなたの光線は、あな
たの創った万物の果てまでも、地をも包み込む。……
おお、並ぶもの無き唯一の神、あなたは御自身の望む
がままに世界を創られた、お一人で。すべての人間、
家畜、そして野の獣、地上にあって足で歩くものすべ
て、高みにあって翼で飛ぶものすべてを。シリアやヌ
ビアの国、エジプトの国、あなたはすべての人々に各
自にふさわしい場を与え、彼らの求めに応じ日々の糧
を与え、その人生の長さを決めた。彼らの語る言語は
異なり、彼らの気質も同様に異なる。彼らの肌の色は
違う、あなたが異国の人々を区別して創られたから。
（歴史学研究会編『世界史史料 1』岩波書店より）

が、偽りの場合はアヌビスの隣にいる、頭部はワ
ニ、上半身はハイエナ、下半身はカバの怪物に食
われることになっている。上部には陪審員たちが、
またオシリスの前には天空の神ホルス（ハヤブサ
頭）が控えている。このように「死者の書」は色
彩豊かな挿し絵が添えられ、新王国時代後半から
末期王朝時代にかけての作品には特に美術的価値
が高いものが多い。（大英博物館蔵）
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2 古代オリエント文明とその周辺 33

り、「死者の書」6を残した。碑
ひ

文
ぶん

や墓
ぼ

室
しつ

・石
せっ

棺
かん

などには

神
しん

聖
せい

文字（ヒエログリフ）を刻み、パピルス草からつくっ

た一種の紙も用いた。また、エジプトでは測
そく

地
ち

術
じゅつ

が発達

するとともに、太
たい

陽
よう

暦
れき

が用いられた。

　　　　　　　　　　東地中海沿
えん

岸
がん

のシリア・パレスチ

ナ地方は、エジプトとメソポタミ

アを結ぶ通路として古くから交
こう

易
えき

で栄えていたが、前12

世紀頃よりセム語系の人々が特色ある活動を開始した。

　アラム人はシリアに多くの都市国家をたて、ダマスク

スを中心に内陸の中
ちゅう

継
けい

貿易で活
かつ

躍
やく

した。そのためアラム

語はオリエントの国際商業語として広まり、アラム文字はのちにア

ラビア文字など多くの文字のもととなった。

　フェニキア人はシドン・ティルスなどの都市国家をつくって地中

海貿易を独
どく

占
せん

し、カルタゴなど多くの植
しょく

民
みん

市
し

をたてた。また、彼ら

の用いた文字はギリシアに伝わってアルファベットに発展し、のち

のヨーロッパ諸言語の文字のもととなった。

　ヘブライ人（ユダヤ人）❸は遊牧民であったが、パレスチナに定住

した❹。彼らは統一王国をたて、王国は前10世紀頃に繁栄した。し

かし、のちに王国は南北にわかれ、北のイスラエル王国は前８世紀

にアッシリアに滅ぼされた。南のユダ王国も前６世紀に新バビロニ

アに征
せい

服
ふく

され、多数の住民がその都であるバビロン 7につれ去られ

て、約50年後に解放された（バビロン捕
ほ

囚
しゅう

）。

　こうした試練のなかで、ヘブライ人は唯
ゆい

一
いつ

の神ヤハウェへの信仰

を固く守るとともに、この神により選ばれた民族としての自
じ

覚
かく

を強

め、救
きゅう

世
せい

主
しゅ

（メシア）を待ち望む信仰であるユダヤ教を生み出した。

彼らがバビロンから帰国後に確立したこの宗教の教
きょう

典
てん

は、のちにキ

リスト教の教典ともなって『旧
きゅう

約
やく

聖書』と呼ばれ、ヨーロッパ人によ

東地中海の諸民族

▶p.72

❸ヘブライ人とは他民族による呼び
名で、彼ら自身はイスラエル人と称し
た。またバビロン捕囚後は、ユダヤ
人と呼ばれることが多い。

❹『旧約聖書』によれば、一部はエ
ジプトに移

い

住
じゅう

したが、新王国の圧
あっ

政
せい

に苦しみ、前13世紀頃に指導者モー
セに率いられてパレスチナに脱出し
た（「出

しゅつ

エジプト」）。

▶p.34

▶p.35

▶p.77

6「死者の書」　白衣で椅
い

子
す

に座る「冥
めい

界
かい

の王」オシリスの前
で、死者が最後の審

しん

判
ぱん

を受けて
いる様子が描かれている。

7 バビロンのイシュタル門（復
ふく

元
げん

）　バビロン捕囚をお
こなったネブカドネザル２世（在位前604〜前562）は、イ
シュタル門のほか、「空中庭園」「バベルの塔」などの伝

でん

承
しょう

で名高いバビロン市の再建につとめた。
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32 第1章  文明の成立と古代文明の特質

リア高原に強力な国家を建設し、メソポタミアに遠
えん

征
せい

してバビロン

第１王朝を滅ぼし、さらにシリアにも進出してエジプトと戦った。

ヒッタイト人はメソポタミアに定住しなかったため、諸民族が侵
しん

入
にゅう

し、前15～前14世紀以降、諸王国が並
へい

立
りつ

する複雑な政治状況が生ま

れた。

　メソポタミアでは、言語の違いをこえて多くの民族に楔
くさび

形
がた

文字が

用いられ、粘
ねん

土
ど

板
ばん

に刻
きざ

まれた。また太
たい

陰
いん

暦
れき

や週七日制、時を刻む単

位となった六十進法ををはじめとする実用の学問も発達した。

　　　　　　　　　　エジプトではナイル川の増減水 4を利用して

豊かな農業がおこなわれた❷。大
だい

規
き

模
ぼ

な治
ち

水
すい

の必要からメソポタミアより早く、前3000年頃には王（ファラオ）に

よる統一国家がつくられた。以後、約30の王朝が交
こう

替
たい

したが、その

うちもっとも繁
はん

栄
えい

したのが古王国・中王国・新王国の３時代である。

　エジプトの王は、生ける神として専
せん

制
せい

的
てき

な神
しん

権
けん

政治をおこなった。

古王国はナイル川下流域のメンフィスを中心に栄え、クフ王らが巨

大なピラミッド 5を築かせた。中王国時代には、中心は上
かみ

エジプト

のテーベに移ったが、その末期にシリア方面から遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

ヒクソスが

流入し、国内は一時混乱した。しかし前16世紀にヒクソスを撃
げき

退
たい

し

て新王国が成立し、さらにシリアへと進出した。前14世紀にはアメ

ンヘテプ４世が１つの神（アテン）だけを信
しん

仰
こう

する宗教改革をおこ

なったが、この改革は王の死で終わった。

　エジプト人の宗教は太陽神ラーを中心とする多
た

神
しん

教
きょう

で、新王国時

代にはテーベの守
しゅ

護
ご

神
しん

アメンの信仰と結びついたアメン =ラーの信

仰が盛んになった。エジプト人は霊
れい

魂
こん

の不
ふ

滅
めつ

を信じてミイラをつく

エジプトの統一国家

❷古代ギリシアの歴史家ヘロドトス
(▶p.70)の言葉「エジプトはナイルのた
まもの」に象

しょう

徴
ちょう

される。

前27世紀頃〜前22世紀頃 前21世紀頃〜前18世紀頃 前16〜前11世紀

前26世紀頃

在位前1351頃〜前1334頃

アメンヘテプ４世
在位前1351頃〜前1334頃

テーベの神官団をおさえるために、都
をテル =エル =アマルナへ移し、太陽
とその光線で表されるアテンを唯一絶
対の神とした。芸術面では、従

じゅう

来
らい

の
様式美を廃

はい

して写
しゃ

実
じつ

的
てき

な表現を求め、
みずからの特

とく

異
い

な風
ふう

貌
ぼう

もおくすること
なく描くように命じたといわれる。

アメンヘテプ４世は、宗教改革によって何
をおこなおうとしたのだろうか。

4 ナイル川の水位と農耕　ナ
イル川は毎年９月に最大水量とな
る。堤

てい

防
ぼう

で耕地をため池のように
囲み、上流から運ばれてきた肥

こ

え
た土（沃

よく

土
ど

）を残した。

5 ピラミッド（奥）と守
しゅ

護
ご

神
しん

スフィンクス　最大のクフ王のピ
ラミッドは、基辺230m、高さ146.5mあり、建設には専門の職人
が1年を通して従

じゅう

事
じ

した。
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指導上の留意点
●❶■4から、ナイル川流域で王権が発達した要
因を分析させる。

●❷■5■6から、王の政治的宗教的権威だけでな
く、霊魂不滅と死後の世界を信じるなど
人々の来世的な観念を分析させる。

●❸コラム「アメンホテプ 4世」から、宗教
改革の目的を判断し、エジプトの神権政治
の特徴を説明する。

●❹「フェニキア人の海洋交易」から東地中海
の諸民族の活動を分析し、オリエント世界
の交易・交流の活発化について理解する。

●❺■7から、新バビロニア王国の繁栄とバビロ
ン捕囚を関連づけ、ユダヤ教が成立した歴
史的背景を理解する。

アメンヘテプ4世　王は太陽神ラーの実子とされ、即位と同時にこの世で
のラーの役割を演じ、人々も王を神とみなした。王は神々と人間社会を調和する宗教
的機能と、人間社会を安定・繁栄する政治的機能が期待されたが、前者がより重視さ
れた。また、ラーは時代ごとに王の守護神と結びついたため、特定の神官団が強大化
した。新王国時代には、戦功や豊穣はテーベの守護神アメン（アモン）神のおかげとさ
れ、王は寄進を繰り返した。王位継承にも影響力をもった神官団に対応したのが、ア
メンヘテプ4世であった。唯一神としたアテン（アトン）神への接触は王と王妃のみ
として、専制君主的な神権政治の確立を目指した。しかし、祭祀を王が独占したため
アテン神信仰は人々に広がらず、急激な改革で国内も混乱した。王の死後、アメン神
官団が復権する。次王ツタンカーメンは、名前を「アテンの生き生きとした似姿」か
ら「アメンの似姿」へ改名し、首都をテーベに戻した。授業では、ミイラや死者の書
などから来世的な傾向が強く神々への信仰が篤かったことなどに気が付かせる。ピラ
ミッドが太陽神信仰に関係し、その造営は宗教的な労働奉仕の可能性があることなど
も紹介するとよい。それ故に神官団の権威は高まりやすく王権の脅威となったことを
説明し、生徒にファラオとしてどのような対策をおこなうか考えさせる。その後、ア
メンヘテプ4世が創作した「アテン讃歌」を紹介し、アテン神の印象を尋ねる。生
徒は、太陽、特に太陽光に関係する神、創造神、唯一神、シリア・ヌビアにも影響を
与える神といったことを読み取るだろう。そして、王がアテン神を賛美した理由を、
王権と神官団の関係から判断させる。最後に、教科書本文や図版アメンヘテプ4世↗■4ナイルの水位と農耕　ナイル川では、

エチオピア高原の雨季による青ナイルの増水が、
下流域のエジプトに定期的洪水をもたらした。上
流の沃土をため池のようにして畑に沈殿させ、水
位が低下したときに農作業をおこなった。毎年く
りかえされるこの治水と農作業により、肥料を使
わなくても広大な面積の畑で安定的に農産物が確
保できた。授業では、ティグリス・ユーフラテス
川と異なり不定期の洪水ではなく、予測な能な氾
濫（増水）であったことに気が付かせたい。その結
果、指導者による計画的な灌漑農業が実施され、
また、測地術や暦、天文学が発達したことを説明
する。さらに、東アジアにおける洪水は8・9
月の収穫期（稲）に重なることが多かったが、エジ
プトの収穫期は5月（麦）であり、洪水の被害を
受けなかったことにも注目させたい。

5ピラミッドと守護神のスフィンクス
ピラミッドは、王のミイラを作製したとされる河
岸神殿、ミイラを運ぶ屋根つきの参道、最後の儀
式用の葬祭神殿、王妃の小ピラミッド、王侯・貴
族の墳墓などで構成される計画的な「ピラミッド
複合体」の一部ある。ピラミッドはファラオの供
養と祭儀、遺骸と副葬品を納めるために建てられ
た可能性が高いが、王のミイラが出土した例はな
い。太陽神信仰の象徴とする説も有力である。公
共事業説は当時の農民の豊かさから否定されてい
る。建設に従事したのは奴隷ではなく、専属の職
人や労働者であり、パンやビール、肉など十分な
食料の配給があった。ピラミッドに関わる様々な
議論を生徒に紹介し、エジプト文明に興味関心を
持たせたい。ギザの三大ピラミッドがピラミッド
建築の頂点とされ、当初は化粧石で全面が滑らか
に覆われ、太陽や月が壁面に映し出されたとされ
る。王の頭巾をつけた大スフィンクスは、カフラー
王の葬祭殿への参道の入り口に建てられた。石材
を切り出した石灰岩の岩山を利用して建設され
た。全身は高さ約20m、全長約73mの巨大な
ものである。

第 1章　文明の成立と古代文明の特質

2古代オリエント文明とその周辺②
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 古代オリエント文明や
エーゲ文明でおこなわ

れた神権政治の共通点や相
違点をまとめ、神権政治を改
めて定義してみよう。

まとめ
2統

とう

治
ち

した。しかし、王国は重税と圧
あっ

政
せい

によって服
ふく

属
ぞく

民
みん

の反抗をまね

き、まもなく崩
ほう

壊
かい

した。その後のオリエント世界には、エジプト・

リディア・新バビロニア（カルデア）・メディアの４王国 9が分立す

ることになった。

　　　　　　　　　　　南アジアは、現在のインドを中心に、ヒマ

ラヤから中央部の砂
さ

漠
ばく

やデカン高原、イン

ダス川やガンジス川そしてインド洋の島々に至る多様な地域である。

季節風（モンスーン）の影響を強く受け、雨
う

季
き

と乾
かん

季
き

の差がはっきり

しており、夏と冬の寒暖差のある北部地域と、年間を通じて気温の

高い南部地域とに大きく二分される。南アジアでは雨季に稲
いね

、乾季

に麦が栽
さい

培
ばい

され、牛や羊
ひつじ

などの飼育を組み合わせた生産活動がおこ

なわれてきた。人々は、大きくアーリヤ系とドラヴィダ系にわかれ

る。古くから異民族が進
しん

入
にゅう

し、それまで暮らしてきた民族とまじわ

りつつも完全に同化されてしまうことは

なく、多くの民族・言語・宗教が共
きょう

存
そん

す

る独自の世界が形成された。

　　　　　　　　南アジア最古の文明は、

前2600年頃におこった

青銅器時代の都市文明で、ドラヴィダ系

と考えられるインダス文明である。イン

ダス川流域のモエンジョ =ダーロ 1 2 や

ハラッパーを代表とする同文明の遺
い

跡
せき

は、

すぐれた都市計画にもとづいてつくられ

南アジアの古代文明
古代の南アジアにおいて、王の役割はどのようなものであったのだろうか。

3

南アジアの風土と人々

インダス文明

1 モエンジョ=ダーロ出土の印
いん

章
しょう

　
印章には牛や架空の一

いっ

角
かく

獣
じゅう

をモチーフ
にしたものが多い。上部にみられるのが
インダス文字。こうした独特の印章がメ
ソポタミアの遺跡からも出土したため、
両文明の交流が明らかにされた。

10アッシュルバニパル王の狩
しゅ

猟
りょう

　
アッシリア王の勇

ゆう

壮
そう

なライオン狩りを
描いた浮

う

き彫
ぼ

り。首都ニネヴェ出土。
宗教的な儀式の１つであったライ

オン狩りは、国王にとってどのような
意味があったのだろうか。

2 モエンジョ=ダーロ遺跡　縦
たて

・横・厚さの比率が一定の煉
れん

瓦
が

が用いられ、
整
せい

然
ぜん

とした街なみをつくっていた。インダス文明の都市遺跡は、1500km四方に
点
てん

在
ざい

し、メソポタミア文明や中国文明よりはるかに広
こう

範
はん

囲
い

にわたって分
ぶん

布
ぷ

している。
一方で、発見された都市の数は約20と少なく、小

しょう

規
き

模
ぼ

である。
インダス文明において、王権はどのようなものだったのだろうか。
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る思想・芸術活動の大きな源
げん

泉
せん

となった。

　　　　　　　エジプト・シリアなどオリエント世界

と交
こう

易
えき

で結びついていた東地中海沿
えん

岸
がん

には、エーゲ文明と呼ばれる青
せい

銅
どう

器
き

文明が誕
たん

生
じょう

した。

　この文明は、まずクレタ島で栄えた。前2000年頃に

始まるクレタ文明 8では、王が宗教的に大きな力をも

ち、中心地クノッソスには大宮殿が建てられた。この

文明を担
にな

った人々の民族系統は不明であるが、彼らは

城
じょう

壁
へき

をもたず、開放的で明るい文明を築いた。

　一方ギリシア本土では、北
ほっ

方
ぽう

から移
い

住
じゅう

してきたギリシア人が、前

16世紀からミケーネ文明を築きはじめた。戦
せん

闘
とう

的
てき

であった彼らは、

ミケーネ・ティリンスなどに石づくりの城
じょう

塞
さい

を中心とした小王国を

たて、その勢力はクレタ島やトロイア（トロヤ）にまでおよんだ。こ

れらの小王国では、王が役人組織を使って地方の村々から農産物・

家
か

畜
ちく

や武器などの手工業製品を王宮に集め、それらを需
じゅ

要
よう

に応じて

再び各地に分配した。

　しかし、前1200年頃ミケーネ文明の諸王国は突然滅び、混乱のな

かで、多くのギリシア人が本土からエーゲ海一帯に移住した。

　　　　　　　　　　　　オリエント世界を最初に統一したのは、

北メソポタミアにおこったアッシリア 10

である。この王国は前７世紀前半、鉄製の武器と騎
き

馬
ば

戦術による強

力な軍事力で全オリエントを征
せい

服
ふく

した。

　アッシリア王は、政治・軍事・宗教など様々な面で強大な専
せん

制
せい

君
くん

主
しゅ

であり、国内を州にわけ、駅
えき

伝
でん

制
せい

❺を設け、各地に総
そう

督
とく

をおいて

エーゲ文明

▶シュリーマン

オリエントの統一と分裂
前2千年紀初め〜前612

❺主要道路に宿
しゅく

駅
えき

を設け、旅行者
の支

し

援
えん

や物
ぶっ

資
し

の搬
はん

送
そう

をおこなう制度。

シュリーマン 1822〜90

幼少時からホメロスの叙
じょ

事
じ

詩
し
(▶p.69)を愛読し、トロイア

戦争を事実と信じていた。
14歳で学校を終えてからは、
働きながら語学を猛勉強し
て18カ国語を習

しゅう

得
とく

し、貿易
商として巨万の富を蓄えた。
少年時代からの夢を求めて
41歳で仕事をやめ、トロイ
ア発
はっ

掘
くつ

に専
せん

念
ねん

した。

9 アッシリアと４王国の領
りょう

域
いき

アッシリアと４王国の領域を比べて、オ
リエント世界の変化について説明しよう。

サイス
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ナパタ
メロエ
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アッシリアの
成立期の領域
アッシリアの
最大領域（前7世紀）

地
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海

エ
ー
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カ
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ペ
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シ
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湾

紅

　
　
　
　

海

ナ
イ
ル
川

500km0

8クノッソス宮殿（復
ふく

元
げん

）　クレタ文明のフレスコ画は人物
や動物が明るくのびのびと描かれているのが特

とく

徴
ちょう

である。海
の生物も好んで描かれた。
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■1モエンジョ =ダーロ出土の印章　一辺
2～4 cm、厚さ1 cmほどの滑らかな凍石でつ
くられた1232個の印章が発掘されている。印章
はメソポタミアにみられるような円筒式ではなく
スタンプ式で、商人が商取引の帳簿に押印したり、
商品などを泥で封した際の押印などに用いられた
と思われる。押印には呪術的意味合いが強かった
と考えられ、牛や一角獣などの神聖視されていた
動物とインダス文字と呼ばれる象形文字が刻まれ
ている。こうした印章はメソポタミアの遺跡から
も出土するため、両文明の交流が明らかになって
いる。

■2モエンジョ =ダーロ遺跡　ほかの古代
文明では、日干し煉瓦が一般的であるが、インダ
ス文明では、縦4：横2：厚さ1という比率の
焼き煉瓦が大量に用いられている。またほかの古
代文明にみられる、巨大な墓、神殿に相当するも
のはインダス文明にはない。都市を守る城壁は低
く、武器類も貧弱であり、王権がそれほど強力で
はなかったと推定される。最大のモエンジョ =
ダーロやハラッパーでも1 km²程度である。
▶巨大な墓、神殿などはなく、都市も少なく小
規模であるため、王権はそれほど強大ではなかっ
た。

指導上の留意点
●❶■1■2から、モエンジョ =ダーロ遺跡・遺物
を分析させ、インダス文明の王権の特色に
ついて理解させる。
●❷■3からアーリヤ人の自然崇拝の特色と農耕
社会への展開を考察させ、バラモンやク
シャトリヤなど階級分化が進んだことを理
解させる。
●❸■4からアーリヤ人の王権とバラモンの関係
を読み解き、カースト制の背景や社会への
働きを説明させる。

3 節 ▶インダス文明の王権は、都市建
設など政治的・行政的な役割を担ったと考
えられるが、その権威は高くなかった。アー
リヤ人の王権は、当初祭祀を司っていたが、
バラモンが複雑な祭祀をとりおこなうよう
になると、武力を担い人々を保護する役割
が中心となった。その権威はバラモンのほ
うが高かったが、王権はバラモンと結びつ
き、現実社会の最上位に位置づいていた。

融和を実現させることが、理想的な王の役割として考えられていた。このことは、伝
統的なメソポタミア王の働きに通じるものがある。一方で、様々な文化を背景とする
民族と広大な領土を統治するという意味でのオリエント初の「帝国」の王であり、そ
の支配は強制捕囚政策のように強圧的であった。
▶猛獣に立ち向かう王の強さを示して、王は人々を守るという古来からの王の役割

を想起させるとともに、社会秩序の安定を祈願した。

2節まとめ　メソポタミア文明とエジプト文明、エーゲ文明、アッシリアの
王権を比較し共通点や相違点を整理する。そして、古代オリエント世界の神権
政治を生徒各自で再定義させたい。例えば、次のように考察させることができ
る。オリエント文明の王権は神と結びつくことで、専制的な支配を確立し、強
力な軍隊を組織し官僚制を整えた。専制的な支配の仕組みはエーゲ文明など周
縁地域にも影響を与えた。一方で、神の代理人としてのメソポタミア王の責務
は、神の規範の維持や都市の防衛・豊穣だけでなく、社会正義の実現が重視さ
れた。エジプト文明の王は太陽神ラーの実子とされこの世でのラーの役割を演
じた。メソポタミアと比べて、政治（行政）的機能よりも宗教（祭祀）的機能をよ
り重視した。エーゲ文明では物資を分配することで、祭司として王の権威を高
めるなど、王権と経済の結びつきが特色といえる。アッシリアは、メソポタミ
アの伝統的な神権政治の特色を踏まえつつ、「帝国」の支配の仕組みを整えた
が強圧的であった。こうした考察を踏まえて、神権政治の多様性を説明させる。
また、神権政治を王や神との関係からではなく、人々との関係から再定義させ

ても面白い。神権政治が人々の生活を安定
させ豊かにするものであったのか話合わせ
ることもできる。
▶オリエント文明の王権は神と結びつく
ことで、専制的な支配を確立した。その仕
組みはエーゲ文明など周縁地域にも影響を
与えた。一方で、メソポタミアの王権は社
会正義の実現を重視したのに対し、エジプ
トの王権は神として宗教的な役割を重視し
た。エーゲ文明の王権は生産物の再分配な
ど経済的な働きを重視した。このことから、
古代の神権政治は、神に王権が結びつき専
制的な支配を可能にさせたが、重視された
王権の責務は多様であった。
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 古代オリエント文明や
エーゲ文明でおこなわ

れた神権政治の共通点や相
違点をまとめ、神権政治を改
めて定義してみよう。

まとめ
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とう
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ち

した。しかし、王国は重税と圧
あっ

政
せい

によって服
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属
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壊
かい

した。その後のオリエント世界には、エジプト・
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ることになった。

　　　　　　　　　　　南アジアは、現在のインドを中心に、ヒマ

ラヤから中央部の砂
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やデカン高原、イン

ダス川やガンジス川そしてインド洋の島々に至る多様な地域である。

季節風（モンスーン）の影響を強く受け、雨
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しており、夏と冬の寒暖差のある北部地域と、年間を通じて気温の

高い南部地域とに大きく二分される。南アジアでは雨季に稲
いね

、乾季

に麦が栽
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され、牛や羊
ひつじ

などの飼育を組み合わせた生産活動がおこ
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る。古くから異民族が進
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入
にゅう

し、それまで暮らしてきた民族とまじわ

りつつも完全に同化されてしまうことは

なく、多くの民族・言語・宗教が共
きょう

存
そん

す

る独自の世界が形成された。

　　　　　　　　南アジア最古の文明は、

前2600年頃におこった

青銅器時代の都市文明で、ドラヴィダ系

と考えられるインダス文明である。イン

ダス川流域のモエンジョ =ダーロ 1 2 や

ハラッパーを代表とする同文明の遺
い

跡
せき

は、

すぐれた都市計画にもとづいてつくられ

南アジアの古代文明
古代の南アジアにおいて、王の役割はどのようなものであったのだろうか。

3

南アジアの風土と人々

インダス文明

1 モエンジョ=ダーロ出土の印
いん

章
しょう

　
印章には牛や架空の一

いっ

角
かく

獣
じゅう

をモチーフ
にしたものが多い。上部にみられるのが
インダス文字。こうした独特の印章がメ
ソポタミアの遺跡からも出土したため、
両文明の交流が明らかにされた。

10アッシュルバニパル王の狩
しゅ

猟
りょう

　
アッシリア王の勇

ゆう

壮
そう

なライオン狩りを
描いた浮

う

き彫
ぼ

り。首都ニネヴェ出土。
宗教的な儀式の１つであったライ

オン狩りは、国王にとってどのような
意味があったのだろうか。

2 モエンジョ=ダーロ遺跡　縦
たて

・横・厚さの比率が一定の煉
れん

瓦
が

が用いられ、
整
せい

然
ぜん

とした街なみをつくっていた。インダス文明の都市遺跡は、1500km四方に
点
てん

在
ざい

し、メソポタミア文明や中国文明よりはるかに広
こう

範
はん

囲
い

にわたって分
ぶん

布
ぷ

している。
一方で、発見された都市の数は約20と少なく、小

しょう

規
き

模
ぼ

である。
インダス文明において、王権はどのようなものだったのだろうか。
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る思想・芸術活動の大きな源
げん

泉
せん

となった。

　　　　　　　エジプト・シリアなどオリエント世界

と交
こう

易
えき

で結びついていた東地中海沿
えん

岸
がん

には、エーゲ文明と呼ばれる青
せい

銅
どう

器
き

文明が誕
たん

生
じょう

した。

　この文明は、まずクレタ島で栄えた。前2000年頃に

始まるクレタ文明 8では、王が宗教的に大きな力をも

ち、中心地クノッソスには大宮殿が建てられた。この

文明を担
にな

った人々の民族系統は不明であるが、彼らは

城
じょう

壁
へき

をもたず、開放的で明るい文明を築いた。

　一方ギリシア本土では、北
ほっ

方
ぽう

から移
い

住
じゅう

してきたギリシア人が、前

16世紀からミケーネ文明を築きはじめた。戦
せん

闘
とう

的
てき

であった彼らは、

ミケーネ・ティリンスなどに石づくりの城
じょう

塞
さい

を中心とした小王国を

たて、その勢力はクレタ島やトロイア（トロヤ）にまでおよんだ。こ

れらの小王国では、王が役人組織を使って地方の村々から農産物・

家
か

畜
ちく

や武器などの手工業製品を王宮に集め、それらを需
じゅ

要
よう

に応じて

再び各地に分配した。

　しかし、前1200年頃ミケーネ文明の諸王国は突然滅び、混乱のな

かで、多くのギリシア人が本土からエーゲ海一帯に移住した。

　　　　　　　　　　　　オリエント世界を最初に統一したのは、

北メソポタミアにおこったアッシリア 10

である。この王国は前７世紀前半、鉄製の武器と騎
き

馬
ば

戦術による強

力な軍事力で全オリエントを征
せい

服
ふく

した。

　アッシリア王は、政治・軍事・宗教など様々な面で強大な専
せん

制
せい

君
くん

主
しゅ

であり、国内を州にわけ、駅
えき

伝
でん

制
せい

❺を設け、各地に総
そう

督
とく

をおいて

エーゲ文明

▶シュリーマン

オリエントの統一と分裂
前2千年紀初め〜前612

❺主要道路に宿
しゅく

駅
えき

を設け、旅行者
の支

し

援
えん

や物
ぶっ

資
し

の搬
はん

送
そう

をおこなう制度。

シュリーマン 1822〜90

幼少時からホメロスの叙
じょ

事
じ

詩
し
(▶p.69)を愛読し、トロイア

戦争を事実と信じていた。
14歳で学校を終えてからは、
働きながら語学を猛勉強し
て18カ国語を習

しゅう

得
とく

し、貿易
商として巨万の富を蓄えた。
少年時代からの夢を求めて
41歳で仕事をやめ、トロイ
ア発
はっ

掘
くつ

に専
せん

念
ねん

した。

9 アッシリアと４王国の領
りょう

域
いき

アッシリアと４王国の領域を比べて、オ
リエント世界の変化について説明しよう。

サイス

メンフィス

ダマスクス

テーベ

イェルサレム

バビロン

ニネヴェ

エクバタナ

スサ

サルデス
リディア

エジプト

新バビロニア
メディア

アッシュル

ナパタ
メロエ

クシュ王国 アラビア半島

アッシリアの
成立期の領域
アッシリアの
最大領域（前7世紀）

地
中
海

エ
ー
ゲ
海

カ
ス
ピ
海

イ
ン
ダ
ス
川

アラビア海

ペ
ル
シ
ア
湾

紅

　
　
　
　

海

ナ
イ
ル
川

500km0

8クノッソス宮殿（復
ふく

元
げん

）　クレタ文明のフレスコ画は人物
や動物が明るくのびのびと描かれているのが特

とく

徴
ちょう

である。海
の生物も好んで描かれた。
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指導上の留意点
●❶クノッソス宮殿を分析させ、エーゲ文明の
王政について理解させる。
●❷■9から、アッシリアの台頭やオリエント世
界の拡大の様子を理解させる。
●❸■⑩から、アッシリアの宗教的儀式を分析さ
せ、その神権政治の特色を理解させる。
●❹ 2節まとめから、オリエント世界の神権
政治を比較させ、その多様性を説明させた
り、人々の視点などから再定義させたりす
る。

復元されたトロイアの木馬　ホメロスの
『イリアス』『オデュッセイア』に記されたトロイ
ア戦争と木馬の計について説明し、エーゲ文明に
ついて興味関心を持たせたい。シュリーマンはこ
うした神話伝承を参考に、トロイア発掘以後、ミ
ケーネやティリンスなどでも発掘を行い、ミケー
ネの獅子門や「アガメムノンのマスク」など多数
の遺跡・遺物を発見した。私たちの周りにある神
話伝承と事実の関係を説明することもできる。

■■9アッシリアと4王国　東地中海の諸
民族の活動によって交易網が発展する中で、アッ
シリアはアナトリアとメソポタミア・イランの交
易ルートを押さえて繁栄の基盤を確立した。明示
されている成立期の領域からその発展の理由に気
づかせたい。前7世紀のアッシュルバニパル王
が領土を最大にした。4王国では、最強を誇っ
た新バビロニアやメディアに着目させたい。前者↗

■⑩アッシュルバニパル王の狩猟　本図版はアッシュルバニパル王（在位前
668～前627）が戦車から槍でライオンを倒す様子を表現したニネヴェの壮麗な王
宮に残る浮き彫りである。別の石版には倒されたライオンが神殿に奉納される様子も
彫られている。メソポタミアには、かつてライオンが生息しており、その脅威から人々
を守ることが王の使命の一つとされていた。やがて、王はライオンを飼育して、儀式
として狩るようになった。ライオンが魔を象徴し、その魔をしとめることで、王が宇
宙の秩序を整える意味もあった。ライオン狩りは、人々を守るという古来からの王の
役割を想起させるとともに、社会秩序の安定の祈願でもあった。アッシュルバニパル
は王としては例外的に文字を読むことができる文武両道の王であり、自らもこのこと
を誇ってニネヴェに図書館を設けている。アッシリアの歴代の王は好戦的とみなされ
がちであるが、最高神「アッシュル」の意志を実行する「副王」として社会的公正・↗

■8クノッソス宮殿　クレタ文明の宮殿は
中庭を取り囲むように、王・支配者の居住区、貯
蔵庫、工房などの建物が配置された。祭司的な支
配者の住む場所であるとともに、地方の村々から
集めた生産物を貯蔵庫で管理し分配することで、
その権威を維持した。クノッソス宮殿は迷宮伝説
でも知られ、その貯蔵庫は最大1万8千人分の
食料を供給可能であった。図版のフレスコ画は、
王妃の間と呼ばれる部屋に復元され、イルカのほ
かに小魚、黒色でウニなどが描かれている。ミケー
ネ文明は同様な支配の仕組みに、オリエント的専
制支配原理を導入したとされる。文書には王が労
働や軍事に多くの人々を動員したことも記されて
いる。各地でオリエントの二輪戦車のレリーフが
出土し、ヒッタイト石造技術を用いたミケーネの
獅子門のような城塞も造られた。授業では、図版
のクノッソス宮殿のフレスコ画や迷宮伝説などか
ら興味を持たせる。そして、クノッソス宮殿の見
取り図を用意して、大規模な貯蔵庫の存在に気が
つかせ、その働きを探究させる。自然環境の視点
から集められた生産物を考えさせても面白い。
王・支配者の祭司的な性格と物資の再分配による
権威付けという王政の特色を認識させたい。また、
ミケーネ文明では、獅子門の写真を用意して、堅
固な城壁をめぐらせた宮殿が各地に出現したこと
を説明し、王や支配者にどのような性格が加わっ
たかを探究させたい。オリエント世界の影響など
も分析させ、専制的な支配がおこなわれた可能性
を考える。

の領域は、教科書p.30で示されている豊かな「肥沃な三日月地帯」と重なることを
指摘させたい。後者は、歴史史料に登場した最初のイラン系の人々であり、ペルシア
人も支配下におき、中央アジアまで領域を広げていることに気が付かせたい。
▶アッシリアはティグリス・ユーフラテス川とナイル川流域を中心とした地域を支

配したが、新バビロニアが肥沃な三日月地帯を支配し最強を誇り、メディアがイラン
高原を、エジプトが地中海沿岸部をそれぞれ支配し、オリエント世界を東西に拡大し
発展させた。

第 1章　文明の成立と古代文明の特質

2古代オリエント文明とその周辺③／■3南アジアの古代文明①
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教師用指導書
研究編

世界史探究教科書共通

B5判・504頁　定価5,500円

山川出版社の世界史探究教科書で共通
してご使用いただけます。大きいテー
マを扱う「基本考察」、各用語ごとの
「用語解説」、「エピソード」「参考文献」
を『詳説世界史』の配列に沿って記し
ています。

教師用指導書 授業実践編
高校世界史

節のまとめ、節末の問いの
解答例を示しています。

第11章　近世ヨーロッパ世界の動向 233232

義の用語法では，1８世紀末以降確立していく近代資本主義社
会において，労働者階級たるプロレタリアートと対立する資
本家階級を指す言葉としてブルジョワが用いられた。

プロト工業化　　近世ヨーロッパの工業生産の形態は，ギル
ド制が支配する中世の都市工業とも，近代以降の工場制工業
とも異なっている。製造過程の多くが農村に進出し，素朴な
技術水準にとどまりながら，大量の需要にこたえて生産が行
われていたのである。近世の農村工業の意義は，わが国でも
長らく西洋経済史家の間で論じられてきたが，この現象を把
握するための理論として，世界的に受け入れられているのが，
1９70年代にF = メンデルスにより提唱された「プロト工業化」
論である。これによれば，プロト工業化とは遠隔地需要向け
の農村工業の興隆を指し，こうした工業地帯への供給を行う
特化的農業地域の成立も伴う。また生産編成のカギとなるの
が問屋制度で，概して都市に住む資本家が，原料や半加工品
の前貸しを通して農村生産者を統制した。都市は仕上げなど
高度な工程を受け持つことが多く，都市と農村との分業関係
を重視するのが，プロト工業化論の特色である。さらに，わ
けても初期の論者たちが，雇用，市況が人口動態に与える影
響に強い関心を持っていたのも特徴的であった。鉱山業や
様々な都市工業といった，明らかに近世において繁栄してい
た諸工業に対しては，この理論の適用が困難な面もある。た
だ，数々の批判にさらされながらも，「プロト工業化」/「プ
ロト工業」はヨーロッパ経済史上の必須概念となって久しく，
さらにヨーロッパ史以外，とりわけアジア史にも応用されて
いる。（斎藤修『プロト工業化の時代─西欧と日本の比較史』〈日本評

論社，1９８5年〉，斎藤修『比較経済発展論─歴史的アプローチ』〈岩波書

店，200８年〉，F・メンデルスほか〈篠塚信義ほか編訳〉『西欧近代と農村

工業』〈北海道大学図書刊行会，1９９1年〉，L・A・クラークソン〈鈴木健夫

訳〉『プロト工業化─工業化の第一局面？』〈早稲田大学出版部，1９９3年〉

参照）

レンブラント（Harmenszoon van Rijn Rembrandt 1606～
6９）　 17世紀を代表するオランダの画家。明と暗を強調す
るルミニズムの技法にすぐれ，「光の画家」とも呼ばれる。
絵画技巧史上では，ベラスケス（Diego Rodríguez de Silva y
Velázquez 15９９～1660）とともに特筆される。宗教画家とし
てことにすぐれているが，風俗・風景・肖像画にも幾多の名
作を残し，「テュルプ博士の解剖学講義」（1632年），「夜警」

（1642年）など我々に親しい作品がある。

東インド会社　　イギリス・オランダ・フランスなどでは，
出資者を募って資金を調達し，独占権を与えられて国際商業
に従事する貿易会社が設立された。その代表的なものが東イ
ンド会社である。中世末以来，商業資本主義の発達に伴い，
各企業間の競争が激しくなり，合同して合名会社・合資会社
のような形態を経て株式会社が成立した。それは社員（株主）
が株式による出資額を限度とする有限責任をとる企業形態で，
1602年設立のオランダ東インド会社をもってはじめとする

（イギリス東インド会社は1662年に株式会社の形をとった）。
各国の東インド会社は17世紀より1９世紀にかけて，東イン

ーマンスを示した。例えば農業では，干拓により土地を造成
しながら，園芸農業などで高い生産性を発揮した。製造業で
はライデンの毛織物業やザーンダム地域の造船業などが全ヨ
ーロッパ的な評判を獲得し，さらに漁業（特にニシン漁）でも
他国を大きく引き離した。とりわけオランダの優勢が顕著だ
ったのが，海運・貿易の分野である。バルト海などヨーロッ
パ周辺海域にとどまらず，オランダの海運・貿易業者はグロ
ーバルに活動を展開した。南北アメリカや東インドにおいて
は，先行者であるスペイン・ポルトガルの権益を侵食しつつ，
イギリスなどの競争相手をよく抑えこんでいた。こうした遠
隔地の冒険的事業は独占的特許会社により運営され，その代
表格が1602年に設立されたオランダ東インド会社である。ア
ムステルダムも，スペイン軍の侵攻を受けて陥落したアント
ウェルペンの経済的・人的遺産を引き継ぎつつ，世界市場と
しての地位を確立していく。17世紀のオランダは，経済面に
とどまらず，文化・学芸上でも「黄金時代」を迎えた。レン
ブラント，フェルメールに代表される17世紀オランダ美術は，
世界美術史上独自の地位を占めている。加えて言論・出版の
自由が認められていた当時のオランダでは，グロティウスや
スピノザのようなオランダ人のほか，デカルトなども活発な
知的活動を展開した。
　I = ウォーラ―ステインの「近代世界システム論」によれば，
1625～75年頃のオランダは，生産・商業・金融で全ての中核
国に対して優位を誇る，史上初の「ヘゲモニー国家」と位置
づけられる。またJ = ド = フリースとA = ファン = デァ = ワ
ウデによれば，近世オランダは世界史上初めて持続的経済成
長を達成した「最初の近代経済」であったとされている。し
かし，オランダ黄金時代の繁栄も，17世紀末には陰りをみせ
る。1650～70年代の 3 次にわたる英蘭戦争や，1672年のフラ
ンスの侵攻が打撃になったのはいうまでもない。加えて，イ
ギリスの航海法やフランスの保護主義政策も，オランダ海運
業の優位性を効果的に掘り崩した。他方，オランダ国内にも
構造的問題を抱え，高賃金や重税による経済の高コスト体質，
連邦国家ゆえの過度な分権的体制も，ヨーロッパの大国間競
争からオランダを徐々に脱落させる要因になったといわれる。

（C・ウィルソン〈堀越孝一訳〉『オランダ共和国』〈平凡社，1９71年〉，J・ド・

フリース，A・ファン・デァ・ワウデ〈大西吉之，杉浦未樹訳〉『最初の近

代経済─オランダ経済の成功・失敗と持続力　1500-1８15』〈名古屋大学

出版会，200９年〉，P・J・リートベルゲン〈肥塚隆訳〉『オランダ小史─

先史時代から今日まで』〈かまくら春秋社，201８年〉，I・ウォーラーステ

イン〈川北稔訳〉『重商主義と「ヨーロッパ世界経済」の凝集〈近代世界シ

ステムII〉』〈名古屋大学出版会，1９９3年〉参照）

ブルジョワジー　　中世ラテン語の「城塞」を意味する
burgusに語源のあるブルジョワは，市の開催される町に住
む人という意味から，市民や市民身分を指す言葉として用い
られた（ブルジョワジーは，ブルジョワの集合名詞）。中世以
来，都市の正規の市民と認められるには一定の租税や権利金
を払うことが必要だったが，それが可能な者は富裕な商工業
者や財産収入で生活できる者に限られていた。それゆえにブ
ルジョワは有産者および有産者が構成する身分を指すように
なり，現在ではこの意味が主流である。かつてのマルクス主

革を促した社会・経済上の要因が注視された。その結果，
社会経済史の分野では，封建制廃棄の基礎過程の分析と
して，わけても土地（財産）問題をめぐる研究が進んだ。
また政治・思想史の分野では，水平派などの推進した人
民による民主主義運動が，フランス革命におけるジャコ
バン主義等との対比において関心の的となった。
　しかし，実証研究の進展とともに，近代市民社会を終
着点とする単線的な発展図式の中にイギリス革命を無批
判におく見方は大きな批判にさらされることとなった。
例えば，王党派も議会派も社会的には同じジェントリ層
を代表するものであり，党派形成に大きな影響を与えた
のは地方ないし血縁によるつながりだとみる説，あるい
は，16世紀以来宮廷官職と結びついて勃興したジェン
トリと，宮廷から排除された地方ジェントリの対立から
内乱を説明する見解などがある。また，およそ1970年
代から，既存のグランド ＝セオリーを排し，詳細な史料
検証に依拠しつつ歴史の偶発性を重視する「修正主義」
的研究が盛んになり，その浸透とともに，革命は必然的
な歴史過程とはみなされなくなった。すなわち，ジェー
ムズ１世（James I 在位1603～25）期までのイギリスが統
治において十分な安定をみせていたことが明らかとなり，
これまで想定されていたような，長期的で不可避的な革
命の原因は否定された。現在では，革命への道はむしろ，
議会との妥協を拒否し，広く臣民の支持を得ることなく
大権主導の革新的な諸政策（「イノヴェイション」と呼ば
れる）を断行したチャールズ１世（Charles I 在位1625～
49）の失政によって短期的に準備されたとする解釈が有
力である。また，革命の多様な側面が分析されるにつれ
て，ピューリタンによる国教会への抵抗・打倒という宗
教的側面のみを強調する「ピューリタン革命」という呼
称は，それに付加されてきた進歩史観的な響きに対する
抵抗感もおそらくは手伝って，近年あまり用いられない
傾向にある。それにかわり，「内戦」ないし「内乱」が
より包括的，中立的な表現として使われるようになった。
　さらに，修正主義による見直しの最大の成果は，革命
をイングランドのみならず，スコットランド，アイルラ
ンドを含めた三王国の枠組みの中で理解する必要性を喚
起した点にある。そもそも，イングランドにおいて国王
と議会の対立を武力衝突へと至らしめた最大の要因は，
スコットランドとアイルランドで反乱が生じ，チャール
ズ１世がそれに効果的な対応をとれなかった点にあり，
革命の戦局も，両王国の軍事状況に大きな影響を受けた。
この点を踏まえ，現在ではイギリス革命を「三王国戦争」
という言葉で表現する研究者もいる。
　こうした動向は，長らく批判が続けられてきたイング
ランド中心史観の克服という点で重要な意味を持つ。し
かし一方で，革命像は複雑さを増し，またグランド・セ
オリーの崩壊によって，17世紀半ばの諸変革を前後の
時代と関連づけて明確に説明することはますます難しく
なっている。高度に細分化された研究を統合し，改めて
イギリス史全体の中で革命の位置付けを問うことが現在

ド・ヨーロッパ間の交易や，さらには南アジア・東南アジア
における植民地の経営に従事した。この場合「東インド」と
は，特許状によれば喜望峰以東，マゼラン海峡に至る全海域
を指すもので，したがって「西インド」は喜望峰以西の新大
陸全般を指した。本来の目的は，「東インド」物産のヨーロ
ッパへの輸入を独占し，高い利潤をあげることであったが，
各国間の競争により，各地の伝統的政治権力と結びつくこと
により現地の政治的・軍事的支配権把握が必要となった。そ
のため，東インド会社間の争いが植民地戦争に発展した。そ
の結果，東インド会社は本国の政策と密接に結びつき，「国
家内の国家」として，出先官庁のような性格を帯びるに至っ
た。

アンボイナ事件　　インドネシア東部の小島アンボイナで
1623年に起こった事件。同島は，1512年以来ポルトガル領と
なっていたが，1605年オランダがポルトガル人を一掃して拠
点とした。これに対しイギリスもまもなく商館を設けてオラ
ンダと激しく争うようになった。かくして引き起こされたの
が，アンボイナ事件である。当時オランダの居城であったニ
ューヴィクトリア城付近をうろついていた挙動不審の日本人
傭兵を捕らえて厳しく詰問した結果，イギリスがオランダ商
館襲撃を企てていたことを自供した。オランダ商館長はイギ
リス商館員を捕らえ，結局イギリス人10人，日本人 ９ 人，ポ
ルトガル人 1 人を処刑した。ただし，自供の信頼性は疑問と
される。本国間の対立を惹起し，オランダ側は賠償金を支払
った。事件を機にイギリスは東・東南アジアから手を引き，
インド進出に力を注ぐようになった。

王権神授説　　絶対主義時代の諸君主は，宗教的にはロー
マ = カトリック教会の普遍的権威からの自立をはかり，世俗
的には封建諸侯を抑え，国家の集権化を進めたが，そのよう
な国王を頂点とする統治体制を理論的に支えたのが王権神授
説である。王の権力は神から授けられたもので，したがって
王は神に対してのみ責任を負い，法には拘束されず，人民の
反抗も許されないとした。例えば，イギリスのジェームズ 1
世は，自ら執筆した『自由な君主国の真の法』（15９８年）にお
いて，国王を神の地上における姿であると論じた。またフラ
ンスにおいても，ルイ14世期の高名な神学者・司教にして王
太子ルイの家庭教師でもあったボシュエ（Jacques-Bénigne
Bossuet 1627～1704）が，神の使者たる王の神聖性を説き，
典型的な王権神授説を唱えた。

イギリス革命の歴史的性格 　日本におけるイギリス革
命研究は，近代化ならびに民主化の達成という，第二次
世界大戦後の課題に大きく規定される中で始まった。そ
れはまずもって国教会体制と結びついた絶対王政を打倒
することによって「市民」による立憲主義的政体が実現
される市民革命と位置づけられ，その過程における政治
史，およびその背後に存在した政治思想の動向が検証さ
れた。さらに，ヒルやホブズボームらイギリスのマルク
ス主義史家から多大な影響を受けて，そのような政治変
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28 第1章  文明の成立と古代文明の特質

文明の誕生
各地で始まった農耕と牧畜は、人々の暮らしをどのようにかえたのだろうか。

1

　　　　　　　　　　　約１万年前に氷
ひょう

期
き

が終わると地球は温
おん

暖
だん

化
か

し、自然環
かん

境
きょう

が大きく変化したため、新
しん

人
じん

は地域ごとの多様な環境に適
てき

応
おう

していった。そのなかでもっとも

重要だったできごとは、約9000年前の西アジアで、麦の栽
さい

培
ばい

とヤギ・

羊
ひつじ

・牛などの飼
し

育
いく

が始まったことであった。これが農耕 2・牧
ぼく

畜
ちく

の

開始である。これにより人類は積極的に自然環境を改変する能力を

身につけ、食料を生産する生活を営みはじめた。人類史は、狩
しゅ

猟
りょう

・

採
さい

集
しゅう

を中心にした獲
かく

得
とく

経済から、農耕・牧畜による生産経済に移る

という重大な変
へん

革
かく

をとげたのである。その結果、人口は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に増

え、文明成立の基
き

礎
そ

が築かれた。

　農耕・牧畜が始まると、人類は集
しゅう

落
らく

に住み、織
おり

物
もの

や土
ど

器
き

3をつく

り、また石
いし

斧
おの

・石
いし

臼
うす

などの磨
ま

製
せい

石器 1を用いた。新石器時代の始ま

りである。このような初期農耕民の新石器文化は、アジア・ヨーロッ

農耕と牧畜のはじまり

▶p.15

2 農耕をおこなう男女 牡
お

牛
うし

に犂
すき

を牽
ひ

かせて土地を耕す男性と、その後につづいて種をまく女性。前1200年頃のエジプトの壁画。

1 磨
ま

製
せい

石器 砥
と

石
いし

を使って表面を磨
みが

い
た石器。研

けん

磨
ま

の技術は新石器時代の
農耕開始とともに発達し、石斧・石臼な
どが製作・使用された。

5
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文明の成立と古代文明の特質
世界各地で、自然環境にもとづいて多様な古代文明が成立し、その
もとでは王などの権力者を中心とする社会や文化も形成された。古
代文明において、王は人々にとってどのような存在であったのだろうか。

1第 章
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1 文明の誕生 29

パ・アフリカの各大陸に広がった。

　　　　　　　初期の農耕は雨水だけに頼り、また肥
ひ

料
りょう

を用いない

方法によっていたため、収
しゅう

穫
かく

が少なく、耕地もかえ

ていかなくてはならなかった。しかし、メソポタミア（ほぼ現在の

イラクにあたる）をはじめとする地域で灌
かん

漑
がい

農業❶が始まると食料

の生産力は高まり、余裕が生まれるにつれて貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大や仕事

の分業化が進んだ。こうして権力者が多くの人々を統一的に支配す

る国家という仕組みが生まれた。ナイル川、ティグリス川・ユーフ

ラテス川、インダス川、黄
こう

河
が

・長
ちょう

江
こう

の各流域には高度な文明 4が誕
たん

生
じょう

し、やや遅れてアメリカ大陸にも独自の文明が形成された。

　こうした文明においては、宗教や交
こう

易
えき

の中心である都市が生まれ

た。武器や工具などの金属器がつくられ、また多くの文明では政治

や商業の記録を残すための文字が発明された。ここから人類史は、

歴史時代に入っていった❷。

文明の成立

❶堤
てい

防
ぼう

や水路で川の流れをコント
ロールし（治

ち

水
すい

）、農作物をつくるた
めに水を引いて土地を潤

うるお

して耕作す
る農業のこと。

▶p.32

▶p.30 ▶p.35 ▶p.37

▶p.40

❷16世紀頃に始まる「世界の一体
化」(▶p.130)の以前にも、世界各地で
は言語や宗教を共通の基

き

盤
ばん

として、
独自の特

とく

徴
ちょう

をもつ文化的なまとまりが
形成されていた。本書では、こうし
たまとまりを「東アジア世界」「地中海
世界」などの表現を用いて示してい
る。

文明の誕生は人々の関
係をどのようにかえた

のだろうか。

まとめ
1

4 おもな古代文明とその遺
い
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インカ文明
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中国文明
メソポタミア文明
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コンゴ（ザイール）川

ニジェール川

ザンベジ川

インダス川インダス川
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エーゲ文明

赤道

3 彩
さい

文
もん

土器　表面に彩
さい

色
しき

文
もん

様
よう

をつけた土器を彩文
土器という。貯

ちょ

蔵
ぞう

やビール・ワインなどの酒
しゅ

器
き

として用
いられたが、模

も

様
よう

は左のような幾
き

何
か

学
がく

文
もん

から徐々に右の
ように動物も描かれるようになっていった。
なぜ幾何学文だけでなく、動物も描かれるようになっ

たのだろうか。考えてみよう。

5

10

028-041_高校世界史（供）_第1部1章1-5節.indd   29028-041_高校世界史（供）_第1部1章1-5節.indd   29 2022/10/13   10:102022/10/13   10:10

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・注・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ２種の画像データ
④教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 問いと解答例の一覧
⑤指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑥板書例テキスト Word 板書例のテキストデータ
⑦年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑧授業用スライド PowerPoint 教科書の節ごとに構成
問いの解答例も収録

⑨授業用スライド対応ワークシート Word スライドに対応したワークシート

⑩準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）例付き

⑪準拠ノート PDF    Word 『高校世界史ノート』の紙面データ
⑫白地図集 JPEG プリント用・黒板用２種の画像データ

❶教科書紙面   PDF 　❷本文・注・史料テキスト  Word 　❸地図・図表   JPEG

 11 / 88 
 

高校世界史 p.30～35 
第Ⅰ部 諸地域の歴史的特質の形成 
第１章 文明の成立と古代文明の特質 

 
２ 古代オリエント文明とその周辺 

 
【Q 古代オリエント文明やエーゲ文明の王は、どのように人々を支配したのだろうか。】 
 
オリエント世界と東地中海沿岸の風土と人々 
オリエントの風土 
   オリエント  …「日ののぼるところ」ローマの「東方」 
 乾燥して気温が高い。砂漠・草原・岩山が多い 
 →遊牧やオアシス農業 
 大河…  メソポタミア  のティグリス川・ユーフラテス川 
      エジプト  のナイル川 
 →定期的な川の増水を利用した灌漑農業 
 
Q 様々な王朝が興亡したメソポタミア地方は、どのような地形をしているのだろうか。 
ティグリス・ユーフラテス川流域の平野。両大河に挟まれ、洪水に襲われた。 
 
 
 

 
オリエントの社会＝大規模な治水・灌漑をおこなう必要 
 →統率する王が神やその代理人として大きな権力をもつ  神権政治  が成立 
 
東地中海沿岸の風土 
 夏乾燥・冬少雨。石灰岩の丘→オリーブなどの果樹栽培や羊の牧畜 
東地中海沿岸の社会 
 重要な交通路として様々な文明が発達 
  

２ 古代オリエント文明とその周辺

第１章 文明の成立と古代文明の特質

高校世界史 ～

Ｑ 古代オリエント文明やエーゲ文明の王は、どのよ
うに人々を支配したのだろうか。

3

古代オリエント
世界と東地中海
沿岸

Ｑ 様々な王朝が興亡したメソポタミア地方は、どのような
地形をしているのだろうか。

１－２ 古代オリエント文明とその周辺

2

オリエント世界と東地中海沿岸の風土と人々

オリエントの風土
オリエント…「日ののぼるところ」ローマの「東方」
乾燥して気温が高い。砂漠・草原・岩山が多い
→遊牧やオアシス農業
大河…メソポタミアのティグリス川・ユーフラテス川

エジプトのナイル川
→定期的な川の増水を利用した灌漑農業

１－２ 古代オリエント文明とその周辺
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シュメール人の都市国家とメソポタミアの統一 
メソポタミア南部 
  シュメール人  が  都市国家  を形成（紀元前 2700 年ころ） 
 ウル・ウルクなどの都市国家。互いに争う 
 王・神官・役人・戦士が実権掌握→階級社会成立 
 都市の神を祀る壮大な神殿や王宮…ジッグラト（聖塔） 
  アッカド人  がメソポタミア南部を統一（前 24 世紀ころ） 
 
Q 王が壮大な神殿をつくった目的は何だったのだろうか。 
王はジッグラトを建設し祭儀権を掌握することで、宗教的権威による統治を進めた。また、大規模なジ 
ッグラトを建造することで、王の権力を示すことができた。 
 
 

 
メソポタミアの統一 
 アムル人が  バビロン第１王朝  建国（前 19 世紀初め） 
   ハンムラビ王  が全メソポタミアを統一（前 18 世紀ころ） 
  運河や交易路を整備、法慣習を集成して法典を定める 
    ハンムラビ法典  による政治 
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第 1 章 文明の成立と古代文明の特質 

 

  Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて総合的にとらえて理解

しているとともに、複数の

資料から情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を

身につけている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて理解しているととも

に、複数の資料から情報を

調べまとめる技能を身につ

けている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

ての理解や、資料から情報を

調べまとめる技能が十分に

身についていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象の意味や意義な

どを、時期や年代、推移、比

較、相互の関連や現代世界

とのつながりなどに着目

し、資料を通して読み取れ

る情報から多面的・多角的

に考察し、表現している。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質に関

わる諸事象について、資料

を通して読み取れる情報か

ら多面的・多角的に考察し、

表現している。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質に関わ

る諸事象について、資料の読

み取りが不十分で、適切な考

察にもとづき表現していな

い。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを効果的に活用し、課題

を主体的に探究しようとし

ている。 

各地の古代文明の特徴と、

それらに共通する特質につ

いて、みずから関心をもっ

て学習に取り組み、振り返

りを活用し、課題を探究し

ようとしている。 

各地の古代文明の特徴と、そ

れらに共通する特質につい

て、学習への取り組みが不十

分で、振り返りを活用できて

いない。 
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B 問題 
高校世界史 p.28～41 

第 1 章 文明の成立と古代文明の特質 
 
第 1 問 古代文明に関する授業を想定したつぎの会話文を読み、下の問いに答えよ。 
先 生：ナイル川、ティグリス川・ユーフラテス川など各流域に高度な文明が誕生しました。また、やや

遅れて①アメリカ大陸にも独自の文明が形成されました。今日から古代文明について学習して

いきます。 
生徒 A：ティグリス川・ユーフラテス川のあいだに栄えた文明は( i )文明と中学校で習いました。 
先 生：いいですね。( i )を統一した王朝で発布された資料 1 には、どのようなことが書かれている

でしょうか。 
 
資料 1 
196．他人の目をつぶしたならば、自分の目をつぶさなければならない。 
199．他人の奴隷の目をつぶしたり、他人の奴隷の骨を折ったならば、奴隷の値段の半額を支払わなけ

ればならない。 
 
生徒 A：( I )が書かれています。 
先 生：素晴らしい。よく読み取れていますね。 
生徒 B：先生、僕はナイル川流域で栄えた文明を知っています。エジプト文明ですよね。 
先 生：その通りです。どのような特徴があったか覚えていますか。 
生徒 B：閉鎖的な地形で外敵の侵入を受けにくく、約 30 の王朝が交替しましたが、そのうち中王国では

ギザの三大ピラミッドがつくられました。宗教は太陽神ラーを中心とする多神教で、エジプト人

は霊魂の不滅を信じてミイラをつくり、そこには死後の案内書である②「死者の書」がそえられ

ました。 
生徒 C：あれ？B さんの( II )の部分が違います。正しくは( III )です。 
先 生：さすが古代史が得意な C さん、正しい指摘ですね。でも B さんもよく知っていましたね。 
生徒 B：少し間違えてしまいましたが、エジプト文明にはとても興味があります。このあいだミイラ展に

も行ってきました。 
 
問 1 会話文中の空欄( i )に当てはまる語句を答えよ。【知識・技能】 
 
問 2 会話文中の空欄( I )に当てはまる文を 20～30 字以内で答えよ。【思考・判断・表現】 
 
問 3 会話文中の空欄( II )・( III )に当てはまる語句を答えよ。【思考・判断・表現】 
 
問 4 会話文中の下線部①について、古代アメリカ文明に関する記述として正しいものを、つぎのア～エ

から 1 つ選べ。【知識・技能】 

⚫�準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）例」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。
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第 10 章 アジアの諸帝国の繁栄 

 16 世紀の西アジア・南アジア・東アジアには、それぞれ広大な領土を統治する帝国が繁栄していた。

それらはどのような帝国で、どのように国内を統治していたのだろうか。 

 

１ オスマン帝国とサファヴィー朝 

オスマン帝国は、16 世紀にはアジア・アフリカ・ヨーロッパにまたがる大帝国となるが、その広大な

領土をどのように統治したのだろうか。 

p.132〜135 

①①  オオススママンン帝帝国国のの成成立立とと発発展展  

 ❶オオススママンン帝帝国国のの成成立立  

  アナトリア西部に進出したトルコ人が、14 世紀初め頃にスルタンを中心に建国 

   →バルカン半島へ進出 

  危機の時代：［①バヤジット１世］がティムール軍に敗北 

 ❷オオススママンン帝帝国国のの発発展展  

  ［②メフメト２世］の時代：コンスタンティノープル(のちの(③イスタンブル))を攻略し、(④ビ

ザンツ帝国)を滅ぼす(1453)→ビザンツ帝国の中央集権的な統治制度を継承 

 

〈統治のしくみ〉 

スルタン：絶対専制君主 イスラーム法・カーヌーン(世俗の法)によって統治し、スンナ派信仰を擁

護 

↓           ↓ 

(⑤ティマール)制       軍事力                   中央   →   地方 

で征服地の徴税権  シパーヒー  (⑥イェニチェリ)   御前会議    州 

を分与される   (トルコ系騎士)  (常備歩兵軍団)       ↓      県     非ムスリムの 

デヴシルメと呼ばれる制度で徴用された、          司法・行政      郡     宗教共同体。 

支配地域のキリスト教徒の子弟の一部が登用される         官僚     農村・都市 納税を条件に 

ウラマー              自治が認めら 

イランの書記技術を統治に活用           (法学者)    ミッレト  れる 

 

❸オオススママンン帝帝国国のの拡拡大大 

  ［⑦セリム１世］の時代 

  ：サファヴィー朝を退け、アナトリア東部を支配 

  →1517 年、(⑧マムルーク)朝を滅ぼし、イスラーム教の両聖都メッカとメディナの保護権を得る 

  ［⑨スレイマン１世］の時代：最盛期 

   (⑩ハンガリー)を征服 

   (⑪ウィーン)を包囲(1529) 

    →ハプスブルク家に脅威を与える 

   (⑫プレウェザ)の海戦(1538)に勝利し、地中海の制海権を得る 

 

⓫準拠ノート   PDF   Word

⓬白地図集  JPEG

⚫『高校世界史ノート』の紙面データは、PDFとWordの2種類を収録しました。
　※PDFデータには、一部を除き写真も掲載しています。

⚫�プリントなどの作成に便利な白地図データは、プリント用・黒板用の2種塁をご用意いた
します。

106 第10章　アジアの諸帝国の繁栄

第10章

アジアの諸帝国の繁栄

1 　オスマン帝国の成立と発展
❶オスマン帝国の成立
アナトリア西部に進出したトルコ人が、14世紀初め頃にスルタンを中心に建国
→バルカン半島へ進出

危機の時代：［　 　］がティムール軍に敗北
❷オスマン帝国の発展
［　 　］の時代：コンスタンティノープル（のちの（　 　））を攻略し、
（　 　）を滅ぼす（1453）→ビザンツ帝国の中央集権的な統治制度を継承

〈統治のしくみ〉
スルタン：絶対専制君主　イスラーム法・カーヌーン（世俗の法）によって統治し、スンナ派信仰を擁護

↓ ↓
軍事力 中央 → 地方

シパーヒー （　 　） 御前会議 州
（トルコ系騎士） （常備歩兵軍団） ↓ 県

司法・行政 郡

官僚

ウラマー

（法学者）

農村・都市

ミッレト

6

（　 　）制
で征服地の徴税権

を分与される

5

デヴシルメと呼ばれる制度で徴用された、

支配地域のキリスト教徒の子
し

弟
てい

の一部が登
とう

用
よう

される

イランの書記技術を統治に活用

非ムスリムの

宗教共同体。

納税を条件に

自治が認めら

れる

❸オスマン帝国の拡大
［　 　］の時代
：サファヴィー朝を退け、アナトリア東
部を支配

→�1517年、（　 　）朝を滅ぼし、
イスラーム教の両聖

せい

都
と

メッカとメディ
ナの保護権を得る

［　 　］の時代：最盛期
（　 　）を征服
（　 　）を包囲（1529）
　　→ハプスブルク家に脅

きょう

威
い

を与える
（　 　）の海戦（1538）に勝利し、地中海の制海権を得る

オスマン帝国とサファヴィー朝 教◯ p.132 〜 1351

1

2 3

4

7

8

9

10

11

12

オスマン帝国は、16 世紀にはアジア・アフリカ・ヨーロッパにまたがる
大帝国となるが、その広大な領土をどのように統治したのだろうか。

16世紀の西アジア・南アジア・東アジアには、それぞれ広大な領土を統治する帝国が繁栄し
ていた。それらはどのような帝国で、どのように国内を統治していたのだろうか。

（３
＊ 　　　    　　　　）

（12
＊  　　　    　　）

（11
＊  　　　    　）

〈オスマン帝国とサファヴィー朝の最大領域〉

教師用指導書 授業実践編 付属データ集
高校世界史

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫様々なパターンの出題形式を用意しています。

❿準拠テスト例  Word
〈１章ごとにA4約10枚収録〉 PDF Word

〈プリント用〉 〈黒板用〉
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第10章

アジアの諸帝国の繁栄

1 　オスマン帝国の成立と発展
❶オスマン帝国の成立
アナトリア西部に進出したトルコ人が、14世紀初め頃にスルタンを中心に建国
→バルカン半島へ進出
危機の時代：［　 　］がティムール軍に敗北

❷オスマン帝国の発展
［　 　］の時代：コンスタンティノープル（のちの（　 　））を攻略し、
（　 　）を滅ぼす（1453）→ビザンツ帝国の中央集権的な統治制度を継承

〈統治のしくみ〉
スルタン：絶対専制君主　イスラーム法・カーヌーン（世俗の法）によって統治し、スンナ派信仰を擁護

↓ ↓
軍事力 中央 → 地方

シパーヒー （　 　） 御前会議 州
（トルコ系騎士） （常備歩兵軍団） ↓ 県

司法・行政 郡

官僚

ウラマー

（法学者）

農村・都市

ミッレト

6

（　 　）制
で征服地の徴税権

を分与される

5

デヴシルメと呼ばれる制度で徴用された、

支配地域のキリスト教徒の子
し

弟
てい

の一部が登
とう

用
よう

される

イランの書記技術を統治に活用

非ムスリムの

宗教共同体。

納税を条件に

自治が認めら

れる

❸オスマン帝国の拡大
［　 　］の時代
：サファヴィー朝を退け、アナトリア東
部を支配
→�1517年、（　 　）朝を滅ぼし、
イスラーム教の両聖

せい

都
と

メッカとメディ
ナの保護権を得る

［　 　］の時代：最盛期
（　 　）を征服
（　 　）を包囲（1529）
　　→ハプスブルク家に脅

きょう

威
い

を与える
（　 　）の海戦（1538）に勝利し、地中海の制海権を得る

オスマン帝国とサファヴィー朝 教◯ p.132 〜 1351

1

2 3

4

7

8

9

10

11

12

オスマン帝国は、16 世紀にはアジア・アフリカ・ヨーロッパにまたがる
大帝国となるが、その広大な領土をどのように統治したのだろうか。

16世紀の西アジア・南アジア・東アジアには、それぞれ広大な領土を統治する帝国が繁栄し
ていた。それらはどのような帝国で、どのように国内を統治していたのだろうか。

（３
＊ 　　　    　　　　）

（12
＊  　　　    　　）

（11
＊  　　　    　）

〈オスマン帝国とサファヴィー朝の最大領域〉

1　オスマン帝国とサファヴィー朝 107

2 　オスマン帝国下の社会
❶統治体制の変化
17世紀以降、（　 　）制が衰え、（　 　）制が税制の主流となる
→18世紀には、各地で徴

ちょう

税
ぜい

を請
うけ

負
お

う地方有力者（アーヤーン）が台
たい

頭
とう

キリスト教徒・ユダヤ教徒は、納税を条件に各宗教共同体の法に従って暮らすことが認められる
（ミッレト制）

❷経済の発展
交
こう

易
えき

や商工業が発達し、都市が成長
都市の商工業者…信

しん

仰
こう

に関係なく組合（エスナーフ）を構成
長距離交易：特

とっ

権
けん

商人がおこない、キリスト教徒やユダヤ教徒も従
じゅう

事
じ

ヨーロッパとの交易：スルタンから、（　 　）（商業活動や居住の自由などの
特権）を認められたヨーロッパ商人が活躍

❸文化の融合
都市では諸民族・諸宗教が共

きょう

存
そん

、音楽・芸能・食文化で融合が進む
ビザンツ帝国の影響：大ドームの建築、イラン文化の影響：絵画や文学

3 　サファヴィー朝とイラン社会
❶サファヴィー朝の成立
15世紀後半、神秘主義（スーフィズム）を掲げるサファヴィー教団がトルコ系遊

ゆう

牧
ぼく

民
みん

の支持を得る
16世紀初め（　 　）を占領してサファヴィー朝（1501～1736）を建国
支配者はイランの伝統的称号である「シャー」を使用
（　 　）派のなかでも穏健な（　 　）派を受容
→支配地域に（　 　）派信仰が浸透

オスマン帝国に対抗：16世紀初め、（　 　）をめぐってオスマン帝国と戦う→敗北
❷最盛期：［　 　］の時代
（　 　）をオスマン帝国から奪い返す
（　 　）を新たな首都に
→「世界の半分」と称されるほど繁

はん

栄
えい

詩・絵画・工芸が発達：イラン産の絹
けん

糸
し

を用いた絨
じゅう

毯
たん

は輸出品として重
ちょう

用
よう

される

5
＊

13

14

15

16 17

16
＊

18

19

18
＊

20

〈（　 　）の 「王の広場」〉20
＊

オスマン帝国とサファヴィー朝が支持した宗派の違いは何だったのだろうか。
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ムガル帝国の領域を示した次の地図と図Aについて、
以下の問１～４に答えなさい。

問1．ムガル帝国に隣接し、その文化に大きな影響を与えた㋐の王朝は何か。
� （　 　）
問2．ムガル帝国のアクバルによって新たな都とされた、㋑の都市名を答えなさい。
� （　　　 　　　）
問3．都市㋑に建設された、図Aの建造物の名称を答えなさい。� （　 　）
問4．17世紀半ばに成立した、地図中の㋒のヒンドゥー国家の名称を答えなさい。
� （　 　）

図A

イスラーム教徒が支配するムガル帝国では、
どのような宗教政策が帝国の繁栄と衰退につながったのだろうか。

B5判・248頁＋解答24頁・２色刷　定価935円（10％税込）　ISBN978-4-634-04123-3

◦�教科書本文の記述に沿って、前後関係も分かりやすくまとめています。
◦�整理図解や地図の空欄補充も適宜設けています。

高校世界史ノート
高校世界史

世探705準拠

教科書中の図版・資料
を使用した確認問題も
掲載しています。

自由に使える
ノート欄を設
けています。

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。
をご提供いたします。

PDFWord

教科書のゴチックを中心に、重要語句を空欄にしています。
答えやすいよう、人名は［　］、事項は（　）で表しています。

高
校
世
界
史

関
連
教
材

62 63



1 宋とアジア諸地域の自立化 117

開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しゅう

として栄えた。

宋代の開封はどのような都だったのだろうか探
究
し
よ
う

Q1 文中の太字を地図上でたどって、その区域・
施設の特

とく

徴
ちょう

を確認しよう。
Q2 文中の下線部の語句を、辞典やインターネッ
トを利用して調べてみよう。

Q3 文中の波線部について、以下のことをインター
ネットや文献を使って調べてみよう。
国子監：どのような施設だろうか。
燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。
官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのよう
なものだろうか。
金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用さ
れていたのだろうか。

Q4 「清明上河図」などを参照して、開封の街の想
像図を描いてみよう。その際、説明文に、匂
いや音なども想像して記入してみよう。

Q5 『東
とう

京
けい

夢
む

華
か

録
ろく

』を読み、当時の人々の生活をよ
り深く探究してみよう。

五丈河

金水河

蔡
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汴

州
西
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太
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興
国
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祅
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旧
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新
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華
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御
街

東
華
門

東華門街　
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州橋 相国寺橋
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約6.5km

約7.2km

河

朱雀門

卍

卍

馬
行
街●❶
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●❸
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●❹

●❺
●❻
●❼
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潘楼酒店
中瓦子／裏瓦子
桑家瓦子
高陽正店

中山正店
保康門瓦子
新門瓦子　

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封
の街を皆さんに紹介したい。
　開封の街は三重の城

じょう

壁
へき

からできており、４本の運河
が流れている。正

せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、
開封にはそのような店が数多くある。瓦

が

市
し

とは盛り場の
ことである。
　国子監からまっすぐ北上すると竜

りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津
橋から州橋にかけては、夏には胡

ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶ
したかき氷、ボケの実エキスのジュース、緑

りょく

豆
とう

の砂糖漬
け、甘

かん

草
ぞう

で甘味をつけた氷水などが売られている。こ
れらの店は午前零時頃まで商売をしている。
朱
す

雀
ざく

門は、宋の第２代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

４（979）年、
改名された。この年、皇帝は北漢を併

へい

合
ごう

し天下統一を
果たしたが、遼

りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年
である。
州橋とその東の相

しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない
平橋であったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国
寺橋より東側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国
寺がみえる。大相国寺は開封最大の仏教寺院であり、
皇帝の行

ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

におこなわれた。
　相国寺の境

けい

内
だい

では、毎月５回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。
変わった動物や日常品など、様々なものが売られている。
さらに地方から帰任した官

かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も

出品されている。その裏側には占い師や不思議な術を見
せる者もいて、賑わっている。
　州橋を渡った御

ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、
様々な儀

ぎ

礼
れい

がおこなわれた。
　まっすぐ進むと宮

きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路
は東華門街と呼ばれ、開封で１、２を争うにぎわいで
ある。東華門は、官僚が出退勤する通用門であり、宮
中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でもあった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめった
に開閉せず、その門外には、殿

でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペル
シアの宗教施設、祆

けん

廟
びょう

があった。
　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対
には潘

はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、
羊
ひつじ

の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝
市がすんでも次々に店が出る。さらに進むと一帯には芝

しば

居
い

小屋が50余ある。なかには数千人を収容できるもの
もあり、薬売り・古着売り・床屋・切り紙芸人・小

こ

唄
うた

う
たいなどの店もあって、飽きることがない。
馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、
医院や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋
の百倍はにぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めるこ
とができないほどである。本当に開封は活気にあふれ
た良い街である。

（孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）
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開封は黄河と大運河の合流地点に位置する都市であり、華北の交易の要
よう

衝
しょう

として栄えた。当時
の人物になりきって、開封を歩いてみよう。

探究しよう 宋代の開封はどのような都だったのだろうか

　私は国
こく

子
し

監
かん

で学ぶ者である。今日は私の暮らす開封の街を

皆さんに紹介したい。

　開封の街は三重の城壁からできており、4本の運河が流れ

ている。正
せい

店
てん

とは庭園をもつ高級酒
しゅ

楼
ろう

のことで、開封にはそ

のような店が数多くある。瓦
が

市
し

とは盛り場のことである。

　国子監からまっすぐ北上すると竜
りゅう

津
しん

橋
きょう

にでる。竜津橋から

州橋にかけては、夏には胡
ご

麻
ま

豆
どう

腐
ふ

、砂糖をまぶしたかき氷、

ボケの実エキスのジュース、緑
りょく

豆
とう

の砂糖漬け、甘
かん

草
ぞう

で甘味を

つけた氷水などが売られている。これらの店は午前零時頃ま

で商売をしている。

　朱
す

雀
ざく

門は、宋の第2代太
たい

宗
そう

の太
たい

平
へい

興
こう

国
こく

4（979）年、改名され

た。この年、皇帝は北漢を併
へい

合
ごう

し天下統一を果たしたが、遼
りょう

に敗れ燕
えん

雲
うん

十六州の奪
だっ

還
かん

に失敗した年である。

　州橋とその東の相
しょう

国
こく

寺
じ

橋は、大型船が通過できない平橋で
あったため、汴

べん

河
が

をさかのぼってきた物資は相国寺橋より東

側で荷下ろしされた。朱雀門を入ると大相国寺がみえる。大

相国寺は開封最大の仏教寺院であり、皇帝の行
ぎょう

幸
こう

も頻
ひん

繁
ぱん

にお

こなわれた。

　相国寺の境
けい

内
だい

では、毎月5回民衆の市
いち

場
ば

が開かれる。変わ

った動物や日常品など、様々なものが売られている。さらに

地方から帰任した官
かん

僚
りょう

が持参した各地の産物も出品されてい

る。その裏側には占い師や不思議な術を見せる者もいて、賑

わっている。

　州橋を渡った御
ぎょ

街
がい

の幅は約300mにおよぶもので、様々な

儀
ぎ

礼
れい

がおこなわれた。

　まっすぐ進むと宮
きゅう

城
じょう

の宣
せん

徳
とく

門
もん

に至る。東
とう

華
か

門
もん

の街路は東華
門街と呼ばれ、開封で1、2を争うにぎわいである。東華門は、
官僚が出退勤する通用門であり、宮中への物資の搬

はん

入
にゅう

口
ぐち

でも

あった。一方西
せい

華
か

門
もん

はめったに開閉せず、その門外には、殿
でん

前
ぜん

司
し

という軍営やペルシアの宗教施設、祆
けん

廟
びょう

があった。

　宣徳門から東進すると金銀交易所があり、道の反対には潘
はん

楼
ろう

酒店がある。界
かい

隈
わい

では毎日早朝から市
いち

がたち、羊の頭や臓
ぞう

物
もつ

・かに・あさりといった食物が並ぶ。朝市がすんでも次々

に店が出る。さらに進むと一帯には芝
しば

居
い

小屋が50余ある。な

かには数千人を収容できるものもあり、薬売り・古着売り・

床屋・切り紙芸人・小
こ

唄
うた

うたいなどの店もあって、飽きるこ

とがない。

　馬
ば

行
こう

街
がい

を北上すると旧
きゅう

封
ほう

丘
きゅう

門
もん

である。この両側には、医院

や薬屋が並ぶ。このほか、各種の店が並び、州橋の百倍はに

ぎやかで、車馬は道いっぱい、足を止めることができないほ

どである。本当に開封は活気にあふれた良い街である。�
� （孟元老〈入矢義高ほか訳〉『東京夢華録』を参考に作成）

	 1

	  1　資料中の太字の場所を赤で

囲もう。

	  2　地図中の距離約7.2㎞は実

測では6.8㎝である。竜津橋から宣徳

門が実測で1.8㎝だとすると、距離は

約何㎞になるだろう。また徒歩1分の

距離が約80ｍとすると、この距離は約

何分で歩けるだろう。

	  3　文章を参考にして、金銀交

易所の位置に★印をつけよう。

教◯ p.117

竜津橋

宋代の開封はどのような都だったのだろうか 93

� 2　文中の太字や下線部の語句のうち、以下のものをインターネットや文献を使って調

べてみよう。

運河：

酒楼：

朱雀門：

行幸：

祆廟：

� 3　文中の波線部について、以下のことをインターネットや文献を使って調べてみよう。

国子監：どのような施設だろうか。

燕雲十六州：この土地の重要性は何だろうか。

官僚：宋代の官僚の社会的地位とはどのようなものだろうか。

金銀交易所：宋代はどのような通貨が利用されていたのだろうか。

� 4　教科書の「清明上河図」や以下の文章を参照して、開封の街の一部を想像して描いて

みよう。その際、説明文に、匂いや音なども想像して記入してみよう。

＊中国では古来、食肉としては羊が最上で、豚は下級

とされた。血も凝固させて千切りに刻み、食用とした。

また炒める、揚げる、蒸し焼きなど多様な料理法が開

発されており、貯蔵された天然氷を砕いて砂糖をかけ

たものもあった。魚料理も多種あり、毎朝生魚が何千

荷と運び込まれてきた。

� 5　『東京夢華録』を読み、当時の人々の生活をより深く探究してみよう。

1

【教科書】 A5判　160頁＋解答16頁　2色刷　定価990円（10％税込）　ISBN978-4-634-04132-5

◦�『高校世界史』中の「探究しよう」のページは、ワークシート形式にしています。

高校世界史ノート
高校世界史

Questionは教科
書上の「Q」と対応
しています。
生徒自ら取り組み
やすいよう、適宜
Workを設定して
います。

『高校世界史』『詳説世界史』に対
応しています。

左ページと右ページの解答が同じ用語なので、繰り返
し、多面的に学習できます。

「地図問題」「資料問題」など、地
図や写真を用いた設問も掲載し
ています。

左ページはリード文の穴埋め問題で流
れを理解します。

右ページは一問一答で用語を
確認します。

⚫�リード文の穴埋めと一問一答、2種類の出題形式で重要用語を繰り返
し学習する問題集です。
⚫�基本的な歴史の流れをつかみながら、重要語句を効率よく覚えること
ができます。
⚫�解答欄のスペースは大きく、直接書きこみやすくなっています。

高校世界史基本用語問題集
ツインズ・マスター

高校世界史

世探705・704準拠

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
※書籍紙面データには、許諾上の理由から写真は掲載しておりません。
をご提供いたします。

PDFWord

書きこみやすい解答欄。
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高
校
世
界
史

年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

高校世界史

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追求したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民とし
ての素質・能力を育成することを目指す。

教科書：『高校世界史』
副教材：『高校世界史ノート』

『詳説世界史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）　　　
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解するとともに、諸資料から世界の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的にま
とめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象
の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながり
などに着目して、概念などを活用して多面的・
多角的に考察したり、歴史的に見られる課題を
把握し解決を視野に入れて構想したりする力
や、考察、構想したことを効果的に説明した
り、それらを基に議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重する
ことの大切さについての自覚などを深める。

部 章 節
配当時数

学習内容とねらい
評価の規準

評価方法月 授業時数 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度103時間

第
Ⅰ
部　
諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成

第Ⅰ部へのアプローチ

6月 11

3
◎生業、身分、宗教、王権などを観点にして、ウルのスタンダードを読み解きながら、
興味や疑問をもとに問いを表現する。

・観点に基づいて、ウルのスタンダードから情報
を読み取り、効果的にまとめている。

・「戦争の場面」と「平和の場面」に描かれた人々の生活や身分、
宗教的行為、役割などに着目し、諸地域の歴史的特質を読み解
く観点である生業、身分、宗教、王権などについて考察し、問
いを表現している。

・第Ⅰ部に関わる諸事象について、課
題意識や見通しをもって学習に取り組
もうとしている。

グループ活動の
授業プリント

1　文明の成立と
古代文明の特質

1．文明の誕生

4
・
5

◎農耕と牧畜の社会的影響を分析し、支配観念（王権）の成立要因を探究する。　        
・集住・土器・石器の特色とその社会的影響を考察し、獲得経済から生産経済への変革
を理解する。
・灌漑農業・都市・金属器・文字による社会的影響を考察し、文明の成立を理解する。
●貧富の差の拡大や仕事の分業化などの社会的影響について多面的多角的に考察し、支
配観念（王権）が形成されたことを理解する。

・狩猟・採集を中心とする獲得経済から農耕・牧
畜による生産経済への多様な発展の仕方を理解す
る。
・世界各地で多様な文明が成立したことを理解す
る。
●世界各地で多様な支配観念（王権）が形成された
ことを理解している。　

・集住の変化や土器・石器の発達の背景や影響、相互の関連に
着目し、新しい社会的関係の形成について多面的多角的に考察
し、表現している。
・灌漑農業の開始や都市の誕生、金属器の作成、文字の発明の
背景や影響、相互の関連に着目し、国家・文明の形成について
多面的多角的に考察し、表現している。
●貧富の差の拡大や仕事の分業化などの社会的関係を多面的多
角的に考察し、支配観念（王権）の形成について表現している。

発展学習１：神権政治に基づく専制的
な政治が、人々の生活を安定させ豊か
にするものであったのか話し合い、よ
り良い社会形成のための政治のあり方
を主体的に追究しようとしている。
発展学習２：第Ⅰ部のアプローチでつ
くった問いについて、古代文明の歴史
的特質と関連付けて追究し、何がどこ
まで明らかになったか、何を学ばなけ
ればならないかを自身で確認できてい
る。発展学習３：古代文明の学習を振
り返り、「王権」などの学習の視点や方
法について確認し、次の諸地域世界

（中央ユーラシアと東アジア世界）につ
いて、学習の視点や方法などのつなが
りを見いだそうとしている。

授業プリント・
ペーパーテスト

2．古代オリエ
ント文明とその
周辺

◎神権政治の特色とその伝播を分析し、王の存在意義を探究する。
・メソポタミア文明やエジプト文明、エーゲ文明の神権政治の特色を考察し、それぞれ
の神権政治の共通点や相違点、相互の関係性について理解する。
・メソポタミアやエジプトの高度な文化の特色を考察し、エーゲ文明への影響や現代社
会への影響を理解する。
●古代オリエント文明とその周辺で行われた神権政治を多面的多角的に考察し改めて神
権政治を定義することで、神権政治の多様性を理解する。

・灌漑農耕が行われた大河流域のメソポタミアや
エジプトの王による政治・経済・文化の特色を理
解している。
・メソポタミアやエジプトは高度な文化を形成し、
周辺地域や現代社会へ影響を与えたことを理解し
ている。
・エーゲ海域にオリエント文明の影響を受けて生
まれたエーゲ文明の政治・経済・文化などの特色
を理解している。
●古代オリエント文明とその周辺で行われた神権
政治の多様性を理解している。　

・シュメール人、アッカド人、アムル人の王の政策の変化や社会
への影響を比較したり関連付いたりして、メソポタミアの政治・経
済・文化の特色を多面的多角的に考察し、表現している。
・古王国時代、中王国時代、新王国時代のファラオによる政策の
変化や社会への影響を比較したり関連付いたりして、エジプトの
政治・経済・文化の特色を多面的多角的に考察し、表現している。
・東地中海の諸民族の活動及び古代オリエント文明とエーゲ文
明を比較したり関連付けたりして、エーゲ文明の政治・経済・
文化の特色を多面的多角的に考察し、表現している。
●古代オリエント文明とその周辺で行われた神権政治を多面的
多角的に考察し、改めて神権政治を定義する。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト

3．南アジアの
古代文明

6
・
7

◎神権政治の特色及び他地域の神権政治の共通点・相違点を分析し、王の存在意義を探
究する。
・インダス文明とアーリア人の神権政治を考察し、南アジアの神権政治の推移と特色を
理解する。
●南アジアと古代オリエントの神権政治の共通点・相違点を比較して、古代世界の神権
政治の多様性を理解する。

・インダス文明における王の役割を理解している。
・アーリア人の王とカースト制の関係を理解して
いる。
●南アジアと古代オリエントの神権政治の共通点・
相違点から、神権政治の多様性を理解している。

・インダス文明のモエンジョ＝ダーロやハラッパーの計画性や
出土品の特色に着目して、南アジア初期の王の役割の特色を多
面的多角的に考察し、表現している。
・アーリヤ人の王権とカースト制が結びついた背景やその影響
に着目して、アーリア人の王の役割の特色を多面的多角的に考
察し、表現している。　
●南アジアと古代オリエントの王権と宗教との関係を比較して、
他地域の神権政治の共通点・相違点を考察し、表現している。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト

4．中国の古代
文明

◎神権政治の特色とその現代的影響を分析し、王の存在意義を探究する。
・殷・周・春秋戦国時代の神権政治の特色を考察し、神権政治の推移や多様な展開を理
解する。
・殷・周・春秋戦国時代における神権政治の現代世界へ影響を理解する。
●中国の古代文明で行われた神権政治を多面的多角的に考察し、その多様な展開と現代
的影響を理解する。

・殷・周の王による政治・経済・文化の特色とそ
の現代的影響を理解している。
・春秋・戦国時代の政治・経済・文化の特色とそ
の現代的影響を理解している。
●中国の古代文明における神権政治の多様な展開
とその現代的影響を理解している。

・殷から周への支配の仕組みの推移やその現代的影響などに着
目して、殷・周の王による政治・経済・文化の特色を多面的多
角的に考察し、表現している。　
・春秋・戦国時代の諸侯・王による支配の仕組みを比較したり、
その現代的影響に着目したりして、春秋・戦国時代の政治・経
済・文化の特色を多面的多角的に考察し、表現している。
●中国の古代文明における神権政治について、その推移や多様
な展開の比較、現代的影響に着目して、多面的多角的に考察し、
表現している。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト

5．南北アメリ
カ文明

◎神権政治の特色及び他地域と共通点・相違点を分析し、王の存在意義を探究する。
・マヤ文明・アステカ文明・インカ文明の神権政治を考察し、中南米の先住民文明の神
権政治を理解する。
●アメリカ大陸とユーラシア大陸の神権政治の共通点・相違点を比較して、古代世界の
神権政治の多様性を理解する。

・マヤ文明・アステカ文明・インカ文明といった
先住民文明における政治・経済・文化の特色を理
解している。
●アメリカ大陸の先住民文明とユーラシア大陸の
神権政治の共通点・相違点から、古代世界の神権
政治の多様性を理解している。

・マヤ文明・アステカ文明・インカ文明の王と宗教との関係や
経済・文化の特色を比較して、先住民文明における政治・経済・
文化の特色を多面的多角的に考察し、表現している。
●アメリカ大陸の先住民文明とユーラシア大陸の古代文明にお
ける王権と宗教の関係や経済・文化の特色を比較して、他地域
の神権政治の共通点・相違点を考察し、神権政治の共通性や多
様性を表現している。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト

第
Ⅰ
部　
諸
地
域
の
歴
史
的
特
質
の
形
成

5　イスラーム教の
成立とヨーロッパ世
界の形成

1．アラブの大
征服とカリフ政
権の成立

6月 11

22
・
23

◎イスラーム教の誕生と、その領域拡大の状況を分析し、イスラーム教が社会をどのよ
うに変えたのかを探究する。
・軍事征服を通してのイスラーム領域の拡大について考察し、イスラーム教の特徴や軍
事征服された地域の社会の変化について理解する。
・イスラーム教権威の継承について考察し、イスラーム社会各地域の特徴や相互の関連
性、現代への影響を理解する。
・イスラーム文化について考察し、イスラームの進出地域との文化の融合や特徴と現在
の社会への影響を理解する。
●イスラーム教の誕生と西アジア、北アフリカへの領域拡大の経緯について、各地域の
政治、文化の変容や現代へのつながりについて改めて定義し、理解する。

・軍事征服を通し、 イスラーム領域が西アジア全
体、北インドと拡大してゆき、軍事征服された地
域の文化や社会を変容させていく状況について理
解している。
・ムハンマド死後のイスラーム教権威の継承の状況
や、その特徴や社会の変容の経緯を理解している。
・イスラーム世界に組み込まれた地域の文化とイ
スラーム文化が融合してゆく状況や、今日の社会
に与えた影響を理解している。
●イスラーム教が西アジア、北アフリカへの領域
拡大と並行して伝播した経緯と、各地域の政治、
文化の変容について理解している。

・軍事征服による領域の拡大とその経緯を、周辺諸地域の状況
と関連付けたりしながら多面的多角的に考察し、表現している。
・カリフ政治の始まりや、ウマイヤ朝、アッバース朝の展開と
カリフの権威の継承の経緯や特徴を、多面的多角的に考察し、
表現している。
・イスラームと征服した各地の文化の融合の特色を、元来の文
化の在り方と比較したしながら多面的多角的に考察し、表現し
ている。、
●イスラーム教が西アジア・北アフリカを変容させていく状況
を多面的多角的に考察し、再定義する。

発展学習１：あらたにイスラーム世界
に組み込まれた地域の社会の変化が、
人々の生活にどのような変化をもたら
したのか、また人々の生活を安定させ
豊かにするものであったか話し合い、
より良い社会形成のための政治のあり
方を主体的に追究しようとしている。
発展学習２：ヨーロッパ世界形成の意
味を、西ヨーロッパとビザンツ帝国を
宗教や政治体制のあり方から比較、関
連付けて追究し、何がどこまで明らか
になったか、何を学ばなければならな
いかを自身で確認できている。
発展学習３イスラーム世界やキリスト
教文化圏の研究を軸に、宗教の伝播の
あり方や影響に関する学習の視点や方
法について確認し、つながりを見出そ
うとしている。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト

2．ヨーロッパ
世界の形成

24
・
25

◎キリスト教を基盤とするヨーロッパ世界の形成の経緯を分析し、各国ごとの特徴を探究
する。
・ゲルマン人の移動とローマ帝国内への複数の部族国家形成の状況について考察し、今
日への影響を含めて理解する。
・ビザンツ帝国が独自の文明を築いた状況を考察し、ゲルマン人侵入の影響を強く受け
た西ヨーロッパ世界との相違点や共通点について理解する。
・西ヨーロッパにおける王朝、文化、宗教の展開について考察し、東ヨーロッパ世界と
比較したり関連付けたりして、ヨーロッパ世界形成の多様性を理解する。
●キリト教を基盤とするヨーロッパ世界の形成の状況を、多面的、多角的に考察し改め
て定義することで、ヨーロッパ世界の多様性を理解する。

・ゲルマン人のローマ帝国内への移動と部族国家
形成の状況と国家ごとの特色、部族国家形成が今
日にまでつながる影響を持つことを理解している。
・ゲルマン人侵入の影響を強く受けた西ヨーロッパ世界
と比較したうえで、ビザンツ帝国の形成した独自の文明
の在り方としての宗教や社会体制などを理解している。
・西ヨーロッパにおける王朝、文化、宗教のあり
方や展開を確認し、ヨーロッパ世界形成の多様性
を理解している。
●キリト教を基盤とするヨーロッパ世界の形成の状
況と多様性を理解している。

・ローマ帝国内に樹立された複数のゲルマン人部族国家の興亡に
ついて比較したり関連付けたりして、ゲルマン人による国家形成
の特徴や社会への影響を多面的多角的に考察し、表現している。
・ビザンツ帝国の宗教の在り方、政治における王権の状況、文
化の特徴を、西ヨーロッパ世界と比較したり関連付けたりして
多面的多角的に考察し、表現している。
・フランク王国の形成と分裂に至る過程、封建社会の成立ローマ
＝カトリック教会の力の伸長などを比較したり関連付けたりして、
西ヨーロッパ世界の特徴を多面的多角的に考察し、表現している。
●キリスト教を軸とするヨーロッパ世界の特徴を多面的多角的
に考察し、改めて定義する。

ペ ー パ ー テ ス
ト・グループ活
動の授業プリン
ト
小論述

◎：部へのアプローチに関するもの　●：節のまとめに関するもの

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。
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指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

世界史探究

世探704準拠 世探705準拠 世探706準拠

⚫�ビューアの基本機能（ズーム表示や書き込み等）は「指導者用」「学習者用」共通です。
⚫�「指導者用」には、授業に便利な独自のアプリ機能がつきます。
⚫�価格は ➡p.92 をご覧ください。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と
「学習者用デジタル教科書」の違い

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

「指導者用デジタル教科書（教材）」独自機能

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替や、紙面上のク
リックポイントの表示などの設定が
できます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の二次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地
図・グラフは、凡例（領域・矢印な
ど）やデータ系列ごとに表示／非表
示の切替えができます。必要に応じ
て、特に説明したい要素だけを表示
することができます。

◦Q&Aアプリ
デジタル紙面の発問の部分をクリック／タッチするこ
とで、問いかけに対する解答例のスライドを表示する
ことができます。
（問いかけのスライド・解答例のスライドをボタンで
切り替えることが可能です）

⚫�デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに［インストール版］［クラウド版］を�
ご用意しています。

※画像は『詳説世界史』のサンプルです。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と「教師用指導書 授業実践編 付属データ集」は、それぞ
れ別の商品のため、混同されないようにご注意ください。
⚫�「指導者用デジタル教科書（教材）」は、教科書の電子書籍版に教材アプリの機能がついた
商品です。
⚫�「教師用指導書 授業実

践編 付属データ集」は
紙面PDFや図版データ、
スライド、準拠テスト
例などが収録されたコ
ンテンツ集です。
　 ➡p.28

 
➡p.58

 
　
➡p.84

★ご注文の前にご確認ください★

教師用指導書 授業実践編付属データ集DVD-ROM

教科書紙面PDF

教科書図版データ

教科書テキストデータ 評価規準例

準拠テスト例

授業用スライド

指導書紙面PDF

JPEG

Word

Word

Excel

PowerPoint

※サンプルは「詳説世界史」より抜粋

指導者用 学習者用サンプル版は
こちら！
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約13,000点の地歴コンテンツが定額制で使い放題！

山川＆二宮ICTライブラリ
Webの 社 会 科 準 備 室

山川＆二宮ICTライブラリは、地理・歴史の教育コンテンツを定額制でご利用できる
Webサービスです。

●簡単検索！
フリーワード検索はもちろん、科目・時代・分野・地域やコン
テンツの種類にチェックを入れるだけで簡単に検索・絞り込み
ができます。また、2022年５月より〈書籍別検索〉機能を追
加。関連するコンテンツのリンク機能も充実し、さらに便利に
なります。

まずは無料トライアルを！
法人向け定額制コースをご検討の学校様には、ほぼすべてのコンテンツを２週間お使いいただける

〈無料トライアルパック〉をご用意しています。詳しくはこちらのサービスサイトをご覧ください。▼

●コンテンツ解説文
画像や動画には解説文がついています。生徒の興味や関心を
引き出すための導入や、プリント作成時の参考文として活用で
きます。

●マルチデバイス対応
ひとつのアカウントで、パソコン・タブレット・スマートフォ
ンなど様々なデバイスからご利用になれます。

ご利用中の先生の声

・�Google動画や自然地理アニメなど活用しています。（東
京都私立高校）
・�指導書を個別に購入するよりもコストパフォーマンスが
よく、価格相応と感じます。（静岡県公立高校）
・�授業準備の時間が短縮されました。マルチデバイスは
便利です。（東京都私立高校）
・�コンテンツがクラウドにあるので、ROMからダウンロー
ド等の手間がなく、大変効率的です。（大阪府私立高校）

これまで190校を超える学校様に
ご採用いただきました！

・地理歴史・公民科にご在籍の先生でしたら何名様でもご利用できます。
・同一敷地内の中高一貫校様は、中学校・高等学校ともご利用になれます。

法人向け定額制コース　77,000円／年（税込）

・クレジットカード決済のみのお取り扱いとなります。
・領収書の発行も可能です。

個人向け定額制コース　  1,320円／月（税込）

料金プラン

https://ywl.jp/service

サービスのお申し込み／
詳しいご説明はこちらから

ICTライブラリ  サービスサイト　検索

図表
年表 スライド

地図 動画

グラフ
統計 プリント

指導者用デジタル教科書（教材）／
学習者用デジタル教科書

世界史探究

⚫�「インストール版」はDVDを納品します。各端末にインストールしてご利用ください。
　※リンク先のサイトに遷移する際は、オンライン環境が必要となります。
⚫�「クラウド版」は各端末のブラウザでクラウドサーバーにアクセスしてオンライン環境にて
ご利用ください。

「インストール版」と「クラウド版」の違い

⚫�（インストール方法①）各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　  ※端末インストール（スタンドアロン）はWindows PCのみの対応となります。

⚫�（インストール方法②）DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教
育委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用端末からアクセスし
てご利用ください。 ※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

［インストール版］

指導者用／学習者用　　デジタル教科書　商品概要

⚫�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイド
に沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、ライセンス証記載のご利用開始
日よりご利用いただけます。
⚫�オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利
用ください。

【校内フリーライセンス】

[クラウド版]

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

税込み価格
（本体価格）
※�インストール版、
　クラウド版共通

①�教師用指導書授業実践編 付属データ集DVD-ROM付　1冊
②教師用指導書研究編　1冊
③指導者用デジタル教科書

3点セット価格　
定価55,000円（10％税込）

（本体50,000円）

１人につき
定価1,100円（10%税込）

（本体1,000円）

インストール版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）
クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端
末で何台でもご利用が可能です。ライセンス
有効期間は4年間となります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、
学習者用端末でご利用ください。紙の教科書の
ご利用期間中はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
◦Windows 10/11　ブラウザ：Microsoft Edge･Google Chrome

※�iPad OS・Chrome OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストー
ル版（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft Edge、Google Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。
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世界史探究　著作者一覧
（2023年3月現在・五十音順）

小豆畑　和之（あずはた　かずゆき）
東京都立西高等学校教諭
世界史教育
・・高校世界史
・・歴史総合707

岡本　聡（おかもと　さとし）
白陵高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

加藤　修治（かとう　しゅうじ）
武蔵高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

木村　靖二（きむら　せいじ）
東京大学名誉教授
ドイツ近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

千葉　敏之（ちば　としゆき）
東京外国語大学教授
ドイツ中世史
・・新世界史

藤本　和哉（ふじもと　かずや）
筑波大学附属高等学校教諭
世界史教育
・・詳説世界史
・・歴史総合708

林　佳世子（はやし　かよこ）
東京外国語大学学長
オスマン帝国史
・・詳説世界史
・・高校世界史

阿部　幸信（あべ　ゆきのぶ）
中央大学教授
中国古代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

小川　正樹（おがわ　まさき）
函館ラ・サール高等学校教頭
世界史教育
・・新世界史

仮屋園　巖（かりやぞの　いわお）
東京都立国立高等学校教諭
世界史教育
・・高校世界史
・・歴史総合707

久保　文明（くぼ　ふみあき）
東京大学名誉教授・防衛大学校長
アメリカ現代史
・・新世界史
・・歴史総合708

丹羽　敬（にわ　たかし）
元愛知県立明和高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

南川　高志（みなみかわ　たかし）
京都大学名誉教授・佛教大学特任教授
古代ローマ史
・・新世界史

池田　嘉郎（いけだ　よしろう）
東京大学准教授
ロシア近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707
・・中学歴史

小田中　直樹（おだなか　なおき）
東北大学教授
フランス社会経済史
・・新世界史
・・歴史総合708

岸本　次司（きしもと　つぐし）
元鳥取県立鳥取西高等学校教諭
世界史教育
・・新世界史

小松　久男（こまつ　ひさお）
東京大学名誉教授
中央アジア近現代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707

橋場　弦（はしば　ゆづる）
東京大学教授
ギリシア古代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・中学歴史

宮本　英征（みやもと　ひでゆき）
玉川大学准教授
世界史教育
・・高校世界史

石井　栄二（いしい　えいじ）
東京都立国立高等学校
世界史教育
・・詳説世界史

勝田　俊輔（かつた　しゅんすけ）
東京大学教授
アイルランド近代史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・新世界史
・・歴史総合707

岸本　美緒（きしもと　みお）
お茶の水女子大学名誉教授
中国明清史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・新世界史
・・歴史総合707

島田　竜登（しまだ　りゅうと）
東京大学准教授
南アジア史・東南アジア史
・・詳説世界史
・・高校世界史
・・歴史総合707
・・歴史総合708

羽田　正（はねだ　まさし）
東京大学特任教授
イスラーム史
・・新世界史

村上　衛（むらかみ　えい）
京都大学准教授
中国近代史
・・詳説世界史
・・高校世界史

世界史の枠組みを体系的に
学べる信頼の教科書

考える歴史の時代に向けて
新しく生まれ変わった『新世界』

詳説世界史 新世界史

★�バランスよく、わかりやすい丁寧な
記述
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版・豊富な史資料

★��現代世界を知るための歴史的視座を養う教科書
★�「考える」「理解する」「追究する」教科書
★�図版・地図・史資料を読み解く力がつく教科書

基本をおさえて、
資料で深める

高校世界史 

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書
★�「探究」の構造を理解できる、問いを
中心とした展開
★資料読み解きのスキルが身につく

世探704 世探705 世探706
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下記データは小社ホームページにアクセスしてご覧ください。

山川出版社ホームページ
収録データ　一覧

●観点別評価集計表
観点別評価の集計に便利なExcelファイルをご用意しました。
学校の先生が実際に使用しているシートです。
ホームページよりダウンロードしてご活用ください！

Topic！

Excel

●世界史探究教科書の紹介ページ
　・教科書の特徴紹介	 ・教科書ダイジェスト版   PDF
　・内容解説資料   PDF 	 ・年間指導計画作成資料   Excel
　・教科書紹介動画

●デジタル教科書
　・商品概要
　・サンプル版

●�山川＆二宮ICTライブラリ  サービスサイト

●教科書の訂正内容のお知らせ

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

世界史探究の授業展開案は『歴史PRESS』の特集号もご参照ください！
『日本史探究・世界史探究』特集号
・歴史PRESS　No.７　新課程教科書　授業展開案　など
・歴史PRESS　No.８　新課程教科書　授業展開案　など

こちらから
ご覧ください
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